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商標説明 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista は米国 Microsoft Corporation の米国およ 
びその他の国における登録商標または商標です。 

•Macintosh、Mac OS、QuickTime は 、 Apple Inc • の商標です。 

• Adobe および Adobe Acrobat は Adobe Systems, Inc. ( アドビシステムズ社）の 
商標、または特定地域における同社の登録商標です。 

- SD □ ユ SDHC □ コ ' および PictBridge □ コ ' は商標です。 

- その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 



はじめに 

撮影の準備 

簡単な撮影と再生 

P 、 S 、 A、M モードで撮影する 

撮影時の設定を変える 

いろいろな再生 

パソコンやプリンター、テレビに接続する 

メニューを使う（詳細設定と画像編集） 

使用できるアクセサリー 

より長く快適にお使いいただくために 



巧を上のごを意 


お使いになる前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しい方法でお使いくださ 
い。 

この「安全上のご注意」は製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載しています。内容を 
理解してから本文をお読みいたださ、お読みになった後は、お使いになるちびいつで 
ち見られるところに必ず保管してください。 

表示と意味は次のようになっています。 


. この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負 
必 う可能性が高いと想定される内容を示しています。 

. 巧この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負 
^胃 q う可能性が想定される内容を示しています。 

. この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が 
^ 想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の図記号で区分し、説明しています。 


A 


絵表示の例 


A 記号は、注意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 




S ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や 
近くに具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 


•記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中 
^や近くに具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントか5抜く）が 
描かれています。 


€ 

バッテリー 
を取る 

〇 

ずぐに 
修理依頼を 

熱くなる、煙び出る、こげ臭いなどの異 
常時は、すみやかにバッテリーを取り 
出すこと 

そのまま使用すると乂災、やけどの原 
因となります。 

バッテ IJ 一を取り出す際、やけどに充 
分を意してください。 

バッテ U —を抜いて、 ニコン ヴービス 
機関に修理を依頼してください。 

/Oi 

引乂、爆発のおそれのある場所では使 


用しないこと 

使用禁止 

プ□ノ くンガス、ガソ U ンなど弓1 乂性ガス 


や粉塵の発生する場所で使用すると爆 


発や乂災の原因となります。 


レンズまたはカメラで直接太陽や強い 


光を見ないこと 

使用禁止 

失明や視力障害の原因となります。 


A 警告 (カメラとレンズについて） 


分解禁止 

分解したり、修理や改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原 
因となります。 

(D 

落下などによって破損し、内部が露出し 
たときは、露出部手を触れないこと 

接触禁止 

A 

感電したり、破損部でケガをする原因 
となります。 

バッテ IJ 一、 電源を抜いて、ニコンヴー 

結 

修理依頼を 

ビス機関に修理を依頼してください。 

(D 

水につけたり、水をかけたり、雨にめ5 
したりしないこと 

水かけ 
禁止 

発乂したり感電の原因となります。 


































安全上のごま意 


0 

発光禁止 

車の運転者等にむけてフラッシュを発 
光しないこと 

事故の原因となります。 

0 

発光禁止 

フラッシュを人の目に近づけて発光し 
ないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影する時は 1 ml ； Lb 離 
れて < ださい。 

A 

保管を意 

幼巧の口に入るルさな付属品は、幼巧 
の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだとさは、直ちに医師に 
ご相談 < ださい。 

A 

警告 

ストラップが首に巻き付かないように 
すること 

特に幼巧•巧童の首にストラップをか 
けないこと 

首に巻さ付いて窒息の原因となります。 

A 

警告 

指定のバッテリーまたは専用 AC アダ 
プターを使用すること 

指定！;(外のちのを使用すると、乂災や 
感電の原因となります。 

0 

使用禁止 

AC アダプター使用時に雷び鳴り出し 
た!5、電源プラグに触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れてくだ 
さい。 


心主意 (カメラとレンズについて) 


A 

感電を意 

めれた手でさね5ないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

保管を意 

製品は、幼巧の手の届かない所に置く 
こと 

ケガの原因になることびあります。 

A 

使用を意 

逆光撮影では、太陽を画角か5十分に 
ず5すこと 

太陽光びカメラ内部で焦点を結び、乂 
災の原因になることびあります。画角 
から太陽をわずかに外してち乂災の原 
因になることびあります。 

A 

保管を意 

使用しないときは、レンズにキャップ 
を付けるか、太陽光のあた5ない所に 
保管すること 

太陽光び焦点を結び、乂災の原因にな 
ることびあります。 


A 

移動を意 

兰脚にカメラやレンズを取り付けたま 
ま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりしてケガの原因 
になることびあります。 

A 

使用注意 

飛行機内で使ラときは、航空会社の指 
示に従ラこと 

本機器び出す電磁波などにより、飛行 
機の計器に影響を与えるおそれびあり 
ます。 

病院で使ラ際ち、病院の指示に従って 
<ださい。 

€ 

バッテリー 
を取る 

長期間使用しないときは電源(バッテ 
リーや AC アダプター)をがすこと 

バッテ U —の液漏れにより、乂災、ケガ 
や周囲を巧損する原因となることびあ 
ります。 

プラグを 

巧く 

AC アダプターをご使用の際には、 AC 
アダプターを取り外し、その後電源プ 
ラグをコンセントから抜いてくださ 
し、。乂災の原因となることびあります。 

0 

発光禁止 

内蔵フラッシュの発光窓を人体やちの 
に密着させて発光させないこと 

やけどや発乂の原因となることびあり 
ます。 

0 

禁止 

本機器や AC アダプターを巧団でお 
おったり、つつんだりして使用しない 
こと 

熱びこちりケースび変形し、火災の原 
因となることびあります。 

0 

放置禁止 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光 
び当たる場所など、異常に温度び高く 
なる場所に放置しないこと 

内部の部品に悪い影響を与え、乂災の 
原因となることびあります。 

0 

禁止 

付属の CD - ROM を音楽用 CD プレー 
ヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大さな音びして 
聴力に悪影響を及ぼすことびありま 
す。 


A ちお 

(専用リチウムイオン充電池について) 


0 

禁止 

バッテリーを乂に入れたり、加熱しない 
こと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

分解禁止 

バッテリーをシヨート、分解しないこ 
と 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


/•/•/• 















































安全上のごま意 


A 

を険 

専用の充電器を使用すること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

0 

使用禁止 

Li - ion リチャージャブルバッテリー 
EN - EL 9 は、ニコンデジタルカメラ専用 
の巧電池で、 D 60 に対応しています。 
EN - EL 9 に対応していない機器には使用 
しないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

を険 

ネックレス、ヘアピンなど金属製のも 
のと一緒に持ち運んだり、保管しない 
こと 

ショートして液ちれ、発熱、破裂の原因 
となります。 

持ち運ぶときは端テカバーをつけてく 
ださい。 

A 

を険 

バッテリーか5ちれた液び目に入った 
ときは、すぐにきれいな水で洗い、医師 
の治療を受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与 
える原因となります。 


A 警告 

(専用リチウムイオン充電池について) 


A 

保管注意 

バッテリーは幼巧の手の届かないとこ 
ろに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだときは、直ちに医師に 
ご相談 < ださい。 

水かけ禁止 

水につけたり、め5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

変色や変お、そのほか今までと異なる 
ことに気づいたときは、使用しないこ 
と 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

充電の際に所定の巧電時間を超えてち 
充電び完了しないときは、充電をやめ 
ること 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

バッテリーをリサイクルするときや、 
やむなく廃棄するときは、 テープな ど 
で接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発 
乂の原因となります。ニコンサービス 
機関またはリサイクル協力店にご持参 
いただくか、お住まいの自治体の規則 
に従って廃棄してください。 


A 

警告 

バッテリーか5もれた液び皮膚や巧服 
に付いたときは、すぐにきれいな水で 
洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれ 
たりする原因となります。 

A ミ主意 

(専用リチウムイオン充電池について） 

A 

ま意 

バッテリーに強い衝撃を与えたり、投げ 
たりしないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 警告 

(クイックチャージャーについて） 

分解禁止 

分解したり、修理や改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原 
因となります。 

(D 

接触禁止 

Q 

すぐに 

\$mm 

落下などによって破損し、内部び露出 
した時は、露出部に手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをする原因 
となります。 

電源プラグをコンセン ト から抜いて、 
ご購入店またはニコンサービス機関に 
修理を依頼してください。 

プラグを 

巧く 

〇 

すぐに 
修賺頼を 

熱くなる、煙び出る、こげ臭いなどの臭 
常時は、速やかに電源プラグをコンセ 
ントか5巧くこと 

そのまま使用すると乂災、やけどの原 
因となります。 

電源プラグを抜く際、やけどに充分を 
意してください。 

電源プラグを巧いて、ニコンサービス 
機関に修理を依頼してください。 

(D 

水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨にめ5 
したりしないこと 

発乂したり感電の原因となります。 

0 

使用禁止 

引乂、爆発のおそれのある場所では使 
用しないこと 

プ□ノ くンガス、ガソ U ンなど弓1 乂性ガス 
や粉塵の発生する場所で使用すると爆 
発や乂災の原因となります。 

A 

警告 

電源プラグの金属部やその周辺にほこ 
りび付着しているときは、乾いた巧で 
拭さ取ること 

そのまま使用すると、乂災の原因にな 
ります。 


/V 




















































安全上のごま意 


0 

使用禁止 

雷び鳴り出した5、電源プラグに触れ 
ないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れてくだ 
さい。 

0 

禁止 

電源コードを傷つけたり、加工したり 
しないこと 

また、重いものを載せたり、加熱した 
り、引っぱったり、むりに巧げたりしな 
いこと 

電源コードび破損し、乂災、感電の原因 
となります。 

A 

感電注意 

めれた手で電源プラグを巧き差ししな 
いこと 

感電の原因となります。 

A を意 

(クイックチャージャーについて） 

A 

感電注意 

めれた手でさね5ないこと 

感電の原因になることびあります。 

0 

放置禁止 

製品は、幼巧の手の届かない所に置く 
こと 

ケガの原因になることびあります。 

0 

禁止 

巧団でおおったり、つつんだりして使 
用しないこと 

熱びこちりケースび変形し、乂災の原 
因となることびあります。 

A ち巧 

(リモコン用リチウム電池について） 

A 

を険 

電池か5ちれた液び目に入った時はす 
ぐにきれいな水で洗い、医師の治療を 
受けること 

そのままにしておくと、目に傷害を与 
える原因となります。 

A 警告 

(リモコン用 U チウム電池について） 

0 

禁止 

電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

分解禁止 

電池をショート、分解しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

警告 

電池に表示された警告•ま意を守るこ 
と 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 


A 

警告 

使用説明書に表示された電池を使用す 
ること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

水かけ禁止 

水につけたり、め5さないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

保管注意 

電池は幼巧の手の届かない所に置くこ 
と 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご 
相談 < ださい。 

A 

警告 

電池の「+」と「一」の向きをまちびえな 
いよラにすること 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

0 

禁止 

充電式電池 m がは巧電しないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

電池を廃棄する時はテープなどで接点 
部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発 
乂の原因となります。お住まいの自治 
体の規則に従って正しく廃棄してくだ 
さい。 

A 

警告 

電池か5ちれた液び皮膚や巧服に付い 
たときはすぐにきれいな水で洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれ 
たりする原因となります。 


V 






















































安全上のご注意 
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はじめに 


使用説明書について 


ニコンデジタルー眼レフカメラ D 60 をお買い上げいたださ、まことにありびとうござ 
います。 

お使いになる前に、この使用説明書をよくお読みになり、内容を充分に理解してから 
正しくお使いください。お読みになった後は、お使いになるちびいつでち見られると 
ころに保管し、撮影を楽しむためにお役立てください。 


• 本で中の マークに ついて 


巧 

カメラの故障を防ぐために、使用前に 
ま意していただきたいことや守ってい 
ただきたいことを記載しています。 


因 

カメラを使用する前に知っておいてい 
ただきたいことを記載しています。 


国 

MENU ボタンを巧して、メニューで設定 
できる場合に、メニュー名を記載して 
います。 


固 

カメラを使用するときに、便利な情報 
を記載しています。 


f - 

の 

関連情報を記載した参照ページを記載 
しています。 


/ 

圆 

ボタンの機能の割り当てをカスタムメ 
ニューで変更できる場合に、そのメ 
ニュー名を記載しています。 


•表記について 

- SD メモ U —カードを rSD カード」と表記しています。 

-ご購入時のカメラの設定を「初期設定」と表記しています。 

-液晶モニターに表示されるメニュー項目や、パソコンに表示されるボタン名、メッ 
セージなどは、 [] で囲って表記しています。 

•画面例について 

本書では、液晶モニター上の表示をわかりやす<説明するために、被写体の表示を省 
略している場合びあります。 

•本で中のイラストについて 

本文中の画面表示を含むイラストは、実際と異なる場合びあります。 
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ご確認 < だをい 


♦保証書について 

この製品には「保証書」び付いていますのでご確認ください。「保証書」は、お買い 
上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっています。必ず「ご購入 
年月曰」と「ご購入店」び記入された保証書をお受け取りください。「保証書」をお 
受け取りにならないと、ご購入1年じ(内の保証修理び受けられないことになります。 
お受け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請求ください。 

♦カスタマー登録 

下記のホームページからカスタマー登録びでさます。 

https://reg.niKon-imaqe.com/ 

付属の「登録のご案内」に記載されている登録コードをご用意ください。 

鲁カスタマーヴポート 

下記のホームページでヴポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-imaqe.com/ipn/support/index.htm 

♦ r 見て聞くマニュアル」デジチューター 

デジチューターでは、インターネット上で D 60 の基本的な操作ち法を、動画や作例写 
真を交えなびら説明しています。下記アドレスのホームページをご覧ください。 

http://www.nikondiqitutor.com/ 


♦大切な撮影を行う前には試し撮りを 

大切な撮影(結婚式や海外旅行など)の前には、必ず試し撮りをしてカメラび正常に機 
能することを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害(撮影に 
要した諸費用および利益喪失等に関する損害等)についての補償はご容赦願います。 


♦本製品をちしてご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセヴ U —（レンズ、スピードライト、バッテ U —、バッテ 
U - チャージャー、 AC アダプターなど）に適合するように作られていますので、当 
社製品との組み合わせでお使いください。 

- Li-ion リチャージャブルバッテ U — EN - EL 9 には、ニコン純正品 
であることを示すホ□グラムシールび貼られています。 

• 模做品のバッテ U —をお使いになると、カメラの充分な性能び出 
せないことや、バッテ U —の異常な発熱や液ちれ、破裂、発火な 
どの原因となることびあります。 

-他社製品や模做品と組み合わせてお使いになると、事故、故障などび起こる可能性 
びあります。その場合、当社の保証の対象外となりますのでご注意<ださい。 
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ご確認ください 


♦使用説明書について 

-この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、固くお断りいたしま 
す。 

•仕様、性能は予告なく変更することびありますので、ご承知ください。 

-使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦<ださい。 

-使用説明書の内容び破損などによって判読でさなくなったとさは、下記のホーム 
ページから使用説明書の PDF ファイルをダウン□—ドすることびできます。 

http :// www . nikon - imaqe . com / jpn / support / manual / 

ニコンサービス機関で新しい使用説明書を購入することもでさます（有料)。 


♦著作権についてのご注意 

あなたびカメラで撮影または録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権 
上、権利者に無断で使うことびでさません。なお、実演や興業、展示物の中には、個 
人として楽しむなどの目的であってち、撮影や録音を制限している場合びありますの 
でご注意ください。また、著作権の目的となっている画像や音楽は、著作権法の規定 
による範囲内でお使いになる外は、ご利用いただけませんのでご注意ください。 


♦カメラやメモリーカードを譲渡/廃棄するときのご注意 

SD 力ード内のデータはカメラやパソコンで初期化または削除しただけでは、完全に 
は削除されません。譲渡/廃棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータ 
び復元され、重要なデータび流出してしまう可能性びあります。 SD カード内のデー 
夕はお客様の責任において管理してください。 

SD カードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ削除専用ソフトなどを使ってデータを 
完全に削除するか、初期化後に SD カードびいっぱいになるまで、空や地面などを撮 
影することをおすすめします。なお、ホワイトバランスのプ U セットマニュアル画像 
(田 105) や[壁紙デヴイン]で設定した画像 （曲 122) も、同様に別の画像で置さ 
換えてから譲渡/廃棄してください。 SD カードを物理的に破壊して廃棄するとさは、 
周囲の状況やけびなどに充分ご注意ください。 


♦ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラ 
ス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、 
ラジオやテレビの近くでお使いになると、受信障害を引さ起こすことびあります。 
使用説明書にしたびつて正しくお取り扱いください。 
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U モコン受光部 . 56 

電源スイッチ . 6 

シャッターボタン . 33 

因 露出補正ボタン . 67 

@絞り変更ボタン . 44 

調光補正ボタン . 68 

eg アクティブ D - ライティングボタン 

. 69 

»設定 IJ セットボタン . 70 

AF 補助光ランプ . 57 

セルフタイマーランプ . 56 

ホ目軽減ランプ . 65 

距離基準マーク . 61 

撮影モードダイヤル . 6 

内蔵フラッシュ . 64 


アクセヴ IJ ーシューカバー . 150 

アクセヴ IJ ーシュー 

(フラッシュ取り付け部） . 150 

みフラッシュボタン . 64 

日 g 調光補正ボタン . 68 

ストラップ取り付け部（吊り環） ........ 14 

端子カバー . 81、85、92 

ビデオ出力端子 . 92 

IJ セットスイッチ . 167 

USB 端テ . 81、85 

公セルフタイマーボタン . 54、55 

Fn フアンクシヨンボタン . 112 

レンズ取り外しボタン . 19 

レンズ着脱指標 . 18 


る部のち抑と基本操作 


カメラ本体の名称や、ボタンの基本的な操作について説明します。詳しい説明は各部 
に記載されているページをご覧ください。 


カメラ本化 




の旧の巧巧の^9巧巧 
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各部の名称と基本操作 


接眼目当て DK -20. 56田 

ファインダー接眼窓 . 7、26 E 

アイセンサー . 31、123 ra 

視度調節レバー . 26 na 

公 p :|： AE - L / AF - L ボタン . 63.113 wmm 

Ori プ□テクトボタン . 78 H 

コマンドダイヤル . 10 Hi 

マルチセレクター . 12 Q 

而削除ボタン . 34 Ipj 

SD カードアクセスランプ . 23 g 

パワーコネクターカバー . 157 BI 


バッテ IJ 一カバー開閉ノブ . 17 

バッテ IJ 一カバー . 17、157 

王脚ネジ穴 

液晶モニター . 8、72、123 

气拡大ボタン . 77 

►情報表示/撮影設定変更ボタン ...... 48 

•設定リセットボタン . 70 

縮ル/サムネイルボタン . 76 

?ヘルプボタン . 13 

MENU メニューボタン . 94 

囚再生ボタン . 34、72 

アイピースキャップ DK -5. 56 



の m 旧 



































各部の名称と基本操作 


撮影モードダイヤル 

撮影モードの切り換えに使います。撮影モードダイヤルを回し 
て、撮影モードのアイコン（図記号）を指標に合わせます。 



応用撮影向けの撮影モード（露出モード） 

シャッタースピードや絞りなどを自分で決めて、より本格的な撮影を楽しめます。 


P — プ□グラムオート：阻41 A — 絞り優巧才ート：の43 

S — シャツター優巧才ート：田42 M — マニュアル露出：曲44 



かんたん撮影向けの撮影モード（デジタルイメージプ□グラム） 

撮影シーンに合わせて撮影モードを選ぶだけで、細かい設定を気にせず気軽に撮影で 
さます。 


4扭-才ート：田28 
® -発光禁止オート：の36 
をーポートレート：曲36 
圍—風景：阻37 


S -こどもスナップ：田37 
'k - スポーツ：阻37 
化ーク□—ズアップ：田37 
因一夜景ポートレート：阻37 


電源スイッチ 

電源スイッチで、カメラの電源を ON / OFF します。 



















ファインダー（表巧) 


各部の名称と基本操作 


撮影モードや設定により、表示内容は異なります。 


〇 フ オー カスポイント 

. 26、30、58、59、60 

D ピント表示 . 32、61 

B フオー カスポイント表示 

. 26、30、58、59、60 

AF エ U アモード表示 . 58 

Dae □ツク表示 . 63 

~ I プ□グラムシフト表示 . 41 

I シャツタースピード . 40〜46 

I 絞り値 . 40〜46 

ノイズ低減処理中表示 . 108 

調光補正マーク . 68、113 

露出補正マーク . 67 


D 

D 

D 

D 

D 


記録可能 コマ 数 . 28、178 

連写可能 コマ 数 . 55、178 

ホワイトバランスプ U セツトデータ 

取得モード表示 . 106 

露出補正値 . 67 

調光補正値 . 68 

アクティブ D - ライティング ON/OFF 表示 
. 69 

PC 接続中マーク . 82 

イメージダストオフデータ 

取得モード表示 . 127 

レディーライト . 33 

バツテ IJ 一 残量表示 . 29 

露出インジケーター . 45 

露出補正インジケーター . 67 

フオーカスエイドインジケーター ••• 116 

ISO AUTO マーク . 53、112 

1000 コマ上補助表示 . 29 

警告表示 . 13、172 


0ファインダ-について 

ファインダー内の表示の応答速度や明るさは、温度によって変化しますび、故障ではありません。 



田田田田 






























































各部の名称と基本操作 


液晶モニター表巧（情報画面） 

電源を ON にすると、液晶モニターに「情報画面」び表示され 
ます。シャッタースピードや絞り値、記録可能コマ数など、撮 
影に関するいろいろな情報や設定の確認びでさます。 

^ (ィ B 0 ボタンを押すたびに、次のように液晶モニターの表示 
び切り換わります。 



情報画面 




曰 



ぶ 


因 OjO 旧 OjO 町府 IS 5 日 1| 

#設定変更 



VI 巧 f 5 .巳 


X 0^ 


撮影設定変更画面3 


液晶 モニター 消な 


画質 モード 



尼） 


佩 AUTO 


ISO 100 


因 


AF-A 


[■] 

因 0.0 阻 0.0 巧肝 

國 

B か消‘灯 mm 厕決定1 


0 

《「撮影設定変更画面」では、撮影時によく使ラ機能を設定でさます （の 48)。 



M 情報画面の消なと点なについて 

初期設定では、次の場合にち、情報画面び消灯します。 

-何ち操作をしないまま約8秒経過したとさ（曲 114) 

-ファインダーをのぞくなどしてアイセンサーび反応したとき（曲31、 123) 

• シャッターボタンを押しているとさ 

また、情報画面び消巧しているとさは、次の操作でち点灯します。 

. シャッターボタンを半押ししてはなしたとさ（曲 31) 

. 9因ボタン、または巧^ボタンを押したとさ 

- の/ Fn ボタンを押したとき（撮影モード Agf 、 @ 、を、 圍 、•を、' 5(、 化、 因でカスタムメニュー 
[11 の / Fn ボタンの機制（曲11 2) を[ホワイトバランス設定]にしている場合を除く） 

•透）（発光禁止オート）(外の撮影モードでちボタンを押したとさ 
•撮影モード P 、 S 、 A で 因 ボタンを押したとさ 

□ 情報画面デザインについて 

8 情報画面のデヴインはセットアップメニューの[画面情報デヴイン](曲 120) で変更できます。 
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な品-品さ 


王 


: km 


VI 己日 F 日•巨 


321； 


夕鉛巧 L 因- 2 .0,四- 2 .0 堪 OFF —— 11 

H^vanins— 14 


BE 3 


AFn-A 


#蝴頭 


-2 

-3 


-6 

12 

13 


171618 


各部の名称と基本操作 


カメラを横に構えたとき 


カメラを縦に構えたとき 

28 27 26 25 24 23 



カメラの設定や撮影状況によって、表示される情報の組合せは異なります。上の画面に表示されてい 
る組合せは、カメラに実際に表示される組合せとは異なります。 

II 撮影モード . 6 

Q シャッタースピード . 40〜46 

U 絞り値 . 40〜46 

B シャッタースピードイメージ 
H 絞りイメ—ジ 

a 露出インジケーター . 45 

露出補正インジケーター . 67 

B 調光補正値 . 68 

Q フラッシュモード . 65 

Q 露出補正値 . 67 

m ヘルプあり表示 . 13 

EH アクティブ D - ライティング表示 ••••••••• 69 

I 記録可能コマ数 . 28、178 

1ホワイトバランスプ U セットデータ 

取得モード表示 . 106 

PC カメラモード表示 . 82 

I 1000コマ ■ lu 上補助表示 . 29 

I 測光モード . 62 


旧 AF ェ U ァモ-ド . 58 

IQ フオーカスモード . 57 

Q レ U - ズモード . 54 

の ISO 感度 . 53 

IQ ホワイトバランスモード••…52、103、104 

己 i 画像サイズ . 50 

FJI 画質モード . 50 

フオーカスポイント表示 

. 26、30、58、59、60 

AF エ U アモード表示 . 58 

バッテ IJ 一残量表示 . 29 

電子音表示 . 110 

仕上びり設定表示 . 101 

ISO AUTO マーク . 53、112 

マニュアル発光設定マーク . 113 

外付けスピー朽イト調光補正マーク ..... 153 
デート写し込み設定マーク . 115 


因シャッタースピードイメージと絞りイメージについて 

シャッタースピードイメージと絞りイメージは、シャッタースピードと絞りの動きを表します。 

シャッタースピードび速く、 シャッタースピードび遅く、 

絞りび開いた（小さい絞り値）/ ‘う^ 絞りび絞り込まれた（大きな 

の場合 I ' M 絞り値）の場合 

撮影モードダイヤルを回すと、シャッタースピードイメージと絞りイメージび撮影モードダイヤルの 
グラフィック表示になります。 
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各部の名称と基本操作 


コ7ンドダイヤル 

コマンドダイヤルを単体で回すか、ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 
次の設定びでさます。液晶モニターの情報画面やファインダーを見なびら設定しま 
す。 


機能 


操作 


表示 


プ□グラムシフト（阻 41) 
(撮影モードび P のとさ） 


シャッタースピードの設定 

(曲42、 44) 

(撮影モードび S または M 
のとさ） 


絞りの設定（阻 43) 

(撮影モードび A のとさ） 


巧 

グ.み 


m 日0 F 日] 


田0。の0。晒] F 旧5日] I 

五#設是変量\ 



曰 



[ VI 日日] f 5 .巳 I 


々囚〇。旧0。晒 cffJSS 日 j | 

で #設定変更 


囚 



涵 


V 旧5 


V 因0 。 の0 。晒 府旧 5日 )I 

H み設是変更 


絞りの設定（阻 44) 

(撮影モードび M のとさ） 


露出補正（の 67) 

(撮影モードび P 、 S 、 A の 
とさ） 



旺] 


◎ 请晚 

み 囚〇〇の 0 D 町府旧 5日 I ■鸟 I 

?」み設定変更 


露出補正量 


D V 1 E 5 F 

*. 1.;.;. 


f 5 .巳 I 


> [因ィ 7 如〇リ巧 w 旧 5 Sj | 

#設定変更 
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各部の名称と基本操作 


フラッシュモード（阻 65) 
(撮影モードび A 挫、堇、 

を、 A 、 因、 P 、 S 、 A 、 
M のとき） 




調光補正 （阻 68) 

(撮影モードび P 、 S 、 A 、 
M のとき） 






アクティブ D - ライティング 

(の 69) 




レ U —ズモード設定 

(の 54) 

(単写、連写、セルフタイ 
マー、2秒 U モコン、また 
は瞬時 IJ モコンに設定） 


画質モード/画像サイズ設 
定 （田 49) 


0 (Fn) ボタン （ rii の/ Fn ボタ 

ンの機能」（の11 2) をちのいずれ 
かの設定にすると、コマンドダイ 
ヤルで変更でさます 


ISO 感度設定 （阻 53) 





ホワイトバランス設定 

(の 52) 














































































各部の名称と基本操作 


7ルチセレクター 

マルチセレクターの使い方は次のとおりです。 


撮影時に使う 

( AF エリアモード 
(曲 58) びダイナミック 
AF またはシングルポイン 
卜 AF の場合のみ） 



フォーカスポイントを 
選ぶ（曲 59) 



撮影設定変更画面で使う 



画質モード 

JML 

1 

の 


wbAUTO 


ISO 100 


回 


AF-A 


[■] 

因 0.0 の 0.0 巧肝 

团 

百 み 消'灯ミ:^動趣)決定1 


下または左の項目に移動する 


メニュー画面で使う 


•上の項目に移動する 
•数値を増やす 


前の画面に戻る 





次の画面に進む 
ミ夫定する 


•下の項目に移動する 
•数値を減5す 


ットアップメニュー 


-表示切り換え 


r 力- 卜の初期化りす-7 リト） 一 
情報画面デヴィン m 

情報画面の自動表示 覃 

情報画面の自動消な ON 

ワールドタイム ー 

液晶モニターの明るさ 0 


再生時に使う 


画像情報を切り換える（曲 73) 


前の画像を選ぶ 



次の画像を選ぶ 


. 画像編集メニューを 
表示する（曲 129) 

画像情報を切り換える（曲 73) 



はじめに 
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各部の名称と基本操作 


シャツターボタン 

シャッターボタンを軽く抵抗を感じるところまで押して、そのまま指を止めること 
を、 「シャッターボタンを半押しする」 といいます。半押しするとピントび合い、半 
押しを続けている間、そのピントで固定（フオ-カス□ック）されます^。そのまま 
深く押し込む（これを 「シャッターボタンを全押しする」 といいます）と、シャッ 【ま 
ターびされます。 ^ 

※動いている被写体などの撮影で、口才一カスモード](の57)を [A 卜 A ] (八ドヴー 
ボモード自動切り換え）に設定していて自動で [ AF - C ] (コンティニュアス AF ヴー 
ボ）に切り換わっているときや、 [ AF - C ] に設定しているときはフオーカス□ック 
されません。また、ピントび合ったとさの電子音ち鳴りません。 


口 





全巧しして撮影する 


?(ヘルプ）ボタン 

(?) ボタンを押している間、液晶モニターに 
撮影時のカメラの状態やメニューのヘルプを表示 
します。ヘルプ画面び2ぺージにまたびっている場 
合は、 (?) ボタンを押しなびらマルチセレク 
ターの下を押すと、次のページび表示されます。液 
晶モニターに固、またはファインダー内下部に回 
(警告表示）び点滅して いる 場合には、 (?) ボタンを押すと、警告の内容を確 
認でさます。 
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各部の名称と基本操作 

ストラップ AN - DC 1 

次のようにストラップをカメラに取り付けます （2 力所)。 


④ ^ 

rf 

1 

1 
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撮影の準備 


この章では、撮影の準備として、バッテ U —の充電とカメラへの入れち、レンズ 
の取り付けち、カメラの曰時設定ち法、 SD 力ードの使い方を説明します。 



曲16 



曲18 




ワールドタイム 


■ 

曰時の設定 

年月曰 

20厮.晒.姐 

時分秒 
旧：晒：腿 

(り設定 趣}ミ夫定 

■ 



曲21 



曲23 























ッテリーを巧電してカメラに入れる 


ご購入直後やバッテ U -残量び少なくなったときは、付属の Li - ion リチャージャブル 
バッテリー EN - EL 9 (充電池）を、付属のクイックチヤージャ ー MH -23 (充電器）で 
充電してからカメラに入れてください。 


クイックチヤージヤー MH -23 

付属のバッテリー EN - EL 9 用の充電器です。 



電源プラグ 


電源コード差し込み口 



電源コード 


Li - ion リチヤージヤブルバツテリー EN - EL 9 

D 60 用の充電池です。 



端子 カバー 


バッテリーを充電する 

1.1 バッテ IJ 一の端テカバーを取り外す 



1.2 クイックチャージヤーと電源コードを接続し、電源プラグを 
コンセントに差し込む 


1.3 バッテ U —をクイックチャージャーに取り付ける 
- CHARGE ランプび点滅し、充電び始まります。 

-使い切ったバッテ U - を充電するには、およそ90分かかり 
ます。 




撮影の準備 
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バッテリーを充電してカメラに入れる 


1.4 CHARGE ランプび点滅から点打に変わったら、バッテ IJ 一を 
取り外す 

-充電び完了しました。電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。 



2バッテリーをカメラに入れる 


2.1 電源スイッチが OFF の位置になっているこ 
とを確認し、カメラ底面のバッテ IJ 一力 
パーを開ける 


2.2 充電したバッテリーをち図のよラに入れ、 
バッテ IJ ーカバーを閉じる 



&バッテリーを取り出すときは 

バッテ IJ 一をカメラから取り出すとさは、電源スイッチを OFF にし、 SD カードアクセスランプの消 

巧を確認してから、バッテ IJ 一カバーを開けてください。 

b 付属の電源コードについてのごま意 

付属の電源コードは、クイックチャージャー MH -23 l ^( 外の機器に接続しないでください。この電源 

コードは日本国内専用 （ AC 100 V 対応）です。日本国外でお使いになる場合は、別売の電源コード 

び必要です。別売の電源コードについてはニコンサービス機関にお問い合わせください。また、ニコ 

ンオンラインショップ ( http :// shop . nikon - image . com /) でもおホめいただけます。 

b バッテリーとクイックチャージャーの使用上のごま意 

-お使いになる前に、必ず「安全上のごを意」〜 V) 、 「カメラと付属品の取り扱い上のごを意」 
(曲164〜 166) をお読みになり、記載事項をお守り <ださい。 

-バッテ IJ 一は〇〜40むの範囲を超える場所では使用しないでください。充電は室温 （5 〜35む）で 
行ってください。バッテ IJ 一の性能を充分に発揮するために、約20む1；(上で充電することをおす 
すめします。 

•一般的な電池特性として、周囲の温度び下びるにつれ、バッテ IJ 一に充電できる容量や、使える 
バッテ IJ 一容量は少なくなります。 

-カメラの使用直後など、バッテ U —内部の温度び高くなっている場合は、温度び下びるのを待って 
から充電して < ださい。 

-バッテリーをカメラやクイックチャージャーから取り外しておくとさは、ショートを防止するた 
め、付属の端テカノ（一をバッテ U —に取り付けてください。 

. クイックチャージャーを使用しないとさは、電源プラグをコンセントから抜いてください。 





















レンズを取 0 付ける 


レンズを取り付けるときは、カメラ内部にほこりなどび入らないようにご注意くださ 
い。 

1 カメラの電源を OFF にし、カメラのボディー 
キャップを外す 



レンズの裏ぶたを外す 



レンズとカメラのレンズ着脱指標を合わせ 
ながらレンズを差し込み、矢 EP の方向に力 
チッと音がするまでレンズを回す 



レンズに A - M 切り換えスイッチまたはフォーカスモード切り換 
えスイッチびある場合は 、 A (オートフォーカス）または M/A 
(マニュアル優先オートフオーカス）に合わせてください。 



0才ートフオーカスで撮影できるレンズについて 

このカメラでピントをオートフオーカスで合わせるには、 AF - S または AF - I レンズび必要です。 AF - S 、 
AF - I レンズは、オートフオーカス用のモーターを内蔵したレンズです。 AF - S 、 AF - I レンズじ(外のオー 
トフオーカス ( AF ) レンズを取り付けても、このカメラではオートフオーカス撮影できません。 


撮影の準備 
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レンズを取り付ける 


m レンズについて 

この使用説明書では、イラストに AF-S DXNIKKOR 18-55mm f/3.5-5.6G VR を使っています。 AF-S 
DX ズームニッ〕ール ED18-55mmf/3.5-5.6GII も手ブレ補正 (VR) 機能を除き、操作ち法は同じ 
です。 

その他のレンズをお使いの場合は、レンズの使用説明書をご覧ください。 


9 


レンズキャップ 

フオーカス IJ ング . 61 

ズーム IJ ング . 30 

手ブレ補正スイッチ‘^ . 20 

A-M 切り換えスイッチ . 18、61 

CPU 信号接点 . 147 

裏ぶた 

焦点距離目盛 
焦点距離目盛指標 

レンズ着脱指標 . 18 

《 AF-S DX ズームニッニ!ール ED 1 8-55mm f/3.5-5.6G II にはありません。 

@絞りリングのあるレンズについてのご注意 

絞り U ングのあるレンズを取り付ける場合は、最ル絞り（最大値）にして、□ックしてください。詳 
しくはレンズの使用説明書をご覧ください。 



レンズを巧りかすとをは 

レンズを取り外したり交換したりするときは、力 
メラの電源び OFF になっていることを確認してく 
ださい。レンズを取り外すには、レンズ取り外しボ 
タンを押しなびら（①)時計回りにレンズを回しま 
す(⑤)。取り外した後は、カメラとレンズにそれぞ 
れのキヤツプを取り付けてください。 



撮影の準備 
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レンズを取り付ける 


手ブレ捕正機能 （ VR ) を®う 

AF-S DXNIKKOR 18-55 mmf /3.5-5.6 GVR には、手ブレ補正機能 ( VR ) びあります。 
このレンズでは、シャッタースピードで約3段分^ (焦点距離 55 mm 時）の手ブレを 
補正します。パンニング（流し撮り）にも対応しています。 

《当社測定条件によります。また、手ブレ補正効果は、撮影者や撮影条件によって異なります。 
• 手ブレ補正機能を使うときは、手ブレ補正スイッチを [ ON ] にしてく 
ださい。 

. シャッターボタンを半押しすると、手ブレを補正します。このとさファ 
インタ'一内の画像のブレち補正するため、ピント合わせび容易で、構図 
び決めやすくなります。 

•手ブレ補正スイッチを [ OFF ] にすると、手ブレを補正しません。 


D 手ブレ補正使用時のごま意 

• パンニング（流し撮り）でカメラの向きを大きく変えた場合、流したち向の手ブレ補正は機能しま 
せん。例えば、流し撮りで横ち向にパンニングすると、縦ち向の手ブレだけび補正され、流し撮り 
びでさます。 

-手ブレ補正の原理上、シャッターをさるとファインダー像びわずかに動くことびありますび、異常 
ではありません。 

-手ブレ補正中にカメラの電源スイッチを OFF にしたり、レンズを取り外したりしないでください。 
(その状態でレンズを振るとカタカタ音びすることびありますび、故障ではありません。カメラの 
電源スイッチを再度 ON にすれば、音は消えます。） 

-内蔵フラッシュ充電中には、手ブレを補正しません。 

•兰脚を使用するときは、手ブレ補正スイッチを [ OFF ] にしてください。ただし、兰脚を使っても 
雲台を固定しないときや、一脚を使用するときには、スイッチを [ ON ] にするようおすすめします。 


□ レンズの画角と焦点距離について 

D 60 ではさまざまなニコンー眼レフカ 
メラ用レンズび使用でさます。ただし、 
これらのレンズを D 60 に装着したとさ 
の画角は、レンズに表記されている焦点 
距離の 1.5 倍のレンズに相当する画角に 
なります。これは 35 mm 判カメラの撮影 
画面サイズ （36 X 24 mm ) に巧して、 
D 60 の撮影画面（約23.6 X 15.8 mm ) び 
ノ」\さいためです。 

例： D 60 に 24 mm のレンズを装着した 
場合の画角は、 35 mm 判カメラ換算 
でおおよそ 36 mm の焦点距離とな 
ります。 


レンズ 


35 mm 判撮影画面サイズ 
(36 X 24 mm ) 




--画面対角線 


も 

、 D 60 の撮影画面サイズ 


(23.6 X 15.8 mm ) 


35 mm 判の画角 
D 60 の画角 


VR 

ON OFF 


撮影の準備 
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曰時を設定ずる 


ご購入後はじめてカメラの電源を ON にすると、カメラの内蔵時計の曰時を設定する 
画面び表示されます。曰時設定び完了するまで、撮影や他の設定はでさません。 



2曰時を合わせる 

-マルチセレクターの上または下を巧してカーソ 
ルのある項目を合わせます。 

-マルチセレクターのちを押すと、カーソルは年- ► 
月^曰^時^分^秒に移動します。左を押すと、 
力ーソルは前の項目に移動します。 



3 0 K ボタンを押して、設定を完了する 

-設定び完了すると、撮影モードになり、情報画面 
び表示されます。 




設定した曰時を変更するには 

セットアップメニューの[ワールドタイム]で変更でさます。 


1電源を ON にして MENU ボタンを押す 

-液晶モニターにメニュー画面び表示されます。メ 
ニュー項目びすでに選択されている場合はマルチ 
セレクターの左を押して、メニューのアイコンを 
黄色で表示して < ださい。 



’ 撮影メニユー 1 

1仕上がり設定 

饼〇 

画質モード 

NORM 

.画像サイズ 

巧 

ホワイトバランス 

AUTO 

じ〇感度 

100 

ノイズ低減 

OFF 

アクティブ D - ライティング 

OFF 


2巧（セットアップメニユ ー） アイコンを選ぶ 

-マルチセレクターのちを押すと、セツトアップメ 
ニューのメニュー項目を選択できるよラになり 
ます。 



[ra セットアップメニュー I 

，メニユー表示切り換え 

召 I 

-.力-ドの初期化りォ -7 ット） 

1 

^情報画面デヴィン 

HIBI 

jiil 眉報画面の自動表示 

辱 

^情報画面の自動消な 

OFF 

U ワールドタイム 

〜 

0 液晶に夕-侧るさ 

0 


3 [ワールドタイム]を選ぶ 

•マルチセレクターのちを巧すと[ワールドタイ 
ム]画面び表示されます。 



□ 

セットアップメニュ 

— 

• 

メニュー表示切り換え 

包‘ 


力-ドの初期化(別-7 ット） 
情報画面デザイン 


Y 

情報画面の自動表示 

昏 1 

情報画面の自動消な 

OFF 1 


[ワールドタイム 


液晶モニターの明るさ 0 


































曰時を設定ずる 
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[現在地の設定]、[曰時の設定]、[曰付の表 
示順]または[夏時間]を選ぶ 

-マルチセレクターのちを押すと各設定画面び表 
示されます。 

•それぞれの項目を設定するたびに、[ワールドタ 
イム]画面に戻ります。 



•夏時間の機能を使ラとさは、「日時の設定」前に「夏時間」を設定してください。 


現在地の設定 


マルチセレクターの左またはちを巧して現在地のタイム 
ゾーン（都市名）を選び、 0 K ボタンを巧してください。 
現在地のタイムゾーンを変更すると、[曰時の設定]で設 
定された日時び、時差に合わせて自動的に更新されます。 



曰時の設定 

[現在地の設定]で選んだタイムゾーンでの曰時を設定します。設定ち法は「曰時 
を設定する」の手順2 (田 21) と同じです。 

日付の表示順 


日付の表示順を、[年/月/日]、[月/日/年]、[日/月/年] 
から選び、 0 K ボタンを押してください。 


日/月/年 


夏時間 


年/月/日 厕 1 


現在地で夏時間（サマータイム）び実施されているとさ 
は、 [ ON ] を選んで OK ボタンを押すだけで、時刻び1 
時間進みます。夏時間び実施されていないときは [ OFF ] 
(初期設定）にしてください。 



0時計用電池についてのごま意 

カメラの内蔵時計は、バッテ IJ 一とは別の時計用電池で作動します。カメラにバッテ IJ 一を入れる 
か、別売のパワーコネクター EP -5 と AC アダプター EH -5 a (曲 156) を接続すると、時計用電池び充 
電されます。充電には約3曰間かかり、充電すると、約1力月の間時計を動かせます。液晶モニター 
に[曰時未設定]と表示された場合は、内蔵時計の設定び初期化されているため、撮影曰時び正しく 
記録されません。ちう一度、曰時を設定してください。 

図表示言語を変更するには 

画面に表示される言語は、セットアップメニュー(の117)の肩語 ( LANG )]( aBl 23) で変更できます。 
















SD 力ードを入れる 


このカメラは、撮影した画像を SD 力ードに記録します。市販の SD カードを用意して 
ください（「推奨 SD 力ード」：曲158)。 

SD 力ードをカメラに入れる 

1電源を OFF にした状態で、 SD カードカバーを開ける 

- SD 力ードを抜さ挿しするときは、必ず電源を OFF にしてくださ 
い。 


2 SD カードを入れる 

-ち図のよラに正しい向さで、カチッと音びするまで挿入してくだ 
さい。 


- SD カードび正しく挿入されると、 SD 力ードアクセスランプび数 
秒間点打します。 

•挿入後、 SD カードカバーを閉めてください。 

- D 60 に初めて使ラ SD カードを入れたとさは、 「 SD カードを初期 
化（フオーマット）する」（の24)に進んでください。 


SD カードを取り出ずときは 

SD 力ー ドカバーを開ける前に、 SD カードアクセスランプの消 
打を確認して、電源を OFF にしてください。 

力ードを指で軽く奥に押し込んで離すと（①）、カードび押し 
出されるので、まっすぐ引さ抜いてください（⑤)。 
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SD カードを入れる 


SD 力ードを初期化（フォーマット）する 

D 60 に初めて使う SD 力ードは、 D 60 で初期化してからお使いくださし、 SD 力ードを 
初期化すると、カード内のデータはすべて消えてしまいます。 カード内に必要なデー 
夕び残っているとさは、初期化する前に、パソコンなどに保をしてください。 


1 電源を ON にする 


MENU ボタンを押す 

-液晶モニターに メニュー 画面び表示されます。 メ 
ニュー項目びすでに選択されている場合はマルチ 
セレクターの左を押して、メニューのアイコンを 
黄色で表示してください。 



巧（セットアップメニユ ー） を選ぶ 


0 


\ セットアップメニュー 1 

1 メニュー表示切り換え 

曰 1 

i 力-ドの初期化りす-7ット） 


^ 情報画面デザイン 

flBil 

[) 肩報画面の自動表示 

辱 

■(情報画面の自動消な 

OFF 

1ワールドタイム 

— 

] 液晶モニターの明るさ 

0 


4マルチセレクターのちを押す 

• セットアップメニューのメニュー項目を選択で 
さるよラになります。 


0 


ットアップメニ〕 


1一表示切り換え 


クカ-ドの初期化りォ -7 ット） 一 
I 情報画面デヴィン m 

■ 情報画面の自動表示 督 

U I 情報画面の自動消な OFF 

ワールドタイム ー 

液晶 モニターの 明るさ 0 


[カードの初期化（フオーマット)]を選ぶ 



隆ィの初期化レトけり 


情報画面デヴィン 00 

I 情報画面の自動表示 国 

情報画面の自動消な OFF 

ワールドタイム ー 

液晶 モニターの 明るさ 0 


6 0K ボタンを押す 

-[カードの初期化（フォーマット)]画面び表示さ 
れます。 


0 


a 力-ドの初期化(別-マット） 

■ メモリーカード内の 

み データを全て削除 

^ します。 

■ よろしいですか？ 
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SD カードを入れる 


7 [はい]を選ぶ 




8 0 K ボタンを押す 

-初期化び始まります。初期化び完了してセット 
アップメニューび表示されるまでは、電源を OFF 
にしたり、バッて IJ —カバーや SD 力ードカバー 
を開けたりしないで<ださい。 




& SD 力ードについてのご注意 

•必ず D 60 でフォーマット（初期化）してからお使いください。 

-フォーマット中や画像の記録•削除中、パソコンとの通信時などに、次のことは行わないでくださ 
し)。記録されているデータの破損やカードの故障の原因となります。 

-カードを着脱しないでください 
-カメラの電源を OFF にしないでください 
-バッテ U —を取り出さないで<ださい 
- AC アダプターを抜かないでください 
-端テ部に手を触れたり、金属を接触させたりしないでください。 

-無理な力を加えないでください。破損のおそれびあります。 

-曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射曰光を避けてください。 


&パソコンで SD 力ードを初期化した場合のごま意 

パソコンで初期化した SD カードをそのまま D 60 で使うと、データの記録速度び低下する場合びあり 
ます。 D 60 で初期化しなおしてからお使いください。 


図書き込み禁止スイッチについて 

SD カードには、書さ込み禁止スイッチび付いています。このスイッチを 
「 LOCK 」 の位置にすると、データの書さ込みや削除を禁止して、カード 
内の画像を保護でさます。撮影時や画像を削除するとさ、カードを初期 
化するとさは 「 LOCK 」 を解除してください。 



書き込み禁止スイッチ 
















ファインダー巧の見え方を調節ずる（視度調節) 


撮影するときは、ファインダーをのぞきなびら構図を決めます。 
あらかじめ、ファインダー内びはっさり見えるように調節して 
ください。 

レンズの前キャップを取り外して、視度調節レノく一で調節しま 
す。 

-ファインダーをのぞきなびら視度調節レバーを上下に動かし、 
フオーカスポイントの枠線び最ちはっきり見えるよラに調節してく 
ださい。 

- / n や指先で目を傷つけないよラにごを意ください。 


フォーカスポイント 



? E 

コ ? 
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簡をな撮影と再を 


この章では、撮影モードダイヤルを A 掛（オート）にセットして、基本的な撮影か 
ら再生までを4つのステップで説明します。さらに、シーンに而さわしい写真び簡 
単に撮影でさるデジタルイメージプ□グラムの特長ち説明しています。 

-基本的な撮影〜再生の4ステップは、全ての撮影と再生の基本操作です。基本操作と 
して7スターされることをおすすめします。 










(オート）で撮影ずる 


ここでは、撮影の基本的な手順を、けート）撮影モードを使って説明しています。 
A 掛（オート）撮影モードを使うと、シャッターボタンを押すだけの簡単な操作で、 
さまざまな状況での撮影を楽しめます。 


ステップ1電源を ON にして撮影モードを選ぶ 

1 電源を ON にする 

-レンズの前キャップを外してください。 

-液晶モニターにイメージセンサーク IJ 一ニング作動中の画面び 
表示された後、情報画面び表示されます。 

•フアインダーを のぞくと液晶 モニターは 消打し、 フアインダー 内 
下部の表示び点打します。 

2 撮影モードダイヤルを回して、 A 扭（オート）に合わせる 

• A 經けート）撮影モードになります。 


バッテリーの残量を確認する 

-液晶モニターの情報画面でバッテ U —の残量を確 
認してください（の29)。 

-液晶モニターび消打したときは、^ (が）ボタンを 
押すと情報画面び再表示されます。 

-バッテ U - 残量びな<なると、情報画面は表示でさ 
ません。バッテ IJ - を充電または交換してください。 




厘 


が 


AUTO 


ぶ 


VI 巧 F5.6i 


巧诉旧5日I 


#設定変更 


4 SD カードの残量を確認する 

- SD カードに記録でさるコマ数び、情報画面またはファイン 
夕一内下部に表示されます。 



SD カードの残量びなくなるとちのよラに表示され、撮影で 
さなくなります。不要な画像を削除するか（の34、 96) 、 
別の SD カードに交換してください。 


p D メモリ-力-ド空さ容量不 S iiBH 

I lOUTJ , \ 1 ■田 ■ 


1/1巧 f 5 .巳 I 


ぶ 


#設定変更 
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Ag ? (オート）で撮影ずる 


の イメージセンサークリーニングについて 

カメラの電源を ON / OFF するたびに、撮影素テの表面にある□ーパスフィ 
ルターを振動させてゴミを仏い落とすイメージセンサーク IJ ーニングび作 
動します（初期設定)。セットアップメニューの[イメージセンサーク U — 
ニング]で、電源スイッチに連動させるかどうかを設定できます（曲160)。 


0バッテリーの残量表示 


液晶モニター 

ファインダー 

意味 

晒 

表 TJX なし 

バッテ U —は充分に残っています。 

理 

表术なし 

バッテ IJ 一び減り始めました。 

CJ 1 


バッテ IJ 一び残り少なくなりました。バッテ IJ 一充電または交換 
の準備をしてください。 

CJ 1 

(点滅） 

413 

(点滅） 

撮影でさません。バッテ U —を充電または交換してください。 


01000コマ m 上補助表示 

記録可能コマ数び1000コマ(上あるとさは、100コマ単位のおよその記録 
可能コマ数と1000倍を意昧する 「 K 」 び表示されます。たとえば、1160コ 
マ記録可能な場合は、 [1.1 K ] と表示されます。 


因画質モードと画像サイズについて 

初期設定では、画質モードは [ NORMAL ]、 画像サイズは山です。画像 
の用途などに合わせて変更でさます（曲49)。 


旧〇-口 


ぶに 


国 ’ +ji 置 

/旧日 f 5 .E 


JlH 




AUi . 

AUTO 


NORM 

因 
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Ag ? (オート）で撮影ずる 


ステップ2カメラを構える 


カメラをしっかりと構える 
カメラの 構え 方 

• ち手でカメラのグ U ップを包み込むよラにしっかりと持ち、左手 
でレンズを支えます。 

• わさを軽く締めます。 

•片足を少し前に踏み出すと、上半身び安定します。 



ファインダーをのぞいて、構図を決める 

-ファインダーをのぞくと、液晶モニターび消打し、ファインダー 
内下部の表示び点打します。 

-構図を決めるときに、液晶モニターは使えません。 

-ファインダーでシャッタースピード、絞り値、記録可能コマ数な 
どの撮影情報を確認でさます。ファインダー内下部の表示び消打 
したときは、再度、シャッターボタンを半押ししてください。 

-ピント合わせを行ラ3つの領域（フオーカスポイント）の少なく 
とち1つに、被写体び重なるよラにしてください。 


フオーカスボイント 



ズームレンズの使い方 望遠側 

被写体を大さ<写したいとさはズーム IJ ングを望遠側（焦点距離 
目盛の大さい数値側）に、広い範囲を写したいとさはズーム U ン 
グを広角側（焦点距離目盛の小さい数値側）に回してください。 
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Ag ? (オート）で撮影ずる 


M ファインダーの視度調節について 

「ファインダー内の見えちを調節する（視度調節)」（曲 26) 

@露出計のオン/オフと「半巧しタイマー」について 

このカメラには被写体の明るさを測光する露出計びあります。 

露出計は主に！; TF の操作で作動（オン）します。 

-電源を ON にしたとさ 

-電源 ON でシャッターボタンを半押ししたとさ 
-電源 ON で9 (が）ボタンを押したとさ 

露出計作動中は、ファインダー内下部の表示または情報画面び点巧し、シャッタースピード、絞り 
値、記録可能コマ数などの撮影情報を確認でさます（の7、9)。 

露出計は、電源スイッチび ON になっていても「半押しタイマー」と連動して自動的に停止讨フ) 
します。「半押しタイマー」はバッテ IJ 一の消耗を押さえる機能で、シャッターボタンから指をはな 
したまま、カメラを操作しない状態び8秒（初期設定）続くと、「半押しタイマー」び切れて露出計 
は停止します。「半押しタイマー」の時間は、カスタムメニューの [15 パワーオフ時間](曲 114) で 
変更でさます。なお、再生/メニューや撮影直後の画像確認など、撮影！;(外で液晶モニターび点打し 
ているとさち露出計は作動していますび、「パワーオフ時間」で設定した液晶モニター消巧時間に露 
出計ち停止します。 

0「情報画面の自動消好」について 

撮影時、半押しタイマーびオンのときにファインダーに顔を近づけると、アイセンサーび反応して情 
報画面び消灯し（初期設定）、バッテ IJ 一の消耗を軽減します。ファインダーから顔を離すと、ファ 
インダー内下部の表示び消灯して情報画面び点灯します。セットアップメニューの[情報画面の自動 
消灯](曲 123) で情報画面び消巧しないように変更できます。ただし、[情報画面の自動消灯]の設 
定にかかわらず、半押しタイマーび切れると情報画面は消なします。 



ファインターを ファインダーを 

のぞいていないとを のぞいているとを/ 

半押ししているとさ 
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Ag ? (オート）で撮影ずる 


ステップ3ピントを合わせて撮影する 


1シャッターボタンを半押しする 

-フオーカスポイントに重なっている被写体のラち、最ちカメラに 
おいを要被写体に自動的にピントび合います。 


•ピントび合ラと、「ピピッ」といラ電子音び鳴り、ファインダー 
内下部のピント表示参び点打します。また、ファインダー内で、 

ピントを合わせたフォーカスポイントびホく表示されます。 

ファインダー内下部のピント表示参び点滅したとさは、ピント 
び合っていません。構図を変え、をラー度シャッターボタンを半 
押しして、ピントを合わせてください。 

-「コラム：オートフ ォー カスの苦手な被写体」 （の 38) の撮影で 
は、オートフ ォー カスによるピント合わせびできないことびあります。 

. シャッターボタンを押している間、連続して撮影でさるコマ数（連写可能コマ数） （曲 55) 
びファインダーに表示されます。連写可能コマ数の先頭にはレ」び付さます。 

•暗い場所などでは、 AF 補助光ランプび点打したり、内蔵フラッ 
シュび上びることびあります。 


2シャッターボタンを半押ししたまま、さらに深く押し込 
む（全押しする） 

. シャツターびされ、画像び SD カードに記録されます。 


画像の記録中は、 SD カードアクセスランプび点打します。 

SD カードアクセスランプが消灯して記録が完了するまで、 SD 
カードカバーやバッテリーカバーを開けたり、 AC アダプターを 
取り外したりしないでください。 


-撮影した画像び液晶モニターに数秒間、再生されます。 

. 再生中でもシャッターボタンを半押しすると、すぐに次の撮影び 
でさます。 

-撮影を終了して電源を OFF にするときは、電源スイッチを OFF の 
位置まで回してください。 
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Ag ? (オート）で撮影ずる 


0シャッターボタンの半押しと全巧しについて 

「シャッターボタン」 （曲 13) 

因電子音口ぃて 

-[フォーカスモード] (曲 57) び初期設定の [ AF - A ] ( AF ヴーボモード自動切り換え）で、被写体 
び動いているとカメラび判断して、自動的に [ AF - C ] (コンティニュアス AF ヴーボ）に切り換わっ 
ているときや、 [ AF - C ] に設定されているときは、ピントび合ったときの電モ音は鳴りません。 
•カスタムメニューの [01 電子音設定]で電子音を鳴らないように設定でさます （曲 110)。 

M 内蔵フラッシュについて 

Agf 撮影モードでは、被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッターボタンを半押しすると自動的に 
内蔵フラッシュび上びります。ファインダー内にちび点灯しているとさは、シャッターボタンを全押 
しすると、内蔵フラッシュび発光します。 

-フラッシュ撮影時には、画像に影び映り込むことびあるため、レンズフードを取り外してください。 
• 内蔵フラッシュび上びっていても、みび点巧していないときは、フラッ 励 I 

シュの充電中のため撮影でさません。ちび点灯してから撮影してくだ ’’U 

さい。 

• A 探撮影 モー ドなど、フラッシュ モー ドび AUTO けート）の場合、内蔵フラッシュび上びった後 
に、被写体び明るくなりフラッシュ撮影の必要びなくなったとさは、フラッシュは発光しません。 
ちび点灯していないとさち撮影でさます。 

-撮影モードを@(発光禁止才ート)に設定すると®36)、内蔵フラッシュび上びらずに撮影できます。 
•内蔵フラッシュやフラッシュモード（発光ち式）についての詳細は、「内蔵フラッシュを使う」 
(曲 64) をご覧ください。 

-内蔵フラッシュの光び充分に届く距離（調光範囲）は、 ISO 感度や絞り値によって異なります 

(の179)。 

-内蔵フラッシュを使わないとさは、カチッと音びするまで手で軽く押 - 

し下げて収納してください。 


M 撮影時の設定を変えるには 

A 探 撮影モードでは、画質モード （曲 50) や画像サイズ （の 50) のほかに、シャッターのさりち（レ 
IJ ーズモード） （曲 54)、ピントの合わせち （曲 57)、 ISO 感度 （曲 53)、アクティブ D - ライティング 
(曲 69) などの設定や変更びでさます。 

□ 撮影後の画像表示について 

カスタムメニューの [07 撮影直後の画像確認]で撮影直後に画像を自動的に再生しないよラに設定 
にでさます （曲 111)。 
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Ag ? (オート）で撮影ずる 


ステップ4撮影した画像を確認する/削除する 


画像を再生ずる 

撮影後、液晶モニターの消打中や情報画面の表示中などに 
ボタンを押すと、最後に撮影した画像び1コマ表示されます。 

-マルチセレクターの左またはちを押すと（またはコマンドダ 
イヤルを回すと）、ほかの画像を表示でさます。 

-マルチセレクターの上または下を押すと、再生中の画像に関 
する撮影情報などを確認でさます (3835. 73)。 

•撮影に戻るには、シャッターボタンを半押しするか、もう一 
度居]ボタンを押してください。 



画像を削除ずる 

不要な画像は、次の手順で削除でさます。 


削除したい画像を液晶モニターに表示して、 m ボタンを 
押す 



確認画面が表示されたら、ちう一度 m ボタンを押す 

•表示中の画像び削除されて、再生画面に戻ります。 

•削除をやめるとさは、尼]ボタンを巧してください。 


I / ligiEjMajB _ 

MiiiKfi 也 •の iit— 
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M 1 コマ表示で使える機能 


Ag ? (オート）で撮影ずる 


機能 

ボタン 

内容 

画像を拡大する 


表 7 J \ 中の画像を拡大表 TJX します（の77)。 

複数画像を一覧表 
示する 

卿 

サムネイル表示（曲 76) に切り換えます。 

画像編集メニュー 
を表示する 

0 K 

撮影した画像の補正などびできます（曲129)。 

撮影に戻る 


L 

または H 

撮影モードに戻ります。 


M 画像情報の表示 

マルチセレクターの上または下を押すと、次のように画像情報の表示び切り換わり、画像についての 
詳しい情報を見ることびできます（曲73)。 



標準表示^- ► 撮影情報1 ◄ - ► 撮影情報2 



簡 


な 

}1 

影 

と 

再 

生 



アクティブ D - ライティングと 
編集情報 


八イライト部び点滅します。 


@画像再生について 

-撮影直後に確認として自動再生される画面では、バッテ U —残量と記録 
可能コマ数び大さく表示されます。 

-カスタムメニューの [15 パワーオフ時間]で液晶モニターび自動的に消 
巧するまでの時間を設定でさます（曲114)。 



図画像をまとめて削除するには 

再生メニューの梢 U 除]を使うと、画像をまとめて削除でさます（曲94、 96) 〇 
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シーンに合わせて撮彰ずる 


デジタルイメージプ□グラムには、 A 掛（オート）撮影モードの他に、次の撮影モー 
ドびあります。撮影シーンに合わせて撮影モードを選ぶだけで、そのシーンに適した 
撮影びでさます。 


ダイヤルの位置 

撮影モード 

こんなとさに 

感 

発光禁止オート 

フラッシュを光らせずに撮影したい 

を 

ポートレー h 

人物を撮影したい 

圍 

風景 

風景や街並みを撮影したい 


こどちスナップ 

テ供を撮影したい 

A , 

スポーツ 

運動会などのスポーツ写真を撮影したい 

化 

ク□ーズアップ 

草花や昆虫などを接写したい 

因 

夜景ポートレート 

夕景や夜景をバックに人物を撮影したい 


撮影の手順 


撮影モードダイヤルを回して、撮影モードを設定する 




ファインダーをのぞきながら構図を決め 
て、シャッターボタンを押して撮影する 


さ撮影モード（承、を、圍、を、因）の特徴 

® (発光禁止オート）モード 

内蔵フラッシュび発光禁止になります。フラッシュ撮影び禁止されて 
いる場所での撮影や、フラッシュを光らせずに撮影したいホちゃんの 
撮影などに使います。フラッシュを使わないことで、暗い場所でも被 
写体を自然な感じに表現します。 

•被写体び暗いとさは、 AF 補助光び点打します。 

-フオーカスポイントに重なっている被写体のラち、最も手前にある 
を要被写体に自動的にピントび合います。 

堇（ポートレート）モード 

人物の撮影に使います。人物の肌をなめらかで自然な感じに仕上げます。 

-被写体と背景び離れているとさや、望遠レンズを使って撮影したと 
さは、背景びぼけて立体感のある画像になります。 

-フオーカスポイントに重なっている被写体のラち、最も手前にある 
主要被写体に自動的にピントび合います。 
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シーンに合わせて撮影ずる 


H (風景）モード 

自然の風景や街並みを、色鮮やかに撮影したいとさに使います。 

-被写体び暗いときでも内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは点打しま 
せん。 

-フォーカスポイントに重なっている被写体のラち、最も手前にある 
を要被写体に自動的にピントび合います。 



•を（こどちスナップ）モード 

テ供の撮影に向いています。肌の色を美しく表現すると同時に、服装 
や背景を鮮やかに仕上げます。 

-フォーカスポイントに重なっている被写体のラち、最も手前にある 
を要被写体に自動的にピントび合います。 



^ (スポーツ）モード 

運動会などスポーツ写真の撮影に向いています。動さのある被写体の 
一瞬の動さを鮮明にとらえ、躍動感のある画像に仕上げます。 

-内蔵フラッシュと AF 補助光ランプは点打しません。 

. シャッターボタンを半押しして いる 間、中央のフオーカスポイント 
に重なっている被写体の動さに合わせてピントを合わせ続けます。 
中央のフオーカスポイントから被写体び外れてしまった場合でち、 
他のフオーカスポイントを使ってピントを合わせ続けます。マルチ 
セレクターの左またはちを押すと、他のフオーカスポイントを選べ 



ます (0059) 〇 


化（ク□—ズアップ）モード 

草花や昆虫などの小さな被写体に近づさ、大さ<写したいとさに使い 
ます。 

•手ブレしやすいため、王脚の使用をおすすめします。 

-中央のフオーカスポイントでピントを合わせます。マルチセレク 
ターの左またはちを押すと、他のフオーカスポイントを選べます。 



固 (夜景ポートレート）モード 

夕景や夜景をバックに、人物を撮影したいとさに使います。人物と背 
景の両方を美し < 表現します。 

•手ブレしやすいため、王脚の使用をおすすめします。 

-フォーカスポイントに重なっている被写体のラち、最ち手前にある 
を要被写体に自動的にピントび合います。 



它1内蔵フラッシュについて 

撮影モードびを、 •を、化、 因のときは、被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッターボタンを半 
押しすると、 Agf 撮影モードと同様に自動的に内蔵フラッシュび上びって発光します（曲64)。フラッ 
シュの発光ち式（フラッシュモード）は変更でさます（曲65)。 








シーンに合わせて撮影ずる 


コラム：オートフオーカスの苦手な被写体 


次のような被写体では、オートフオーカスによるピント合わせびできず、 
シャッターびきれないことや、ピントび合わなくてもピント表示参び点灯し、 
電子音び鳴ってシャッターびされることびあります。 

このような場合は、マニュアルフオーカス（田 61) でピントを合わせるか、同 
距離にある別の被写体にピントを合わせてフオーカス□ック撮影（田 60) して 
ください。 


被写体の明暗差び 
はっさりしない場合 
(背景と同じ色の服を 
着ている人物など） 



遠<のちのと近<の 
ちのび混在する場合 
(才 U の中の動物な 
ど） 



連続した繰り返しパ 
ターンの被写体 
(ビルの窓など） 


nnnnnn 
mmin 圓 
nnnnnn 


被写体の明暗差び極 
端に異なる場合 
(太陽を背景にした曰 
陰の人物など） 


類 


ご\\\内、' 

脱\ 



背景に対してメイン 
の被写体びルさい場 

厶 

(遠 < の建物を背景に 
近<の人物を撮影す 
る場合など） 




絵柄び細かい場合 
(一面の花畑など） 
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P 、 S 、 A 、 M モードで撮影ずる 


この章では、プ□クフムオート （ P )、 シャッタースピード優先才ート （ S )、 絞り 
優先才ート （ A )、 マニュアル （ M ) の各撮影モードの使い方を説明します。これ 
らのモードでは、シャッタースピードや絞り値を撮影者自身で選んだり、ホワイ 
トバランス（田52)、測光モード（田62)、フラッシュ調光補正（曲68)、露出補 
正（曲 67) などの設定を変更したりして撮影でさるので、デジタルイメージプ〇 
グラムに比べ、撮影者の作画意図をさらに反映した撮影び可能です。 










p 

s 

A 


撮影モード P 、 S 、 A 、 M をほう 

撮影の意図に応じて、シャッタースピードと絞りを自分で設定するか、カメラまかせ 
にするかによって、撮影モード P 、 S 、 A、M を使い分けます。 

撮影モード 

内容 

P プ□グラムオート （田 41) 

シャッタースピードと絞りの両方をカメラび自動的に設定 
します。シャッターチャンスを逃したくないスナップ撮影な 
どに使います。 

〇 シャツター優先才ート 
(の 42) 

シャッタースピードを自分で設定し、絞りはカメラび自動的 
に設定します。動さの速い被写体を速いシャッタースピード 
で撮影したり、遅いシャッタースピードで動さを強調したり 
するときなどに使います。 

A 絞り優先オート（阻 43) 

絞りを自分で設定し、シャッタースピードはカメラび自動的 
に設定します。背景をぼかしたり、手前から奥まで鮮明に写 
したいとさなどに使います。 

M マニュアル露出（阻 44) 

シャッタースピードと絞りの両方を自分で設定します。長時 
間露光（バルブ）撮影ち、このモードで行います。 


M 

モ 

I 

ド' 

で 


i 


シャッタースピードと絞りについて 

シャッタースピードと絞りを調整して、画像を意図した明るさ（露出）で撮影するこ 
とを、「露出を合わせる」といいます。同じ露出の画像でも、シャッタースピードと 
絞りの組み合わせによって、撮影される画像の流動感や背景のぼかし具合などび変 
ねってさます。 


シャッタースピー 


EM 耐麻 

-ピ——了 て 


•絞り値 



速い シャツタースピー ドのとき 
1/1600 秒 



絞りを絞り込んだとき（絞り値び大きいとき) 
f /36 



ISO 感度（曲53、111)を変えると、適正露出を得られるシャッタースピードと絞り 
値の設定範囲ち変化します。 


0レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞りはカメラで設定します。絞り U ングは、必ず最ル絞り 
40 (最大値）にセットしてください。 


















:プ□グラムオートでの撮影方法 


被写体の明るさに応じて、露出び適正になるようにカメラびシャツ タース ピードと絞 
り値を自動的に設定します。シャッターチャンスを逃したくないスナップなど幅広い 
撮影に適しています。 


1撮影モードダイヤルを P に合わせる 



2構図を決め、ピントを合わせて撮影する 

P 

S 

A 

M 

モ 

I 

ド' 

で 
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^プ□グラムシフト 


撮影モード P で撮影中にコマンドダイヤルを回すと、露出を一定にした — 
ままシャッタースピードと絞りの組み合わせを変更でさます。これを r プ 


□グラムシフト」といいます。プ□グラムシフト中はファインダー内下部と情報画面に固（日*)マー 


クび点灯します。 

-背景をぼかしたい（絞り値をルさく設定したい）場合や動さ 
の速い被写体を撮影したい（速いシャッタースピードを設定 
したい）場合にはコマンドダイヤルをちに回してください。 

-近くから遠くまでピントの合った写真を撮影したい（絞り値 
を大さ<設定したい）場合や被写体の動さを強調したい（遅 
いシャッタースピードを設定したい）場合にはコマンドダイ 
ヤルを左に回してください。 



プ□グラムシフトを解除するには、固（田*)マークび消灯するまでコマンドダイヤルを回してくだ 
さい。電源を OFF にしたとさや、他の撮影モードに切り換えたとさも、プ□グラムシフトは解除さ 


れます。 
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:シャッター優巧オートでの撮彰方法 


シャッタースピードを自分で設定すると、露出び適正になるようにカメラび自動的に 
絞り値を設定します。動さの速い被写体の撮影や、遅いシャッタースピードで被写体 
の動さを強調する撮影に適しています （の40)。 


撮影モードダイヤルを S に合わせる 



コマンドダイヤルを回して、シャッタースピードを設 
定する 

-ファインダー内下部のシャッタースピード表示び変 
化します。設定したいシャッタースピード (1/4000 
秒〜30秒）に合わせてください。 

. シャッタースピードは情報画面(ィ B 0 ボタンを 
巧して表示します）でち確認でさます。 




構図を決め、ピントを合わせて撮影する 


□ 手ブレを防ぐには 

手ブレ（カメラを持つ手び動いて画像びブレること）を防ぐには、一般的にシャッタースピードを 
n -(装着しているレンズの焦点距離）」秒より高速側にします。たとえば 300 mm レンズの場合、 
シャッタースピードを1/300秒より高速にすると、手ブレをある程度まで防ぐことびでさます。この 
ほか、次の方法でち手ブレを軽減でさます。 

- ISO 感度（曲 53) を上げて、シャッタースピードを速くする 

-内蔵フラッシュ （8264) や別売スピードライト（曲 150) を使って、シャッタースピードを速くする 
-兰脚を使う 

• VR (手ブレ補正）レンズを使う（曲 20) 


P 、 S 、 A 、 M モ—ドで撮影する 



























A ： 絞り優巧オートでの撮彰方法 


絞りを自分で設定すると、露出び適正になるようにカメラび自動的にシャッタース 
ピードを設定します。絞りを絞り込む（絞り値を大さくする）ことで、おくから遠く 
までピントの合った写真を撮影したり、絞りを開く（絞り値をルさくする）ことで、 
草花や人物の背景をぼかして撮影したりするなど、背景のぼかしちを調節して撮影す 
る場合に適しています（田40)。 



-ファインダー内下部の絞り値表示び変化します。設 
定したい絞り値に合わせてください。 

•設定できる最小絞りと開放絞りは、レンズによって 
異なります。 

•絞り値は情報画面巧（が）ボタンを押して表示し 
ます）でち確認できます。 



3構図を決め、ピントを合わせて撮影する 


P 

S 

A 

M 

モ 

I 

ド' 

で 
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.アル露出での撮露方法 


シャッタースピードと絞りの両方を自分で決定します。花乂や星空などを長時間露光 
(バルブ撮影、タイム撮影： の 46) で撮影する場合にちこの撮影モードを使います。 

1撮影モードダイヤルを M に合わせる 




露出インジケーター（曲 45) を確認しながら、シャッタースピードと絞り値 
を設定する 

-コマンドダイヤルを回すと、ファインダー内下部の 
シャッタースピード表示び変化します。設定したい 
シャッタースピード （1/4000 秒〜30秒または Bulb 
(ファインダー内 はとル, し!:,））に合わせてください。 

- Bulb は、長時間露光撮影（阻 46) に使います。 


シャッタースピードの設定 

因（@)ボタンを押しなびらコマンド 
ダイヤルを回すと、ファインダー内下 
部の絞り値表示び変化します。設定し 
たい絞り値に合わせてください。 

設定でさる開放絞りと最小絞りは、レ 
ンズによって異なります。 

必要に応じてシャッタースピードと 
絞り値の設定を繰り返して、露出を調 
整してください。 

シャッタースピードと絞り値は情報画面(<00ボタンを巧して表示します）でも確 
認でさます。 




構図を決め、ピントを合わせて撮影する 


P 、 S 、 A 、 M モ—ドで撮影する 
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M :マニュアル露出での撮影方法 


□ 露出インジケーターについて 


設定したシャッタースピードと絞り値の組み合わせによる露出値と、カメラび測光した露出値との差び 
フアインダー内下部と情報画面に表示されます。この露出インジケーターの見方は次のとおりです。 


表示 

内容 

+ 0 — 

■ ■ 1 ■ ■ 

適正露出 

+ 0 — 

■ ■ ■ ■ ■ 

インジケーターびちに振れているとさは画像び適正露出よりち暗 

|| 

(1/3 段アンダー） 

いことを意昧しています。 

+ 0 — 

インジケーターび左に振れているとさは画像び適正露出よりち明 

(2 段！; Lb オーバー） 

るいことを意昧しています。 


-被写体び明るすざて、または暗すざてカメラの測光範囲を超えた場合は、露出インジケーターび点 
滅します。 



長時間露光撮影時（曲 46) と非 CPU レンズ使用時（の146)は、露出インジケーターは表示されま P 
せん。 一、 

カスタムメニュー [10 感度自動制御](曲111)び[する]の場合、シャッタースピードや絞り値 
を変更してち ISO 感度を自動で適正露出に制御するため、露出インジケーターび作動していないよ A 
うに見えることびあります。 ，こ 

M 










M :マニュアル露出での撮影方法 


長時間露光撮影の方法 

長時間露光撮影には、バルブ撮影とタイム撮影の2種類びあります。花乂や夜景、天 
体写真の撮影や、自動車のライトの流れを表現したいとさなどに使います。長時間露 
光撮影では、手ブレを抑えるために王脚や別売の U モコン ML-L3 び必要です。 

バルブ撮影 

シャッターボタンを押し続けている間シャッターび開いたままになり、シャッターボ 
タンをはなすとシャッターび閉じます。 

バルブ撮影をするには、撮影モード M でシャッタースピードを Bulb (ファインダー内 
表汀 d まと fuLb) にしてください（田 44 )。 

タイム撮影 

タイム撮影には、別売りの U モコン ML - L 3 び必要です。 

シャッターボタンを押し続けずに、シャッターを最大 30 分開いたままにできます。操 
作ち法は下のとおりです。 

1撮影モード M でシャッタースピードを Bulb (ファインダー内表示はと,と,）にす 

る (ESB44) 

2 [レ U —ズモード] (の 55) を [2 秒 U モコン]または[瞬時 U モコン]にする 
•シャッタースピードの表示び Time (ファインダー内表示は--)に変わります。 

3 U モコンの送信ボタンを押す 

-2秒後または瞬時にシャッターび開きます。 

4 もラー度 U モコンの送信ボタン押してシャッターを閉じる 
. シャツタ—は、開いてから 30 分経つと自動的に閉じます。 



シャツタースピード： 35秒、絞り値： f /25 

-露光時間び長くなると、画像にノイズび発生することびあります。このノイズを低 
減するには、撮影メニユー[ノイズ低減](田 108) を[する]にしてから撮影し 
てください。 

•長時間露光撮影では、撮影中のバツテ U —切れを防ぐため、フル充電したバツテ 
U - を使うか、別売のパワーコネクタ ー EP -5 と AC アダプター EH -5 a を組み合わせ 
て（曲 156) お使いになるようおすすめします。 


P 、 S 、 A 、 M モ—ドで撮影する 
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撮影時の設定を変える 


この章では、「撮影設定変更画面」を使って、撮影条件や撮影目的に合うように、 
カメラのいろいろな機能を設定、変更するち法を説明しています。撮影モードに 
よって使用でさない機能もありますのでご注意ください。 

-この章で説明しているほとんどの機能は、撮影メニユー (の100) やカスタムメ 
ニュー (00109) からでち設定や変更び可能です。 



画質モード（田 50) 

画像サイズ（曲 50) 
ホワイトバランス（の 52) 
ISO 感度（の 53) 

レリーズモード（曲 54) 

フオーカスモード（の 57) 
AF エリアモード（の 58) 
測光モード（田 62) 


露出補正 ( BB 67) アクティブ D - ライティング（の 69) 

フラッシュモード フラッシュ調光補正 

(曲 65) (曲 68) 






















撮影設定の昼本操作 


液晶 モニターの 表示を「撮影設定変更画面」にすると、撮影時 
のをな設定を変更でさます。 

「撮影設定変更画面」を表示するには、「情報画面」（曲 8) び表 
示されているときに、^ (ィ B 0 ボタンを押します。 

-液晶モニターは、^ (ィ B 0 ボタンを押すたびに、「情報画面」 

-「撮影設定変更画面」^液晶モニター消打^「情報画面」 

の順に切り換わります（曲8)。 

. 画像を再生しているとさは、[日ボタンを押して再生を終了してください。 




D 

直 


画質モード . 

. 50 

Oaf ェ U ァモード . 

. 58 

画像サイズ . 

. 50 

11測光モード . 

. 62 

ホワイトバランス . 

. 52 

Q フラッシュモード . 

. 65 

ISO 感度 . 

. 53 

露出補正 . 

. 67 

レ U —ズモード . 

. 54 

iQ フラッシュ調光補正 . 

. 68 

フオーカスモード . 

. 57 

IQ アクティブ D - ライティング ........ 

. 69 


操作手順 


マルチセレクターの上（またはち)、下（ま 
たは左）を押して設定を変更したい項目を 
選ぶ 

•撮影モードなど、カメラの設定によっては選べな 
い項目びあります。 


0 


… AUTO 

ISO 100 
回 

_ S 

因 0.0 の 0.0 巧肝 四 

百 mm 丽系定 


OK ボタンを押す 

-手順1で選んだ項目の設定変更画面に移ります。 


0 


画像サイズ 



に！ 

□ 3.7 MB 
の巧 

■臣1 ■ 

回 

回 


百（り移動 陋ミ夫定 


48 


マルチセレクターの上または下を押して 
設定内容を選ぶ 

-選択中の項目び黄色で強調表示されます。 

-マルチセレクターの左を押すと手順1の画面に戻 
ります。 

(ィ B 0 ボタンを巧すと、決定せずにミ夜晶モニ 
夕一び消打します。 


0 


画像サイズ 



に） 

哉'ぶ却 


B な)移動 厕決定 


撮影時の設定を変える 




































撮影設定の基本操作/画質や画像のサイズを変更ずる 


4 0 K ボタンを押す 

-手順3で選んだ内容び有効になり、手順1の画面に 
お 0 ます。 

-他の項目も変更したいときは、手順1〜4を繰り返 
してください。 

. シャツターボタンを半押しするか、气（ィ己0ボタ 
ンを巧して設定を終了します。 



SD カードに記録する画像の、画質（画像データの圧縮率）と画像サイズを変更でさ 
ます。画像の用途や、 SD カードの残量に合わせて設定してください。 

一般的に、画質び高く、画像サイズび大さいほど、画像データのファイルサイズは大 
さくなります。より精細な画像を大さくプ U ントでさますび、 SD カードに記録でさ 
るコマ数は少なくなります。 


画質モードと画像サイズのイメージ 


ファイルサイズ大 



ル 


画像サイズ 


大 


画質モードと画像サイズの撮影設定変更画面では、選択中の画 
質モードと画像サイズの組み合わせで撮影した場合の、1コマ 
あたりの最大のファイルサイズと、記録でさるおおよそのコマ 
数び表示されます。目安としてご覧ください。記録される平均 
的な1コマあたりのファイルサイズは、「画質モード-画像サイ 
ズと記録•連写可能コマ数」（曲 178) を参照してください。 





画質や画像のヴイズを変ちずる 


画像サイズ ^NORM 

wbAUTO 

ISO 100 
回 
AF-A 
[■〕 

因 0.0 の 0.0 啦お 回 
百•日•消なミ:^動趣)決定 



撮影時の設定を変える 
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画質や画像のサイズを変更ずる 


画質モード 

撮影設定変更画面から[画質モード]を選んで設定します（操作手順： 田 48)。 

画質モードを次の中から選びます。 


画質モード 

ファイル形式 

説明 

RAW 

高 

画質 

NEF 

撮像素テの生データを圧縮して記録します。撮影後 
に画質の劣化を抑えて加工、補整するのに適してい 
ます。プ IJ ントするとさは、画像編集メニューの 
[簡単レタッチ](田 132) や [RAW 現像](曲 140) 
などで RAW 画像から作成した JPEG 形式の画像を使 
うか、パソコンで RAW 画像に対応したソフトウエア 
を使ラ必要びあります。 

FINE 



[NORMAL] よりを精細な画像になります。 

画像データは約1/4に圧縮されます。 

NORM 

(初期設定） 

低 

JPEG 

通常はこの画質モードで撮影します。 

画像データは約1/8に圧縮されます。 

BAS に 



ファイルサイズび最ち小さく、電子メールに添付す 
る場合などに適しています。 

画像データは約1/16に圧縮されます。 

RAW+B (RAW+BAS に） 

NEF+JPEG 

RAW と BAS にの、2種類の画像を同時に記録します。 


I 画像サイズ 

撮影設定変更画面から[画像サイズ]を選んで設定します（操作手順： 曲 48)。 

画像サイズを次の中から選びます。プ U ントしたい大ささなどに合わせて設定してく 
ださい。 


画像サイズ 

画像ファイルの大きさ 

プリント時の大きさ 
(出力解像度 200 dpi の場合） 

B (初期設定） 

大 

▲ 

%72X 2592ピクセル 

約 49.2X32.9 cm 

回 

T 

サイズ 

X 

2896 XI944ピクセル 

約 36.8X24.7 cm 

固 

♦ 

ル 

1936 XI296ピクセル 

約24.6 XI 6.5 cm 


- RAW 画像の画像サイズは設定でさません。 

- RAW 画像をパソコンで再生する場合、画像サイズは [ L ] になります。 
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画質や画像のサイズを変更ずる 


0画質モード [ RAW ] / [ RAW+B ( RAW+BAS に)]について 

. 画質モ—ド [ RAW + B ( RAW+BAS に)]で撮影した画働ま、カメラでの再生時には JPEG 画像 (BAS に) 
だけび表示されます。 JPEG 画像をカメラで削除すると、 RAW 画像ち同時に削除されますのでごを意 
<ださい。 

- RAW 画像を D 601 U 外で再生するには、 「 RAW 現像」を行う必要びあります。 

-画像編集メニューの [ RAW 現像](曲 140) で RAW 現像びできます。 [ RAW 現働で作成した JPEG 
画像を使うと、ダイレクトプ IJ ントやプ U ントサービス店でのプ IJ ントびでさます。 

.パソコンに転送した RAW 画働ま、付属のソフトウェア ViewNX や別売の Capture NX ( BB 156) を 
使うと RAW 現像して再生でさます。 

- ViewNX は、付属の Software Suite CD - ROM でインス! -- ルできます。 

- Capture NX は必ず最新版にバージョンアップしてお使いください。お使いのパソコンをインター 
ネットに接続していれば、ソフトウェアの起動時にニコンメッセージセンター (Nikon Message 
Center ) び自動的に更新情報をチェックします。 

因ファイル名について 

このカメラで撮影した画像には、 DS し nnnn . xxx という名前び付けられます。 

DSL nnnn.xxx 


ファイル名： nnnn には拡張子：画質モードによって異なります。 

撮影順に、0001〜9999 - RAW の場合： 「 NEF 」 

の数宇び入ります。 - FINE、NORMAL BAS にの場合： 「 JPG 」 

. 動画ファイル（曲 99) の場合： 「 AVI 」 

-イメージダストオフデータ（曲 127) の場合： 「 NDF 」 

•画質モード [ RAW+BAS に]で撮影した場合、同じファイル名で、拡張テび 「 NEF 」（ RAW 画像） 

と rJPG」（BAS に画像）の2つのファイルび同時に作成されます。 

-画像編集メニューの[簡単レタッチ](田132)、 [ D - ライティング](曲132)、[赤目補正](の133)、 
[卜 IJ ミング](曲134)、[モノ! -- ン](曲134)、[フィルター効果](の135)、 [ RAW 現像](曲 140) 
で作成した画像のファイル名は res し nnnn 」、 拡張テは 「 JPG 」 となります。 

•画像編集メニューの[スモールピクチャー](曲 136) で作成したスモールピクチャーのファイル 
名は 「SS し nnnn 」、 拡張テは 「 JPG 」 となります。 

•画像編集メニューの[ストップモーション作成](曲 141) で作成した動画ファイルのファイル名 
は 「AS し nnnn 」、 拡張テは 「 AVI 」 となります。 

•撮影メニューの[仕上がり設定]^ [カスタマイズ]^ [カラー設定](の102)を[モード n 
(Adobe RGB )] にした場合は、ファイル名びそれぞれ LDSCnnnn 」、「 JlSCnnnn」、LSSCnnnnJ 
となります。ただし、イメージダストオフデータは、カラー設定にかかわらず 「 DS し nnnn 」 とな 
ります。 

■ 画質モード、画像サイズ 

撮影メニュー（曲100)でち画質モードと画像サイズを設定でさます。 

圆11の/ Fn ボタンの機能 (00112) 

コマンドダイヤルでち画質モードと画像サイズを設定でさます。 


撮影時の謹を S る 
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ホワイトバランスを設定ずる 


撮影設定変更画面から[ホワイトバランス]を選んで設定します（操作手順：の 48)。 

光源に合わせて、画像び見た目に近い色で撮影することを「ホワイトバランスを合わ 
せる」といいます。初期設定の [AUTO] (オート）でほとんどの光源に対応できま 
すび、撮影した画像び思い通りの色にならないとさは、光源や天候に合わせてホワイ 
トバランスを変更してください。ホワイトバランスは、撮影モードび P、S、A、M 
のときのみ、次の設定を選べます（撮影モードび A 掛、 @ 、堇、 圍 、•を、化、 
因の場合、ホワイトバランスは常に [AUTO] になります）。 

AUTO オート （初期設定） 

カメラび自動的にホワイトバランスを調整します。ほとんどの場合、この設定のまま 
で撮影でさます。 

朱電球 

白熱電球の下での撮影に適しています。 

熊堂光な 

白色堂光打の下での撮影に適しています。撮影メニューの[ホワイトバランス] 
(田103)で、さらに細かく堂光打の種類を設定でさます。 

紫晴天 

晴天の屋外での撮影に適しています。 

タ フラッシュ 

内蔵フラッシュや別売スピードライトを使って撮影する場合に適しています。 

A 墨 天 

曇り空の屋外での撮影に適しています。 

を X 晴天 曰 陰 

晴天の日陰での撮影に適しています。 

PRE プリセットマニュアル 

自分で選んだ被写体や光源を基準にホワイトバランスを合わせたり、すでに撮影した 
画像と同じホワイトバランスに合わせたりできます。「プ IJ セットマニュアルを使ラ」 
(田105)をご覧ください。 


■ ホヮ仆バランス（曲 103) 

撮影メニュー（曲100)でもホワイトバランスを設定でさます。撮影メニューのホワイトバランスで 
は、董光巧の種類の変更や、ホワイトバランスの微調整びでさます。 

図11の/ Fn ボタンの機能（曲11 2) 

コマンドダイヤルでもホワイトバランスを設定でさます。 


撮影時の設定を変える 
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■ so 感度を設定ずる 


撮影設定変更画面から [ISO 感度]を選んで設定します（操作手順： 田48)。 

暗い場所で撮影するときは、シャッタースピードび遅くなり手ブレしやすくなります 
び、 ISO 感度を標準 ( ISO 100)よりも高くすれば、より速いシャッタースピードで 
撮影でき、手ブレしにくくなります。 ISO 感度は ISO 100〜1600の間で、1段刻みで 
設定できます。また 、 ISO 1600から、さらに約1段感度を上げることもできます 

(Hi 1 : ISO 3200相当）。 

設定でさる ISO 感度は、撮影モードによつて次のように異なります。 


Ag? 、 獻ミ、 H 、 

を、 A '、 ん因 

AUTO (才ート、初期設定)、100〜1600 、 Hil 

P 、 S 、 A、M 

100 (初期設定）〜1600 、 Hil 


[ AUTO ] に設定すると、カメラび自動的に100〜1600の間で ISO 感度を決めます。 


ISO 感度 [ Hi 1] についてのごま意 

[ Hil ] で撮影した画像には、ざらつき、色むら、色つきび発生しやすくなります。 

0 ISO 感度の設定について 

撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M からデジタルイメージプ□グラムに切り換えると、デジタルイ 
メージプ□グラムの ISO 感度の設定は [ AUTO ] に U セットされます。 

0 ISO 感度の自動制御について 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M では、[カスタムメニュ ー] の [10 感度自動制御](の111)で、 ISO 感度 
の自動制御を設定でさます。ただし、 ISO 感度の設定を [ Hil ] にしているとさは、感度自動制御は 
行われません。 

因関連ぺ—ジ 

高感度撮影時のノイズを低減する^撮影メニュー「ノイズ低減」（の108) 

因 ISO 感度とは 

フイルムカメラで使うフイルムの ISO 感度に相当します。一般的に、 ISO 感度を高くするほど、より 
高速のシャッタースピードで撮影でさます（同じ被写体を同じ絞り値で撮影する場合）。このため、 
暗い場所での撮影や動いている被写体の撮影などに効果的ですび、撮影した画像び多少ざらつ < 場合 
びあります。 

■ ISO 感度 

撮影メニュー（曲100)でち ISO 感度を設定でさます。 

H 11 の/ Fn ボタンの機能 (00112) 

コマンドダイヤルでち ISO 感度を設定でさます。 



撮影時の設定を変える 










レ u — ズモード 

撮影設定変更画面から[レリーズモード]を選んで設定します（操作手順：の48)。 

シャッターのさりちを次の中から選びます。 


回 

単写 （1 コマ撮影）（初期設定） 


シャッターボタンを巧すたびに1コマずつ撮影します。 

a 

連写（連続撮影） 

田54 

シャツターボタンを押している間、約3〕マ/秒爆高)^で連写します。 

01 OS 

セルフタイ 7 — 

田55 


シャッターボタンを押し込むとタイマーび作動し、約10秒後に撮影します。 


e 2s 

2 秒リモコン 

田55 

公 

B 

IJ モコンの送信ボタンを巧すと、2秒後に撮影します。 

瞬時リモコン 

田55 


IJ モコンの送信ボタンを巧すと、すぐに撮影します。 

《連写（連続撮影）速度は、フォーカスモード [ MF ]、 撮影モード S または M 、 1/250秒上の 
高速シャッタースピードで、その他び初期設定のとさの値です。 

■ 04レリーズモード 

カスタムメニュー（曲 109) でちレ U —ズモードを設定でさます。 

M 11 の/ Fn ボタンの機能 ( SB 112) 

初期設定では、の/ Fn ボタンを押すだけでセルフタイマーを設定でさます。カスタム 
メニュー [11 の/ Fn ボタンの機能]を[レ IJ - ズモード設定]にすると、の/ Fn ボタ 
ンを押しなびらコマンドダイヤルを回せば、レ IJ ーズモードを変更でさます。情報画 
面のレ U —ズモード表示を見なびら設定してください。 



連写する 


撮影設定変更画面で[レリーズモード]を選び（曲48)、 
Si (連写）に合わせる 



2撮影する 

•シャッターボタンを押している間、連写します。 



シャッターのをり方をおぶ 


撮影時の設定を変える 
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シャッターのきり方を選ぶ 


0連哥こっぃて 

フラッシュび発光する撮影条件では、レ IJ ーズモードを〇1(連写）にしてち、連写はでさません。 
撮影モードを 度） （発光禁止オート）にするか、フラッシュモードを変更する ( BB 65) など、フラッ 
シュび発光しないよラにすれば、連写でさるよラになります。 

連写可能コマ数の表示 

シャッターボタンを押している間、連写可能コマ数（連写速度を維持し fiimilB 

たまま続けて撮影でさるコマ数）び、ファインダー内下部に表示されま 
す。ち図の場合、連写速度を維持したままで、あと最低11コマ続けて撮 
影でさることを示しています。 

-連写時は、最大 100 コマまで連続撮影できます。ただし、 [[rOOl] になると、連写速度び低下します。 
•表示される連写可能コマ数は、おおよその目安です。撮影条件によって増減することびあります。 
平均的な連写可能コマ数は、「画質モード-画像サイズと記録-連写可能コマ数」 （曲 178) を参照 
して < ださい。 


セルフタイマーやリモコンを®う 

記念写真など、自分も一緒に写りたいとさは、セルフタイマーや別売の U モコン 
( ML - L 3) をお使いください。 

1 兰脚などでカメラを固定する 


2 撮影設定変更画面で[レリーズモード]を選び（曲 48) 、設定したいレリー 
ズモードに合わせる 

-初期設定では、公/ Fn ボタンを押すだけでセルフタイマーを設定でさます(カスタムメ 
ニュー [ 11公/ Fn ボタンの機旨到：の11 2) 。 


レリーズモード 

内容 

010 s 

セルフタイ7— 

ピントび合ってから10秒後にシャッターびきれます。セルフ 
タイマーの時間は変更でさます（阻114)。 

覇 2 s 

2秒 U モコン 

ピントび合ラと、約2秒後にシャッターびされます。 

1 

瞬時 U モコン 

ピントび合うとすぐにシャッターびきれます。 


3 構図を決める 

- IJ モコン使用時にオートフォーカスでピントを合わせるときは、ここでカメラのシャッ 
ターボタンを巧すとピントを合わせておけます（シャッターはきれません)。 


撮影時の謹を S る 
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シャッターのきり方を選ぶ 


4撮影する 

-セルフタイマー撮影の場合：シャッターボタンを 
半押ししてピントを合わせてから、深く押し込ん 
でください。 

タイマーび作動し、セルフタイマーランプ （ AF 補 
助光）び点滅します。撮影2秒前になると点打に 
変わります。 

シャッターびされると、レ U —ズモードは[単写] 

または[連写]に戻ります。 

-リモコン撮影の場合： 5 内の距離で、 IJ モコンの送信部を力 

メラの U モコン受光部に向け、送信ボタンを押してください。 

2秒 U モコンでは、ピントび合うとセルフタイマーランプび点滅 
し、約2秒後にシャッターびきれます。 

瞬時 U モコンモードでは、ピントび合うとすぐにシャッターびき 
れ、セルフタイマーランプび点打します。 


0アイピースキャップの使い方 

カメラから離れて撮影するときは、アイピース 接眼目当て DK -20 アイピースキャップ DK -5 

キャップをファインダーに取り付けると、ファ 
インダーから余計な光び 入っ て露出び変わる 
ことを防ぎます。付属のアイピースキャップ 
DK - 引ま、接眼目当て DK -20 を取り外し、も図 
のように取り付けます。接眼目当てを取り外す 
とさは、カメラをしっかりと支えてください。 

各種ファインダー用アクセヴ IJ 一（曲 155) を 
とりつけるとさち、接眼目当て DK -20 を取り 
外して < ださい。 

0作動中のセルフタイマーを解除するには 

タイマー作動中に電源を OFF にすると、セルフタイマーは解除され、レ IJ ーズモードは[単写]また 
は[連写]に戻ります。 

0関連ページ 

U モコン撮影時に、カメラび|」モコンからの信号を待ち受ける時間を変更する^カスタムメニュー 
「17 IJ モコン待機時間」（曲 115) 





撮影時の設定を変える 
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ピントの合わせ方を選ぶ 


才ートフオーカスを®う（フオーカスモード） 

撮影設定変更画面から[フォーカスモード]を選んで設定します（操作手順：巧 48)。 

フォーカスモード（ピントの合わせち）を次の4種類から選べます。 

AF-A AF ヴーボモード自動切り換え（初期設定） 

下記の AF - S と AF - C をカメラび自動的に切り換えます。被写体び静止しているとカメ 
ラび判断したとさは AF - S 、 動いているとカメラび判断したとさは AF - C になります。 

AF-S シングル AF ヴーボ※ 

静止している被写体の撮影に適しています。シャッターボタンを半巧しすると、ピ 
ントび合ったとカメラび判断した時点でフォーカスび□ックされます。 

AF-C コンテイニュアス AF ヴーボ※ 

動いている被写体の撮影に適しています。シャッターボタンを半押ししている間、力 
メラは被写体の動さに合わせてピントを合わせ続けます。 

MF マニュアル フオー カス 

手動でピントを合わせます（の61)。 

《撮影モード P 、 S 、 A 、 M で選べます。 


凸 [ AF-a コンティニュアス AF サーボについてのごま意 

[ AF - C ] は、シャッターチャンスを逃さないために、 [ AF - S ] よりもシャッターのきれるピントの範 
囲び広くなっています。このため、ファインダー内下部のピント表示鲁び点灯する前にシャッター 
びきれることびあります。 [ AF - A ] に設定していて自動的に [ AF - C ] に切り換わった場合でも、同様 
の動作をします。 

@マニュアルフォーカスの設定について 

どの撮影モードでフ ォー カスモードを [ MF ] (マニュアルフ ォー カス）に設定しても、すべての撮影 
モードでマニュアルフォーカスになります。 

因関連ページ 

オートフォーカスの苦手な被写体（曲 38) 

因 AF 補助光について 

被写体び暗い場合などにシャッターボタンを半押しすると、ピント合わせ 
のために、 AF 補助光び自動的に点灯します。ただし、フォーカスモードび 
[ AF - C ] または [ MF ] のとき、撮影モードび圍または'のときや、中央じ （ 

外のフォーカスポイントび選択されているとさ、カスタムメニュー [09 内 
蔵 AF 補助光の照射](曲 111)び [ OFF ] のときは点巧しません。 

-使用でさる AF レンズの焦点距離は24〜 200 mm 、 AF 補助光び届く距離の 
目安は約 0.5 〜3 m です。 

- AF 補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。 

■ 02フォ—カスモ—ド 

カスタムメニュー（曲 109) でちフォーカスモードを切り換えられます。 



撮影時の謹を S る 
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ピントの合わせ方を選ぶ 


AF エリアモードを変える 

撮影設定変更画面から [AF エリアモード]を選んで設定します（操作手順： 曲48)。 

このカメラには、3つのフォーカスポイント（ピント合わせを行う領域）びあります。 
オートフォーカスを行うフォーカスポイントの選びちを、次の中から選びます。 

H 至近優先ダイナミック AF モード 

いちばん近くにあるを要被写体をカメラび自動的に認識し、その被写体を含むフォーカ 
スポイントを使ってピントを合わせます。 

-撮影モード A 經 、獻ミ、 画、を、 邸 P 、 S 、 A、M の初期設定です。 

[[]] タイナミック AF モード 

自分で選んだフォーカスポイント（の 59) から被写体び一時的に外れてしまった場合で 
ち、他のフォーカスポイントを使って同じ被写体をとらえ続けます。不規則な動さをす 
る被写体の撮影に効果的です。 

-撮影モード' Sc の初期設定です。 

[ n ] シングルポイント AF モード 

フォーカスポイントを自分で選び（曲59)、そのポイントだけを使ってピントを合わせ 
ます。静止している被写体の撮影に適しています。 

-撮影モード化の初期設定です。 


0 AF エリアモードのファインダー内表示について 

設定した AF ェ U アモードは、ファインダー内下部で確認できます。 AF ェ IJ アモードは、下のよう 
に表示されます。 




, iM ; :黯劇88.8 Ik ち回 


至近優先ダイナミック 
AF モード 


ダイナミック 
AF モード 


シングルポイント 
AF モード 


0関連ページ 

オートフォーカスの苦手な被写体 （曲 38) 

0 AF エリアモードの設定について 

-フ ォー カスモード （曲 57) び [MF] (マニュアルフ ォー カス）のときは、 AF エ U アモードは設定 
でさません。 

-デジタルイメージプ□グラムで設定した AF エ U アモードは、撮影モードダイヤルを切り換えると 
U セットされます。 

■ 03 AF エリアモード 

カスタムメニュー(曲 109) でも AF エ U アモードを切り換えられます。 
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ピントの合わせ方を選ぶ 


フォーカスポイントを自分で選ぶ 

構図を工夫して撮影したいとさなどに、ピント合わせを行う領域（フォーカスポイン 
卜）を自分で選べます。 

1 撮影設定変更画面で [ AF エリアモード]を選ぶ （曲 48) 


2 [AF エリアモード]をい]](シングルポイント AF モード） 
かい]](ダイナミック AF モード）にする （の 58) 

-撮影モード A 經、@ 、堇、 圍、，を、 因、 P 、 S 、 A、M の初期 
設定は[国](至近優先ダイナミック AF モード）なので、設定の 
変更び必要です。 



3 ファインダーを見ながらマルチセレクター 
の左またはちを押してフオーカスポイント 
を選ぶ 

•選んだフオーカスポイントは、選択したときや 
シャッターボタンを半巧ししたときに、ファイン 
ダー内でホ < 表示されます。 

-選んだフオーカスポイントは情報画面やファイン 
ダー内下部にち表示されます。 




















ピントの合わせ方を選ぶ 


ピントを固定して撮影する（フオーカス□ック撮影） 

ピントを合わせたい被写体び 3 つのフオーカスポイントに入らないときは、次のよう 
にピントを固定（フオーカス□ック）して撮影します。 

フオーカス□ック撮影は、 [AF エ U アモード](曲 58) をい]](シングルポイント AF 
モード）か [[]] (ダイナミック AF モード）に設定するようおすすめします。 

1ピントを合わせたい被写体に、フオーカス 
ポイントを重ね、シャッターボタンを半押「 

しする 

•ピントび合うと、ファインダー内下部にピント表 
示参び点打します。 

•シャッターボタンを半巧ししている間は、ピント L 
び固定されます。これを「フオーカス□ック」とい 
-ピント合わせを行ラフオーカスポイントを選べます 

2フオーカス□ックしたままで構図を変え、 

シャッターボタンを深く押し込んで撮影す 
る 

-被写体との距離は変えないでください。 


な P : t ボタンを使ったフオーカス□ック撮影について 

シャッターボタンの半押しを続ける代わりに、解:！:ボタンで 
フオーカスを□ックでさます。 

シャッターボタンを半押ししてピントび合った状態で解: t ボタ 
ンを押すと、ピントび固定されます。解:！:ボタンを押し続けて 
いる間、フオーカス□ックされます。 




a フオーカス□ック撮影についてのごま意 

撮影モードび ^5( (曲 37) のとさ、レ U —ズモード（曲 54) び〇1(連写）のとさ、およびフオーカス 
モード（曲 57) び [ AF - C ] (コンティニュアス AF ヴーボ)、または [ AF - A ] (AF ヴーボモード自動切 
り換え）に設定していて自動で [ AF - C ] に切り換わった場合は、シャッターボタンを使ってフオー 
カスを□ックして撮影でさません。な門ボタンを使ってフオーカス□ック撮影をしてください。 

^ピントを固定したまま続けて撮影したいときは 

• シャッターボタンの半押しでフオーカス□ックしたとさは、シャッターをさった後、シャッターボ' 
タンを半押しの状態に戻し、そのままもう一度シャッターボタンを全押ししてください。 

-公 F : l : ボタンでフオーカス□ックしたときは、公門ボタンを押したままもう一度シャッターボタンを 
押し込んで < ださい。 

M 12 AE - L / AF - L ボタンの機能（曲11 3) 

50 ボタンの機能を変更できます。 


撮影時の設定を変える 



















ピントの合わせ方を選ぶ 



^フオーカ スエイド 

開放絞り値び f /5.6 l ； Lb の明るいレンズ（絞りの最も小さい数値び f /5.6 l の^ 

のレンズ）を使ってマニュアルフオーカスで撮影するときは、ファインダー 
内下部のピント表示®でピントび合っているかどうかを確認できます。 

-ピントび合うとピント表示鲁び点灯します。 

. カスタムメニューの [19 フオーカスエイドインジケーター](曲 116) で 
マニュアルフオーカス時のピント合わせを助けるインジケーターを表示 
させる事びでさます。 

•才ートフオーカスの苦手な被写体（曲 38) では、ピントび合っていなくてもピント表示®び点灯 
することびあります。ファインダースク U —ンの像でピントび合っていることを確認してくださ 
い。 

□ 距離基準 マーク 

距離基準マーク-©-は撮影距離の基準となるマークで、カメラ内の撮像面の 
位置を示します。マニュアルフオーカスや接写などでカメラから被写体まで 
の距離を実測する場合、このマークび基準となります。レンズマウント（レ 
ンズ取り付け面）から撮像面までの寸法（フランジバック）は46.5 mm です。 



BE 02フォーカスモード 

カスタムメニュー（曲109)でちフオーカスモードを切り換えられます。 
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ピントを手動（マニュアル）で合わせる 

ピントを手動（マニュアル）で合わせたいとさや、オートフオー 
カスではピントび合わないとき、または才ートフオーカスを使 
用でさない場合は、マニュアルでピント合わせびでさます。 

• 撮影設定変更画面で[フオーカスモード]を選び（田 48) 、 

MF (マニュアルフオーカス）にしてください（曲57)。 

- A - M 切り換えち式のレンズを取り付けたときは、レンズ側の 
設定も M にしてください。 M/A (マニュアル優先才ートフオーカス）モード機能付 
さのレンズを取り付けたとさは、レンズ側は M / A または M のどちらの設定でもマ 
ニュアルフオーカスびでさます。詳しくはレンズの使用説明書をご覧ください。 

-ピントは、レンズのフオーカス U ングを回して、ファインダー内のメインの被写体 
び鮮明に見えるように合わせます。 



撮影時の謹を S る 




























測が方式を変ちずる 


測光モード 

撮影設定変更画面から[測光モード]を選んで設定します（操作手順：曲48)。 

カメラび 被写体の明るさを測る方式を設定します。測光ち式は、撮影モードび P 、 S 、 
A 、 M のとさのみ、測光モードで次の設定を選べます（撮影モードび"遇\ ®、 ミ、 
H 、 •を、 A ，、 A 、 因の場合、測光モードは常にマルチパターン測光になります)。 

國マルチパターン測光（初期設定） 

ほとんどの撮影状況に対応でさる測光モードです。画面の広い領域を測光して、被写体 
の輝度（明るさ）分布、色、距離や構図など様々な情報を瞬時に分析するため、見た目 
におい画像び得られます。 

应]中央部重点測光 

画面の中央部分を重点的に測光します。画面中央にメインの被写体を大さ < 配置して撮 
影する場合などに適しています。 

巨]スポット測光 

フォーカスポイントに重なる部分だけを測光します。逆光時や被写体の明暗差び激しい 
とさなど、狭い範囲の露出を基準にして撮影したい場合に適しています。 

•測光エ IJ アは、フォーカスポイントに連動します。 

.[ AF ェ U アモード] (の 58) び [■] (至近優先ダイナミック AF モード）のときは、中 
央のフオーカスポイントに相当する部分を測光します。 


0測光方式について 

•非び U レンズをお使いの場合は、測光できません。測光モードも選べません。 

-このカメラは、420分割 RGB センサーを搭載しています。 

-マルチパターン測光のとさは、 G タイプまたは D タイプレンズ使用時に、このセンサーから得られ 
る様々な情報を最大限に利用できる r 3 D - RGB マルチパターン測光 n 」 という測光ち式になります。 
その他の CPU レンズ使用時は、距離情報を考慮しない 「 RGB マルチパターン測光 n 」 という測光ち 
式になります。 

■ 05測光モ-ド 

^2カスタムメニュー（曲 109) でち測光モードを切り換えられます。 


撮影時の設定を変える 




測光方式を変更ずる 


AE □ック撮影 

AE □ック撮影とは、被写体の特定の部分を測光して露出を決め、そのまま構図を変 
えて撮影するち法です。露出を合わせたい部分とその周囲とで、極端に明るさび異な 
る場合などに効果的です。撮影モード P 、 S 、 A で使えます。 


1撮影モード P 、 S 、 A のいずれかで、[測光モード]を区](スポット測光) 
または匹](中央部重点測光）にする 

•1^ (マルチパターン測光）は充分な AE □ックの効果び期待でさないため、おすすめで 
さません。 

2露出を合わせたい部分にフォーカスポイントを重ねて、 

シャッターボタンを半押ししたまま锦:!：ボタンを押す 

-露出び固定（□ック）されます。 

•公扣ボタンを押している間は、選んだフォーカスポイント内（[习 
(スポット測光)の場合)、またはファインダー中央部(应]ゆ央部 
重点測光)の場合)を測光して得られた露出で□ックされます。そ 
のまま構図を変えてち露出は変わりません。 

-ファインダー内下部に AE □ック表示 tL ) び点打します。 

-オートフォーカス撮影時はピントを同時に□ックされるので、ピ 
ント表示参の点打をご確認<ださい。 





図シャツタースピードと絞り値の変更 

AE □ックしている間もコマンドダイヤルで l ^ TF の操作びでさます。 


撮影モード P 

プ□グラムシフト（曲 41) 

撮影モード S 

シャッタースピードの変更 

撮影モード A 

絞り値の変更 


AE □ックをしている間は、測光モードを変更でさません。 

M 12 AE - L / AF-L ボタンの機能（曲11 3) 

公門ボタンの機能を変更できます。 

M 13半巧し AE □ック（曲 113) 

シャッターボタンで AE □ックでさます。 

























内蔵フラッシュを使って撮影できます。撮影モード @ 、圍、では、内蔵フラッシュ 
は発光しません。フラッシュモードも変更でさません。 


撮影モード A 機、ミ、を、 A 、 因で内蔵フラッシュを使う 
1 撮影モードダイヤルで撮影モード （A 扭、堇、•を、化 または因）を選ぶ 

2フラッシュモードを確認または変更する（曲 65 ) 

-フラッシュを発光させたくないときは、発光禁止に設定してください。 

3構図を決めて、シャッターボタンを半押し 
する 

-被写体び暗い場合など、必要に応じて自動的に内 
蔵フラッシュか上びります。 

• 内蔵フラッシュび上びった後ち、フラッシュモー 
ドを変更でさます。 

•シャッターボタンを深く押し込んで撮影してください。 

4フラッシュ撮影が終わったら、内蔵フラッシュを収納する 


撮影 モード P 、 S 、 A 、 M で内蔵フラッシュを使う 
1 撮影 モードダイヤルで 撮影 モード （ P 、 S 、 A または M ) を 選ぶ 

2ちボタンを押して、内蔵フラッシュを上げる rntm 

-内蔵フラッシュを上げると、周囲の明るさなどにか I \ I 
かわらず、フラッシュは常に発光します。発光させ 
たくないときは、内蔵フラッシュを収納してくださ 


3フラッシュモードを確認または変更する（曲 65 ) 


4測光モード（曲 62 ) や露出を設定し、構図を決めて撮影する 


内蔵フラッシュの収納 

内蔵フラッシュを収納するときは、カチッと音びするまで手で軽 
く押し下げてください。バッテ U —の消耗を防ぐため、フラッ 
シュを使わないとさは収納してください。 





撮影時の設定を変える 
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内蔵フラッシュを使 5 


( 4 ) 後幕発光+ 义 4 ^通常発光 

赤目軽減 ^ ス日-シャッタ -X ^ 

^ を^ C 夕 rear ) _ /~^ 

C ^ fe ) 

( 夕み SLOvO (夕 SLOW ) 赤目軽減 後幕発光 

赤目軽減+ 通常発光+ 

スローシャッター スローシャッター 

《フラッシュモードの設定操作中は、 SLOW の文字は表示されません。 

フラッシュモードの用語には、それぞれ1；(下のような意昧びあります。 

- AUTO けート）：暗いときや逆光のときに、必要に応じて自動的に内蔵フラッシュび上びって発光 
します。 

- < S > (赤目軽減）：フラッシュび発光する前に、 AF 補助光ランプび点灯して、人物の目びホく写る 
「赤目現象」を軽減します。人物撮影に適しています。 

• SLOW (ス□-シャッター):背景をきれいに写すために、自動的にシャッタースピードび遅くな 
ります。夜景をバックにした人物撮影などに適しています。 

• REAR (後幕発光）：シャッターび閉じる直前にフラッシュび発光します。動いている被写体の後 
ちに流れる光などを表現したい場合などに適しています。この表示び無いフラッシュモードでは、 
シャツターび開いた直後にフラッシュび発光します。 


□ コマンドダイヤルでの設定方法 

フラッシュモードは、ちボタンを押しなびらコ 
マンドダイヤルを回しても変更できます。情報 
画面のフラッシュモード表示を見なびら設定 
してください。撮影モード P 、 S 、 A 、 M では、 
ちボタンを押すと内蔵フラッシュび上びるの 
で、ちボタンを押し直してコマンドダイヤルを 
回してください。 


困 



65 


フラッシュモードを変更する 

撮影設定変更画面から[フラッシュモード]を選んで設定します（操作手順：田48)。 

撮影状況に合わせて、フラッシュの発光ち式（フラッシュモード）を変更でさます。 
設定でさるフラッシュモードは、撮影モードによって異なります。 

フラッシュモードは撮影モードによって次のように異なります。 


A 探、ミ、 • を、化 


因 

通常発光才ート^:; \ 

(初期設定） r >AUTO ) 


Aimr \ 通常発光才—卜+ 
SLOW ) ス □—シャツ ター 
_ ノ (初期設定） 

( 夕 の auto ) ご 巧 )^ 

赤目軽減オート 発光禁止 

発光禁止 

( 4 冷 auto >1 

赤目軽減オート+ 
ス〇—シヤツター 

P、A 


S、M 



撮影時の設定を変える 

















内蔵フラッシュを使 5 


巧内蔵フラッシュについて 

-内蔵フラッシュを使って撮影するとさは、被写体から 60 cm 上離れてください。 

•内蔵フラッシュ撮影び可能なレンスま、焦点距離び 18 〜 300 mm の CPU レンズと、焦点距離び 
18 〜 200 mm の非 CPU レンズです。レンズによって、焦点距離や撮影距離に制限びあります。詳 
しくは「使用でさるアクセヴ U —」 (08149) をご覽ください。フラッシュの光びさえぎられるこ 
とびあるので、レンズフードは外してください。また、マク□付きズームレンズのマク□領域では 
お使いになれません。 

-内蔵フラッシュ撮影時は、連写 （の 54) に設定してち、連写はでさません。 

-内蔵フラッシュを連続して使うと、発光部を保護するため、一時的に発光び制限され、シャッター 
びされなくなる場合びあります。少し時間をおくと再び使えるようになります。 

•外付けフラッシュ（スピードライト）については装着できるスピードライト （の150) をご覽くだ 
さい。 

•撮影モードび P 、 S 、 A 、 M のとさは、[フラッシュ調光補正] (曲 68) で発光量を微調整でさま 
す。また、カスタムメニュー [14 内蔵フラッシュ発光] ( BB 113) で、内蔵フラッシュの発光量を 
マニュアル設定でさます。 

0フラッシュモードの設定について 

デジタルイメージプ□グラムで設定したフラッシュモードは、電源を OFF にしたり撮影モードダイヤ 

ルを切り換えたりすると初期設定に IJ セットされます。 

□ 後幕発光とは 

通常発光時はシャッターび開くと同時にフラッシュび発光します（先幕発光）。後幕発光ではシャッ 

ターび閉じる直前にフラッシュび発光するため、動いている被写体の後方に流れる光や軌跡などを表 

現したい場合などに適しています。 



'一ぶ.避なな tmf *' 一一な逆滋^ 

先幕発光 後幕発光 


因関連ぺ—ジ 

-「感度自動制御について」 （曲 11 2) 

•カスタムメニュー [14 内蔵フラッシュ発光/外付けフラッシュ発光] (曲 113) 


撮影時の設定を変える 
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0 撮影モード M での露出補正 

露出補正び設定されていてち、撮影モード M では、手動で設定したシャッタースピードと絞り値で 
撮影されます。 

撮影モード M では、露出補正値を0.01^(外に設定すると、露出インジケーターの基準値び変わります。 

因コマンドダイヤルでの設定方法 

露出補正は、因ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回しても設定で 
さます（撮影モード P 、 S 、 A のみ)。ファインダー内下部または情報画 
面の露出補正インジケーターや露出補正値を見なびら設定してくださ 
い。 


FqI 




-0.3 段補正 
+ 2段補正 
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露出を補正ずる 


撮影設定変更画面から[露出補正 量] を選んで設定します（操作手順： 田48)。 

カメラび制御する適正露出値を意図的に変えることを露出補正といいます。画像全体 
を明るくしたり、暗くしたいとさなどに使います。露出補正は、撮影モード P 、 S 、 
A で使えます。露出を補正するとさは、[測光モード](田 62) を应](中央部重点測 
光）または[ I ](スポット測光）にすると効果的です。 

•露出補正値は、1/3段ステップで±5段の範囲で設定でさます。被写体を明るくし 
たい場合は+側に、暗くしたい場合は一側に補正するのび基本です。 

• 設定した補正値は、情報画面で確認でさます。 

-露出補正を解除するには、補正値を 0.0 にしてください。電源 
を OFF にしても、補正値の設定は解除されません。 






















の巧が量を補正ずる（フラツ 


撮影設定変更画面から[フラッシュ調光補正]を選んで設定します（操作手順： 曲48)。 

フラッシュの発光量を補正でさます。発光量を多くしてメインの被写体をより明るく 
照らしたり、発光量を少なくして被写体に光び強く当たりすざないようにするなど、 
背景に対する被写体の明るさを調整したいとさなどに使います。フラッシュ調光補正 
は、撮影モード P 、 S 、 A 、 M で使えます。 

-調光補正値は、1/3段ステップで+1段〜一3段の範囲で設定でさます。被写体を明 
るくしたい場合は+側に、暗くしたい場合は一側に補正するのび基本です。 

• 設定した補正値は、情報画面で確認でさます。 


曰 



1/1 巧 f3.5| 
i(E-o7jwfflS59l| 


調光補正を解除するには、補正値を 0.0 にしてください。電源を OFF にしても、補 
正値の設定は解除されません。 

別売のスピードライト SB -400、 SB -800、 SB -600 (曲 150) または、ワイヤレスス 
ピードライトコマンダー SU -800 (38150) をカメラに装着している場合は、スピー 
ドライトの発光量を補正します。 


因コマンドダイヤルでの設定方法 

フラッシュの調光補正は、み（日 g ) ボタンと因ボタンを 
同時に押しなびらコマンドダイヤルを回しても設定でさ 
ます。ファインダー内下部または情報画面の調光補正値を 
見なびら設定してください。 


^3 圓 

阻 n 「へ] 




- 3 段補正 
+ 0.7 段補正 


撮影時の設定を変える 


68 


国08 フラッシュ調光補正 

カスタムメニュー（曲 109) でち調光補正を行えます。 




















アクティブ D - ライティングをほう 


撮影設定変更画面から[アクティブ D - ライティング]を選んで設定します（操作手 
順：田48)。 

撮影の前に、あらかじめ[アクティブ D - ライティング]を [ ON ] にしておくと、被 
写体に応じてカメラび自動でアクティブ D - ライティングを行います。 

アクティブ D - ライティングを行うと八イライトの白とびを抑え、暗部の黒つぶれを 
軽減する効果びあります。見た目のコントラストにおい画像に仕上びります。暗い室 
内から外の風景を撮影したり、直射日光の強い海辺など明暗差の激しい景色を撮影し 
たりするのに効果的です。 


0アクティブ D - ライティングについて 

-アクティブ D - ライティングで撮影すると、記録に時間びかかります。 

•アクティブ D - ライティングを [ ON ] にすると、カメラび被写体の状況を判断して処理をします。 
露出をアンダー側に制御して撮影し、階調び適切な明るさになるように、八イライト部やシャドー 
部、中間調を再調整して記録します。 

0アクティブ D - ライティング設定時の測光モードについて 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M で、アクティブ D - ライティングを使って撮影するときは、測光モード 
(の 62) を[マルチパターン測光](初期設定）にしてください。 

M [アクティブ D - ライティング]と [ D - ライティング]の違い 

[アクティブ D - ライティング]は、撮影前に階調び適切に調整でさるようにアンダー側に露出を制御 
して撮影します。一ち、画像編集メニューの [ D - ライティング](田 132) は、撮影した画像に対し 
て階調を適切に再調整します。 

因コマンドダイヤルでの設定方法 

アクティブ D - ライティングは、 Eg ボタンを押しなびらコマンドダイヤ 
ルを回してち設定でさます。ファインダー内下部または情報画面のアク 
ティブ D - ライティング表示を見なびら設定してください。 




OFF 



ON 


11アクティブ D - ライティング 

撮影メニュー（曲100)でもアクティブ D - ライティングを設定できます。 


OFF 
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撮影時の謹を S る 










最初の設定に戻ず（ツーボタンリセット) 


撮影設定変更画面で変更でさる設定とプ□クラムシフトを 
初期状態に戻せます。^ボタンと巧^ボタン（それぞれのボ 
タンに緑色の参印び付いています）を同時に約2秒間押す 
と、液晶モニターびいったん消灯してから再点灯し、じ(下の 
撮影機能び初期設定状態に戻ります。 



画質 モード（の50) 

NORMAL 

画像 サイズ（巧 50) 

サイズ L 

ホワイトバランス^ 

(の 52) 

才 一 h 

ISO 感度 （阻 53) 


A 挫、 獻ミ、 H 、 
を、 A '、 A 、 因 

AUTO (オート） 


P 、 S 、 A、M 

100 

レリーズモード 
(0054) 

単写 

フオーカスモード 
(0057) 

AF-A 

(AF ヴ ー tU モード 
自動切り換え） 

AF エリアモード（田 58) 


A 挫、 獻ミ、 H 、 
を、 因、 P 、 S 、 

AM 

至近優先 
ダイナミック 

AF モード 


A , 

ダイナミック 

AF モード 


化 

シングルポイント 
AF モード 


測光モード（田 62) 


マルチノ（ターン測光 


フラッシュモード（田 64) 


A ^、 堇、を、化 


因 


P 、 S 、 A、M 


露出補正量（の 67) 


フラッシュ調光補正 
(曲 68) 


アクティブ D - ライ 
ティング（の 69) 


プ□グラムシフト 
(田 41) 


通常発光オート 


通常発光オート+ 
乂□—ソヤツ ター 


通常発光 


OFF (0.0) 


OFF (0.0) 


OFF 


懈除） 


《撮影メニューのホワイトバランス （曲 103) で設定した微調整値ち 0 になり、董光巧ち白色堂光灯 
に IJ セツトされます。 
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^初期設定について 

r 付録」の「初期設定一覧」 （曲 176)もご覧ください。 
















































いろいろな再生 


この章では、撮影した画像をカメラの液晶モニターで再生するいろいろな方法と、 
撮影画像を保護するプ□テクト設定について説明しています。 

再生中の画像は、「画像編集メニュー」（曲 129) を使って編集し、別の画像として 
保をでさます。複数の画像を組み合わせて動画ファイルを作って再生したり、画 
像の色調を変えたりして楽しめます。 


































コマずつ再生ずる 


1コ7表巧 

[马ボタンを押すと、液晶モニターに撮影した画像び 
表示されます。 

•縦位置で撮影された画像は、ちのよ5に縦位置で 
再生されます。 



1コマ表示では次の操作びでさます。 


機能 

ボタン 

内容 

前後の画像を見る 

戀ミ 

げこは 


マルチセレクターの左を押す（またはコマンドダ 
イヤルを左に回す）と前の画像を、ちを押す（ま 
たはコマンドダイヤルをちに回す）と次の画像を 
表71^します。 

画像情報の表示 

1 

0 


表示中の画像についての詳しい情報を表示しま 
す （の73)。 

画像を拡大ずる 


表示中の画像を拡大表示します （の77)。 

画像を削除ずる 


表示中の画像を削除します （の34)。 

画像を保護する 

AF-L (O-n) 

表示中の画像にプ□テクト（保護）を設定します 

(の78)。 

複数画像を一覧表 
示ずる 

卿 

サムネイル表示 （田 76) に切り換えます。 

画像編集メニュー 
を表示ずる 

OK 

画像編集メニュー （阻129) を表示します。 

( [ストップモーシヨン作成] (の 141) で作成し 
た動画のとさは、 OK ボタンを押すと動画再生を 
開始します。ストップモーシヨン再生中の操作 
は、「ストップモーシヨン再生」 （阻 99) と同じで 
す。） 

撮影に戻る 


t 

または [3 

撮影モードに戻ります。 

メニューに移る 

MENU 

メニュー ( ESB 93) を表示します。 


0関連ぺージ 


縦位置で撮影した画像を横位置で表示するかどラかを設定する^再生メニュー[縦位置自動回転] 
(曲 98) /セットアップメニュー[縦横位置情報の記録] (曲 128) 

撮影後の画像を自動表示するかどラかを設定する^カスタムメニュー [07 撮影直後の画像確認] 

(曲111) 

バッテ IJ 一の消耗を抑えるために、あ晶モニターび自動消灯するまでの時間を変更する^カスタム 
メニュー [15 パワーオフ時間] (曲 114) 
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画像を 1 コマずつ再生ずる 


画像情報の表示を切り換える 

1コマ表示でマルチセレクターの上または下を押すと、次のように表示内容び切り換 
わり、画像についての詳しい情報を見ることびでさます。 



標準表示4- 

-^撮影情報1^—— 

— ► 撮影情報2 

戸©^ 

: 




ヒストグラム表示^ 

-► 八イライト表示 ^ 

-► アクティブ 




D - ライティング 




と編集情報 


標準表示 

■ I 画像編集の有無 . 129 

D プ□テクト設定の有無 . 78 

B 画像の番号/全画像数 

— フオルダ名 . 125 

ロ ファイル名 . 51 

Q 画質モード . 50 

D 撮影曰 . 21 

Q 撮影時刻 . 21 

gl 画像サイズ . 50 



撮影情報1 

撮影時の各種設定情報を表示します。 



画像編集の有無 . 129 

プ□テクト設定の有無 . 78 

カメラ名 

測光モード . 62 

シ ヤッ タースピード . 40 〜 46 

絞0値 . 40〜46 

撮影モード . 6 

露出補正値 . 67 

焦点距離 . 19 

フラッシュモード . 113、150 

画像の番号/全画像数 




































画像を 1 コマずつ再生ずる 


撮影情報2 

撮影時の各種設定情報を表示します。 


目 


宜 

D 


画像編集の有無 . 

. 129 

プ□テクト設定の有無 . 

. 78 

仕上びり設定 . 

. 101 

ISO 感度※1 . 

. 53 

ホワイトバランス . 

"…52、103 

ホワイトバランス微調整 •••••• 

. 104 

画像サイズ . 

. 50 

画質モード . 

. 50 

階調補正 . 

. 102 

輪郭強調 . 

. 102 

カラー設定、色合い調整 . 

. 102 

彩度設定 . 

. 102 

画像コメント※2 . 

. 124 

画像の番号/全画像数 




カスタムメニユー [10 感度自動制御](曲111)び[する]の場合、撮影時に ISO 感度び自動的 
に変更されたとさは、赤字で表示されます。 

《2 36文字まで登録できますび、撮影情報には最初の15文字だけび表示されます。 


アクティブ D - ライティングと編集情報 

アクティブ D - ライティングの設定と、画像編集の内容を表示します。 

12 


II 画像編集の有無 . 129 

D プ□テクト設定の有無 . 78 

D アクティブ D - ライティング※ . 69 

I 画像編集メニュー (0 B 129) で行った画 
像編集の内容び一覧表示されます。複数 
I の画像編集び行われた場合は順番に表示 
_されます。 

百 画像の番号/全画像数 


※アクティブ D - ライティングを [ ON ] にして撮影した場合は、 AUTO と表示されます。 



いろいろな再生 
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画像を 1 コマずつ再生ずる 


八イライト表示 

画像の中の非常に明るい部分（八イライト部分）を点滅表示します。露出補正などで 
画像の明るさを調整する際の目安になります。 


■ I 画像編集の有無 . 129 

B プ□テクト設定の有無 . 78 


g 画像の八イライト部分び点滅表示されま 
Q 画像の番号/全画像数 



ヒストグラム表示 

画像の明るさ（輝度）の分巧を表すグラフ（ヒストグラム）を表示します^。横軸は 
画像の明るさ、縦軸は明るさごとのピクセル数を示しています。 


■ I 画像編集の有無 . 129 

B プ□テクト設定の有無 . 78 

B 画像のヒストグラム 
Q 画像の番号/全画像数 


ヒストグラムの見方は次の通りです。 

-いろいろな明るさの被写体び写ってい 
る画像では、グラフの山び全体的に分布 
したヒストグラムになります。 

-暗い画像はヒストグラムの分布び左側 
に寄った形になります。 


-明るい画像はヒストグラムの分布びち 
側に寄った形になります。 



露出補正を+側にすれば山びち側に寄り、一側にすれば山び左側に寄ります。 

屋外などで周りび明るすざて液晶モニターでは画像の明るさび確認しに<いとさで 
ち、ヒストグラムから画像全体の露出傾向を確認でさます。 


《 D 60 のヒストグラム表示は、画像加エアプ IJ ケーシヨンで表示されるヒストグラムとは異なるこ 
とびあります。目安としてお使いください。 





















複数の画像を一質表示ずる（サムネイル表示) 


再生モードの1コマ表示（田 72) でボタンを押 
すと、画像を一覧でさる「サムネイル表示」になり 
ます。 



サムネイル表示では次の操作びでさます。 


機能 

ボタン 

内容 

表示コマ数を増やず 

卿 

ボタンを押すと、4コマ表示^9コマ表示になり 
ます。 

表示コマ数を減 5 ず 


ボタンを押すと、9コマ表示 一 4コマ表示 一 1コ 
マ表示になります。 

1 コマ表示に戻す 

0K 

1 コマ表示に戻ります。 

画像を選ぶ 

または 

网 

场 

拡大表示 （の 77) や削除 （巧34)、 プ□テクト 
(の 78) などの対象となる画像を選ぶとさに使 
います。選んだ画像を黄色の枠で表示します。 

画像を削除ずる 

1 

選択中の画像を削除します （曲34)。 

画像を保護する 

AF-L (か n) 

選択中の画像にプ□テクト（保護）を設定しま 
す （の78)。 

撮影に戻る 


L 

または H 

撮影モードに戻ります。 

メニューに移る 

MENU 

メニュー （田 93) を表示します。 
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拡大表示ずる 


再生モードの1コマ表示（田 72) で^ボタンを押す 
と、表示中の画像を拡大表示でさます。 

拡大でさる最大の大ささ（長さ比）は、画像サイズ 
び山の場合は約25倍、 [ M ] では約19倍、 [ S ] 
では約13倍です。 



機能 

ボタン 

内; 

§ 

拡大率を上げる 


ボタンを押すたびに、 
拡大率び上びります。 



拡大率を下げる 


ボタンを押すたびに、 
拡大率び下びります。 


y 

、 

\ 

ノ 

画面をスク□ール 
(移動）させる 


0 


画面をスク□ールさせ 
て、見たい部分に移動 
でさます。 7 ルチセレ 
クターを巧し続ける 
と、高速で移動します。 

-擲寺 

拡大表示にすると、国 
面のち下に画像全伺 
を縮ル表し、拡大菱 
示中の部分を黄色し’ 
枠で表示します。数秒 
すると消えますび、^ 
ボタンまたはマ化 
チセレクターを操竹 
すると表 7 J \ されます。 

前後の画像を見る 


网 

ノク之 

1 

コマンドダイヤルを回すと、そのままの拡大率 
と表示範囲で、前後の画像を表示します。 

拡大表示をやめる 

0K 

拡大表示をやめ、 1 コマ表示に戻ります。 

画像を削除ずる 


表示中の画像を削除します （の34)。 

画像を保護する 

AF-L (な Tl ) 

表示中の画像にプ□テクト（保護）を設定しま 
す （の 78)。 

撮影に戻る 


i 

または H 

撮影モードに戻ります。 

メニユーに移る 

MENU 

メニュー （の93) を表示します。 












































画像を保護ずる（プ□テクト設定) 


大切な画像を誤って削除してしまうことを防ぐために、画像にプ□テクト（保護）を 
設定でさます。プ□テクトを設定した画像は、削除ボタンや再生メニューの梢 I 」除] 
では削除でさな< な0ます。 

ただし、 SD 力ードを初期化（フォーマット：曲 24) すると、プ□テクトを設定した 
画像ち削除されるので、ご注意ください。 

1プ□テクトしたい画像を選ぶ 

-再生モードの1コマ表示で、プ□テクトしたい画像を液晶モニターに表示するか、ヴムネ 
イル表示で、プ□テクトしたい画像をマルチセレクターで選んでください。 


公 [4 


( On ) ボタンを押す 

•画像にプ□テクトアイコン IM 1 び表示され、プ□テ 
クトび有効になります。 

•もう一度 SP :|： (On) ボタンを押すと、固アイ〕 
ンび消え、プ□テクトび解除されます。 


O-n 






□ プ□テクト画像のファイル属性 

7。プ□テクトを設定した画像は、 DOS ファイルフオーマットの「読み取り専用」属性になります。 


いろいろな再生 


















パソ〕ンやプリンタ-、テレビに接続ずる 

付属の USB ケーブルや別売のビデオケーブルを使用して、カメラをパソコンやプ 
U ンター、テレビなどの外部機器に接続し、撮影した画像をパソコンに転送して 
再生、編集したり、プ U ントにして鑑賞したり、テレビに映して家族で楽しむこ 
となどびでさます。 









































































パソコンにち続ずる 


付属の USB ケーブルでカメラをパソコンに接続すると、ソフトウェア 「Nikon 
Transfer 」 を使って、撮影した画像をパソコンに転送して保をできます。 

カメラとパソコンを接続する前に 

ソフトウェアをインストールずる 

カメラとパソコンを接続する前に、付属の Software Suite CD - ROM を使って、パソ 
コンに 「 NikonTransfer 」 やパソコンに転送した画像を表示する fViewNXj などの 
ソフトウェアをインス I -ールします。ソフトウェアのインス I -ールち法は、簡単操作 
ガイドをご覧ください。 

カメラを接続できるパソコンの 0 S 
Windows 

32 bit 版の Windows Vista (Home Basic/Home Premium / Business / Enterprise / 
Ultimate) 、 Windows XP Service Pack 2 (Home Edition / Professional ) 

• Windows 2000 Professional をお使いのちは、力ード U — ダーなどの機器を使っ 
て、 SD 力ードの画像をパソコンに転送してください（曲82)。 

Macintosh 

Mac OS X (version 10.3.9、 10.4.10) 

対応 OS に関する最新情報は、当社ホームページのヴポート情報でご確認ください。 


a 電源についてのごま意 

パソコンと接続するとさは、途中で電源び切れないように、充分に残量のあるバッテ IJ 一をお使いく 
ださい。別売のパワーコネクター EP -5 と AC アダプター EH -5 a (82156) を使用すると、家庭用コン 
80 セント （ AC 100 V ) から D 60 へ電源を供給できます。 


パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 




パソコンに接続ずる 


USB ケーブルで接続する 

1パソコンを起動する 
2カメラの電源を OFF にする 

3カメラに付属の USB ケーブルでカメラとパソコンを接続する 


4カメラの電源を ON にする 

• Windows Vista の場合： 

起動するプ□グラム（ソフトウェア）を選ぶ画面びパソコンに表 
示されたら、[コンピュータにあるフォルダに画像をコピーする 
- Nil<on Transfer 使剧を選んで 、 Nikon Transfer を起動します。 

常に Nikon Transfer で画像を転送する場合は、[このデバイスの 
場合は常に次の動作を行ラ]にチェックマークを入れてください。 

- Windows XP の場合： 

起動するプ□グラム（ソフトウェア）を選ぶ画面びパソコンに表示されたら 、 [Nikon 
Transfer コンピュータにあるフォルダに画像をコピーする]を選び、 [0 K ] をク U ック 
して Nikon Transfer を起動します。 

常に Nikon Transfer で画像を転送する場合は、[この動作には常にこのプ□グラムを使 
ラ]にチェックマークを入れてください。 

- MacOSX の場合： 

Nikon Transfer のインス! -- ルで、[自動起動の設定]を[はい]にした場合は、パソコ 
ンで Nikon Transfer び自動起動します。 

5 Nikon Transfer を使って画像を転送する 

- Nikon Transfer の使いちについては 、 Nikon Transfer のヘルプをご覧ください。 

•転送び完了すると、 ViewNX び起動します。 

6転送が終わったら、カメラの電源を OFF にして、 USB ケーブルを抜く 

巧ケーブル接続時のごま意 

-ケーブルは、端テの挿入ち向を確認して無理な力を加えずに、まっすぐに差し込んでください。端 
テを引さ抜くとさも、まっすぐに引さ抜いてください。 

- USB 八ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 

D 転送中のご注意 

カメラとパソコンび通信している間は、カメラの電源を OFF にしたり、 USB ケーブルを抜いたりしな 
いで < ださい。 

@付属ソフトウェアのヘルプを見るには 

ヘルプを参照するには、メニューバーの[ヘルス ー [Nikon Transfer ヘルス （ ViewNX の場合は 
[ ViewNX ヘルス）を選んでください。 




ジ^,吝す> す、 I こビに讓する 
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八ソコンに接続ずる 

因 別売の Camera Control Pro 2について 

•別売の Camera Control Pro 2 (の156) で、パソコンからカメラをコント□ールできます。 

-カメラとパソコンび正しく接続されると、情報画面とファインダー内下部に PC カメラモード表示 
び表示されます。 

- Camera Control Pro 2 は、必ず最新版にパージョンアップしてお使いくださし、ご使用のパソコン 
びインターネットに接続していれば、ソフトウェアの起動時にニコンメッセージセンター (Nikon 
Message Center ) び自動的に更新情報をチェックします。 

( \ 

Windows 2000 Professional をお使いの方へ 

力ー ド U —ダーなどの機器を使って、 SD カードの画像をパソコンに転送してく 
ださい。詳しくは、「簡単操作ガイド」をご覧ください。 

2 GBlil 上の SD カードや SDHC 規格の SD カードをお使いの場合は、 力ー ド U — 
夕一などの機器びそれらの SD カードに対応している必要びあります。 

-カメラをパソコンに接続しないでください。接続してしまった場合は、パソ 
コンに持斤しい八ードウェアの検索ウィヴードの開始]と表示されます。[キャ 
ンセル（中止)]を選んで画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 

V_ J 


パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 
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画像のプリント方法 


画像をプ U ントするには、次のようなち法かあります。 

a . カメラとプリンターを直接つないでプリントずる一曲84 

b . SD 力ードをプリンターのカードス□ットに挿入してプリントする 

プリンターの使用説明書をご覧ください。 

DPOF (SB186) 対応プ U ンターをお使いの場合は、事前にプ U ント指定 （曲 90) 
を行い、指定通りにプ U ントすることびでさます。 

C. SD 力ー ドをプリントサービス店に持ち込んでプリントを依頼する 

事前にプ U ント指定 （田 90) を行った場合は、 DPOF 対応のプ U ントサービス取 
扱店にお持ち込み < ださい。 

d . カメラの画像をパソコンに輯送してか 5 プリントする 

画像の転送ち法については「パソコンに接続する」 （田 80) をご覧ください。パ 
ソコンでのプ U ント方法はお使いになるソフトウエアやプ U ンターの使用説明書 
をご覧ください。 


【シ RAW 画像のプ U ントについて 

a 〜 C のち法では、 RAW 画像 （曲 51) はプ U ントできません。 RAW 画像は画像編集メニュー （曲 129) 
の[簡単レタッチ]や [ RAW 現像]などで RAW 画像から作成した JPEG 画像を使うか、パソコンに 
転送してから、 ViewNX や別売の Capture NX (08156) などのソフトウェアを使って、プ U ントして 
<ださい。 


す、 I こビに讓する 
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プ y ンターに接続ずる 


b RAW 画像のプ U ントについて 

RAW 画像 （曲 51) はそのままでは直接プ IJ ントできません。画像編集メニュー (曲129) の簡単 
レタッチ]や [RAW 現像]などで RAW 画像から JPEG 画像を作成すると、 JPEG 画像をダイレクトプ 
IJ ントでさます。 

b 電源についてのごま意 

プ IJ ンターと接続するとさは、途中で電源び切れないように、充分に残量のあるバッテ U —をお使い 
ください。別売のパワーコネクター EP -5 と AC アダプター EH -5 a (曲 156) を使用すると、家庭用コ 
8 A ンセント ( AC 100 V ) から D 60 へ電源を供給できます。 


USB ケーブルを巧き、プリントを終了する 


PictBridge (ピ クトブ U ツジ：曲 186) 対応プ U ンターをお使いの場合、パソコンを 
使わずに、カメラとプ U ンターを直接接続して SD カード内の画像をプ U ントでさま 
す。これを「ダイレクトプ U ント」といいます。 

ダイレクトプ U ントする画像を撮影モード P 、 S 、 A 、 M で撮影する場合は、[撮影 
メニュー]^ [仕上がり設定]^ [カスタマイズ]^ [カラー設定](曲 102) を初 
期設定の[モード ma ( sRGB )] または[モード la ( sRGB )] にすることをおすす 
めします。 


画像を撮影する 


プリントする画像をあ5かじめ指定する 
(プリント指定：巧90) 


カメラとプリンターを接続する（の 85) 



1コマだけプ U ントする 
(曲 86) 


複数の画像をプリントする 
(曲 88) 


インデックスをプリントする 
(曲 89) 


* 






パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 








































プリンターに接続ずる 


4 カメラの電源を ON にする 

-正しく接続されると、液晶モニターに PictBridge □ゴ画面①び 
表示された後、 PictBridge 再生画面③び表示されます。 


D ケーブル接続時のごま意 

ケーブルは、端テの挿入ち向を確認して無理な力を加えずに、まっすぐに差し込んでください。端テ 
を引さ抜くとさも、まっすぐに引さ抜いてください。 



USB ケーフルで接続する 


プリンターの電源を ON にする 


カメラの電源を OFF にする 



カメラに付属の USB ケーブルで、カメラとプリンターを接続する 



r ~1 

鼠 







PictBridae 





パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 



③ 




① 









































プリンターに接続する 


[プリント設定]の項目を設定する 

• マルチセレクターの上または下を押して設定し 
たい項目を選び、マルチセレクターのちを押す 
と、それぞれの設定画面び表示されます。 


0 


尸紙設定 A 


枚数指定 

1 

フチ設定 

a 

日付プリント 

a 

範囲指定 

OFF 


用紙設定 

プ IJ ントする用紙のサイズを選びます。 

[プ U ンターの設定](プ IJ ンターの設定を優先）、 [L サイ 
ズ]、 [2L サイズ]、[はびき]、[100 XI 50 mm]、 [4X6 in.]、 
[203 X 254mm]、[Letter]、[A3 サイズ]、 [A4 サイズ]の 
ラち、プ U ンターび対応するサイズのみび表示されます。 
OK ボタンを押すと、プ IJ ント設定画面に戻ります。 

枚数指定 

プ IJ ントする枚数 （99 枚まで）を設定します。 

OK ボタンを巧すと、プ U ント設定画面に戻ります。 


L サイズ 
4X6 in. 

2 L サイズ 
はがを 
A 4 サイズ 
203x254 mm 



フチ設定 

[プ U ンターの設定](プ U ンターの設定を優先）、[あり] 
(フチありプ U ント）または[なし](フチなしプ IJ ント）を 
選びます。 

OK ボタンを押すと、プ IJ ント設定画面に戻ります。 

[フチ設定]は、接続したプ U ンターびこれらの機能に対応 
している場合に選べます。 



1コ7だけプリントする 


f^ictBridge 再生画面（曲 85) でマルチセレ 
クターの左またはちを押して、プリントし 
たい画像を選ぶ 

.弓 H ボタンを押すと6コマ表示に、气ボタンを押 
すと1コマ表示に切り換わります。 

-1コマ表示で^ボタンを押すと、拡大表示画面に 
切り換わります。再生時の拡大表示 （の 77) と同様の操作で、細部を確認しなびら画像 
を選べます。 



OK ボタンを押す 

-ちの画面び表示されます。 



1 プリント実行 


用紙設定 


枚数指定 

1 

フチ設定 

な 

日付プリント 

a 

範囲指定 

OFF 


3 

パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 
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プリンターに接続する 


日付プリント 

[プ U ンターの設定](プ IJ ンターの設定を優先）、[あり] 
(曰付を印刷する）または[なし](曰付を印刷しない）を 
選びます。 

0K ボタンを巧すと、プ U ント設定画面に戻ります。 


範囲指定 

プ IJ ント範囲を指定します。[する]を選んでマルチセレク 
ターのちを押すと、ち下のよラな画面び表示されます。 
ボタンを押すと指定範囲び大さくなり、^ボタンを押すとル 
さ<なります。マルチセレクターの上下左ちで範囲び移動 
します。 


0K ボタンを押すと範囲び決定し、プ U ント設定画面に戻 
ります。 




1 置 I 


4 


[プリント実行]を選んで 0 K ボタンを押す 

•プ U ントび始まります。プ U ントび終わると、手順1の画面に戻 
ります。 

-プ U ント実行中にプ IJ ントを中止したいときは、 0K ボタンを押 
してください。 



用紙設定 

a 


用紙設定 

a 

枚数指定 1 

フチ設定 OFF 

日付プリント ON 

範囲指定 ON 


[節囲指定]について 

狭い範囲を大さくプ IJ ントすると、画像び粗くプ U ントされることびあります。 

&デート写し込みを使って撮影した画像のご注意 

カスタムメニュー [18 デート写し込み設定](曲 115) で曰時を写し込んだ画像をプ U ントするとさ 
は、次のことにごを意ください。 

-[プ U ント設定]の[日付プ IJ ント]を[なし]に設定してください。旅り]でプ U ントすると日 
付び二重にプ IJ ントされます。 

-[フチ設定]を[なし]にしたとさや、範囲指定の設定によっては、曰時部分び用紙に収まらない 
ことびあります。 

b プ U ント中のエラーについて 

プ U ント中にちのようなエラーメッセージび表示された場合は、プ U ン 
ターの状況（用紙の有無など）をご確認ください。エラーの原因を取り除 
いてから、[継続]を選んで OK ボタンを押すと、プ U ントび再開されま 
す。[キャンセル]を選んで OK ボタンを押すと、プ IJ ントび中止されま 
す。なお、エラーの内容によっては、継続でさない場合びあります。 


-プリント エラー 


用紙がありません。 


@プリンターの設定を優先してプリントしたいときは 

[用紙設定]、[フチ設定]、[曰付プ U ント]の設定について、プ U ンターの設定を優先したいとさは、 
それぞれの設定時に[プ IJ ンターの設定]を選んでください。 















プリンターに接続する 


リント画像選択 1 


複数の画像をプリントする 

複数の画像をプ U ントするときは、 PictBridge 再生画面（田 85) 

で MENU ボタンを押して、ちの PictBridge メニューを表示しま 
す。 

プリント画像選択 

画像を選んでプ IJ ントします。 

DPOF プリント 

再生メニューの[プ U ント指定] (の 90) であらかじめ指定し 
ておいた画像をプ U ントします。 

INDEX (インデックス）プリント 

すべての」 PEG 画像び一覧できる「インデックス」をプ U ント 
します。 

画像を選んでプリントずる 

PictBridge メニュー画面で[プ U ント画像選択]を選び、マルチセレクターのちを押 
すと、手順1の画面び表示されます。 


マルチセレクターの左またはちを押してプ 
リントする画像を選ぶ 

-气ボタンを押している間、選択中の画像を大さく 
表示でさます。 


0 


マルチセレクターの上または下を押してプ 
リント枚数 （99 枚まで）を設定する 

-プ U ントされる画像には、白アイコンとプ U ン 
卜枚数び表示されます。 

•選択を解除するには、プ IJ ント枚数び1枚の時に 
マルチセレクターの下を押します。 


0 


手順1〜2を繰り返し、他の画像も同じよう 
に設定する 



I ^ j ^11 


4 OK ボタンを押す 

-プ u ント設定画面び表示されます。 

-1〕マプ U ント （の 86) と同様に[用紙設定]、[フ 
チ設定]、[曰付プ U ント]を設定できます。 

-[プ IJ ント実行]を選んで OK ボタンを押すと、プ 
IJ ントび始まります。プ U ントび終わると、 
PictBridae メニユーに戻ります。 


0 


f プリント実行 0 


プ U ント実行中に、プ U ントを中止したいときは、 OK ボタンを押してください。 


用紙設定 

フチ設定 
日付プリント 


の設定 


の設定 


DP 0 F プリント 
INDEX プリント 


パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 


A&C0 
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プリンターに接続する 


INDEX (インテツクス）プリント 

SD 力ード内のすべての JPEG 画像び一覧できる「インデックス」をプ U ントできます。 



プ U ント実行中に、プ U ントを中止したいときは、 0 K ボタンを押してください。 

用紙サイズによっては、インデックス印刷びでさない場合びあります（警告画面び表示 
されます)。 

インデックス印刷できるのは256コマまでです。 SD 力ード内に257コマじ(上の画像びあ 
る場合は、印刷されない画像びあります（確認画面び表示されます)。 


用紙設定 

フチ設定 
日付プリント 


DPOF プリント 
INDEX プリント 


す、 I こビに讓する 


A 岛 A 
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SD カードにプリントする画像や巧数をあ6かじめ指定する（プリント指定) 


SD 力ードをプ U ンターのカードス□ットに挿入して印刷するとさや、プ U ントサー 
ビス店に持ち込んでプ U ントを依頼するとき、 またはダイレクトプ U ント （の 84) 時 
に、どの画像を何枚プ U ントするかをあらかじめ SD カードに書き込むことびできま 
す（プ U ンターやプ U ントサービス店び DPOF 規格に対応している必要びあります）。 
プ U ント指定の方法は下の通りです。 


再生メこュー（曲 96) の[プリント指定 （ DPOF )] で、 
[設定]を選ぶ 

-メニューの操作ち法は「メニューの操作ち法」（田 94) をご覧 
<ださい。 


プリント指定 ( DPOF ) 



マルチセレクターのちを押す 

-画像の選択画面び表示されます 


@ Pffl 


マルチセレクターの左またはちを押してプ 
リントする画像を選ぶ 

-^ボタンを押している間、選択中の画像を大さく 
表示でさます。 


0 


a プリント指定 ( DPOF ) 

T | 設定 ‘ 

ピィ H 国 M 

^ Wi 

な)設定み拡大趣)巧定: 


4 マルチセレクターの上または下を押してプ 
リント枚数 （99 枚まで）を設定する 

-プ U ントされる画像には、白アイコンとプ IJ ント 
枚数び表示されます。 

•選択を解除するには、プ IJ ント枚数び1枚の時に 
マルチセレクターの下を押します。 


0 



ほかの画像もプリント指定するときは、手 
順3〜4を繰り返す 

•プ IJ ントしたい画像すべてにプ U ント枚数を設 
定したら、手順6に進んでください。 


@ 



@ RAW 画像のプ U ントについて 

RAW 画像（曲 51) は、そのままでは直接プ IJ ントできません。画像編集メニュー（田 129) の[簡 
単レタッチ]や [ RAW 現像]などで RAW 画像から JPEG 画像を作成すると、 JPEG 画像をプ U ント指 
90 定でさます。 


パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 






















2 [ DPOF プ U ント]を選び、マルチセレクターのちを押します。 

3 「画像を選んでプ U ントする」（田 88) の手順に従ってプ U ントします。 

-プ U ント指定した画像を確認し、必要に応じて画像やプ IJ ント枚数を変更でさます。 

ダイレクトプ U ント時には、[プ U ント指定 （ DPOF )] の[撮影情報]と[日付]の 
設定は無効になります。ダイレクトプ U ントで日付をプ U ントしたい場合は、ダイレ 
クトプ U ントの[日付プ U ント]を[あり]にしてください。 


巧[デート写し込别について 

•カスタムメニューの [18 デート写し込み設定](曲 115) を使うと、画像に直接曰付を写し込んで 
記録できます。「デート写し込み」した画像は、日付の印字に対応していないプ IJ ンターでも日付 
を入れてプ U ントでさます。 

デート写し込みした画像は、[プ IJ ント指定 ( DPOF )] で日付や撮影情報の印きを設定しても、 子一 
卜写し込みした曰付のみびプ IJ ントに表示されます（ダイレクトプ U ントを除く）。 

-カメラを PictBridge 対応プ IJ ンターに接続して、デート写し込みした画像をプ U ントするときは、 
プ U ント設定時に[日付プリント]を[なし]に設定してください (0887) 〇 


Q プリント指定についてのごま意 

- SD カードの残量び充分にないとさは、プ IJ ント指定びでさない場合びあります。 

-プ U ント指定を行った SD カード内のデータを、パソコンなどで削除しないでください。正しくプ 
IJ ントでさなくなる場合びあります。 


SD カードにプリントずる画像や枚数をあ5かじめ指定ずる（プリント指定） 


6 0 K ボタンを押す 

-ちの画面び表示されます。 

-[撮影情報]を選んでマルチセレクターのちを押 
すと、すべての画像に撮影情報（シャッタース 
ピードと絞り値）を印字します。 

-[曰付]を選んでマルチセレクターのちを押すと、 

すべての画像に撮影曰を印宇します。 

-[設定終了]を選んで 0 K ボタンを押し、設定を有効にします。 


0 



プリント指定を一括解除ずるには 

プ U ント指定で設定した内容をすべて解除でさます。手順1の 
[プ U ント指定 ( DPOF )] 画面で、[—括解除]を選んで 0 K ボ 
タンを押します。ちの[設定終了]画面び表示され、再生メ 
ニューに戻ります。 



プリント指定した画像をダイレクトプリントずるには 

1 カメラとプ U ンターを接続し（田85)、 Pictbridge 再生画面 
で MENU ボタンを押します。 


リント画像選択— 


DPOF プリント 
INDEX プリント 



パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 









テレビに接続して画像を見る 


カメラをテレビやビデオなどに接続して、撮影した画像をテレビで見たり、ビデオ 
デッキで録画したりすることびできます。接続には、別売のビデオケーブル EG - D 100 
(30156) び必要です。 


カメラの電源を OFF にする 

-ビデオケーブルを抜き差しするときは、必ずカメラの電源を OFF 
にしてください。 



ビデオケーブルでカメラとテレビを接続する 

テレビの映像 
入力端子に接続 



カメラのビデオ 
出力端子に接続 


3テレビの入力をビデオ入力に切り換える 



4カメラの電源を ON にする 

-尼]ボタンを押すと、撮影した画像びテレビの画面に表示されま 
す。 

-画像の再生ち法は、カメラの液晶モニターで再生するときと同じ 
です。 

-テレビとの接続中は、カメラの液晶モニターは消打したままにな 
ります。 

電源についてのごま意 

テレビと接続するとさは、途中で電源び切れないように、充分に残量のあるバッテ IJ 一をお使いくだ 
さし、別売のパワーコネクター EP -5 と AC アダプター EH -5 a (曲 156) を使用すると、家庭用コンセ 
ント ( AC 100 V ) から D 60 へ電源を供給できます。 

巧ケーブル接続時のごを意 

ケーブルは、端テの挿入ち向を確認して無理な力を加えずに、まっすぐに差し込んでください。端テ 
を引き抜くときも、まっすぐに引き抜いてください。 


a 画像びテレビに映5ないときは 

[セットアップメニュー]一[ビデオ出力](曲123)び、お使いのテレビに合っているか確認してく 


パソ n ンやプリンタ—、テレビに接続する 








































メニ； I - を使う（詳艦定と ii 像編集) 


この章では、このカメラの 5 種類のメニューの操作ち法と、各メニューの詳細な内 
容について説明しています。 


因再生メニュー（の96) 

削除 （の 96) 

再生フオルダー設定 （の 97) 

縦位置自動回転 （の 98) 

スライドシヨー ( EB 98) 

プ IJ ント指定 ( DPOF ) (の 90) 

ストップモーシヨン再生 (0099) 

〇撮影メニュー（の100) 

仕上びり設定 （の101、 102) 

画質モード （阻 50) 

画像サイズ （阻 50) 

ホワイトバランス （曲52、103、104、 105) 
ISO 感度 （阻 53) 

ノイズ低減 （の 108) 

アクティブ D - ライティング ( ESB 69) 

^ カスタムメニュー（の109) 

R カスタムの U セット（曲110) 

01 電子音設定 （阻110) 

02 フオーカスモード （阻 57) 

03 AF エ U アモード （の 58) 

04 レリーズモード （田 54) 

05 測光モード （の 62) 

06 力ード無し時レ U - ズ （の110) 

07 撮影直後の画像確認 （曲111) 

08 フラッシュ調光補正 （阻 68) 

09 内蔵 AF 補助光の照射 (00111) 

10 感度自動制御 ( 00111 ) 

11の/ Fn ボタンの機能 (35112) 

12 AE - L / AF-L ボタンの機能 (35113) 

13 半押し AE □ック （阻11 3) 

14 内蔵フラッシュ発光/ 

外付けフラッシュ発光 （阻11 3) 

15 パワーオフ時間 （阻11 4) 

16 セルフタイマー時間 （曲 114) 

17 U モコン待機時間 （阻11 5) 

18 デート写し込み設定 (00115) 

19 フオーカスエイドインジケーター (曲 116) 


巧セットアップメニュー（の117) 
メニュー表示切り換え (00118) 

力ードの初期化（フオーマット） （曲 24) 
情報画面デヴィン （の 120) 

情報画面の自動表示 （田 122) 

情報画面の自動消打 (05123) 

ワールドタイム （の 21) 

液晶モニターの明るさ （曲 123) 

ビデオ出力 （曲 123) 

言語 ( LANG ) (の 123) 

画像コメント （阻 124) 

記録フオルダー設定 （阻 125) 

連番モード （の 126) 

イメージセンサークリーニング (05126) 
ク U —ニングミラーアップ （曲 126) 
ファームウエアバージョン （曲 126) 

イメージダストオフデータ取得 （曲 127) 
縦横位置情報の記録 （阻 128) 

尚画像編集メニュー（の 129) 

簡単レタッチ （阻 132) 

D - ライティング (00132) 

赤目補正 （曲133) 

卜 U ミング (35134) 

モノトーン （曲 134) 

フィルター効果 （曲 135) 

スモールピクチャー （阻 136) 

画像合成 （曲 138) 

RAW 現像 （の 140) 

ストップモーション作成 (35141) 

編集前後の画像表示 (05143) 


93 



MENU ボタンを押すと、液晶モニターに次のようなメニューび表示され 
ます。 


左側のメニユーアイコンを選ぶと、- 
そのメニユーの設定項目び一覧表示 
されます 

撮影モードやカメラの設定によって 
は、グレーで表示されて設定でさな 
いメニュー項目びあります。 


メニ 

因 


ユーは、5種類に分類されています 
再生メニュ ー 


■ メニュー画面び2ぺージ m 上 
ある場合は、スライダーび 
表示されます 


.各項目の設定びアイコン 
で表示されます 


ヘルプびある場合に表示されます 

このアイコンび表示されているとさに与 H 
ボタンを押すと、その項目のヘルプ（説明） 

び表示されます 

曲96 


〇 

再生に関する設定を行います。 

撮影メニュー 

曲100 

撮影に関する設定を行います。 


カスタムメニュー 

曲109 

な 

撮影に関する詳細な設定を行います。 

セッ ト アップメニュー 

曲117 

SD カードの初期化や、カメラに関する基本設定を行います。 

封 

画像編集メニュー 

曲129 


撮影した画像を編集（加工や補正）します。 

メニューの操作には、マルチセレクターを使います（基本的な操作手順は、次のぺ- 
ジをご覧ください)。 

•上の項目に移動する 
-数値を増やす 


前の画面に戻る 



次の画面に進む 
ミ夫定する 


陸 



セットアップメニュー 


-の操作方法 


メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 


94 

























メニューの操作方法 


マルチセレクターの上または下を押して、 
設定項目を選ぶ 


0 



6マルチセレクターのちを押す 

-設定項目の内容び表示されます。 


0 



マルチセレクターの上または下で設定する 
内容を選び、 0 K ボタンを押す 
•設定び完了し、手順5の画面に戻ります。 

-途中で設定をやめたいとさはマルチセレクター 
の左を巧してください。 

•メニュー表示を終了して、撮影に戻るには、 
シャッターボタンを半巧ししてください。 


0 



MENU ボタンを押す 

-メニュー画面び表示されます。 


m 


MENU 


'ットアップメニュー 


1一表示切り換え 


力-ドの初期化りす-マット） 
情報画面デザイン 
T 情報画面の自動表示 
Ei 情報画面の自動消打 
ワールドタイム 
液晶 モニターの 明るさ 


マルチセレクターの左を押す 

. 画面左側のメニューアイコンにカーソルび移動 
し、アイコンび黄色で表示されます。 

-メニュー内の項目にカーソルび当っているとさ 
は、 MENU ボタンを押してをメニューアイコンに 
カーソルを移動でさます。 



5 種類のメニューか! 5 ひとつを選ぶ 

-マルチセレクターの上または下を巧して、[百（再 
生メニュー)、〇 (撮影メニュー)、^ (カスタ 
ムメニュー)、な（セットアップメニュー)、また 
は尚（画像編集メニュー）を選びます。 


0 


回 


撮影メ ニュ- 
:上がり設定 
i 質モード 
■画像サイズ 
Y ! ホワイトバランス 
a ISO 感度 
ノイズ低減 
アクティブ D - ライティング 


4マルチセレクターのちを押す 

-選択した メニュー 内の項目にカーソルび移動し 
ます。 


0 


夕 画質モ-ド 
^.画像サイズ 
Y ! ホワイトバランス 
U じ〇感度 
ノイズ低減 
アクティブ D - ライティング 



メ I I ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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再生メニューには、(下の項目びあります。 

-メニューの操作ち法については「メニューの操作ち法」 
(曲 94) をご覧ください。 


s 再生メニユ- 

h= 端除 


命 

/ 

再生フォルダー設定 

NCD 60 

縦位置自動回転 

ON 


スライドシヨー 

を 2s 

の 

プリント指定 ( DPOF ) 


1 

ストッ乃-シ3ン再生 

% 


削除 

田96 

SD カード内の画像を個別に、またはまとめて削除します。 

再生フオルダー設定 

阳97 

どのフオルダーの画像を再生するかを設定します。 

縦位置自動回転 

田98 

縦位置で撮影した画像を、再生時に自動的に回転して表示するかどラかを設定します。 

スライドシヨー 

田98 

SD カード内の画像を 1 コマずつ順番に自動再生します。 

プリント指定 （ DPOF ) 

曲90 

DPOF 対応のプ U ントショップやプ U ンターでプ U ントする画像と、枚数などの設定を 
します。 

ストップ モーシヨン 再生※ 

3599 

画像編集メニューの[ストップモーシヨン作成] (05141) 
再生します。 

で作成した動画ファイルを 


《 SD カードにストップモーションの動画ファイルび記録されていないときは選べません。 

セットアップメニューの[メニュー表示切り換え](田 118) を[マイメニュー]に 
したとさは、マイメニューに登録したメニュー項目だけび表示されます（田119)。 

メ 

I 削除（画像をまとめて削除する） 

I 画像を削除します。ただし、画びついている画像はプ□テクト（阻 78) び設定され 
3ているため、削除されません。 

1 滞 選択画像削除 阻97 

fe 指定した画像だけを削除します。 

S »全画像削除 

I [再生フォルダー設定]で設定したフォルダー内の画像を、すべて削除します。 

m 

大量の画像を削除すると、時間びかかることびあります。 
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再生メニュー 


画像を選んで削除ずる 


マルチセレクターの左またはちを押して画 
像を選ぶ 

-^ボタンを押している間、選択中の画像を大さく 
表示でさます。 


0 



マルチセレクターの上または下を押して削 
除する画像を設定する 

•削除される画像には、圆アイコンび表示されま 
す。 

-設定を解除するには、圆アイコンび表示された画 
像を選んで、マルチセレクターの上または下を巧 
します。 

-ほかの画像も削除するときは、手順1〜2を繰り返してください。 


0 



0 K ボタンを押す 

-[選択画像削除]確認画面び表示されます。 

-[はい]を選び、 0 K ボタンを押します。 

削除をやめるときは[いいえ]を選び、 0 K ボタ 
ンを押します。 


0 



再生フォルダー設定 

画像の再生時に、画像の記録に使われているフォルダー内の画像だけを表示するか、 
すべての 画像を表示するかを設定します。 

記録中のフォルダー（初期設定） 

画像の記録に使われているフォルダー内の画像だけび再生されます。 

全てのフォルダー 

SD カード内の再生可能なすべての画像び再生されます。 


Q 再生フオルダー設定についてのごま意 


[全てのフォルダー]に設定していてち、撮影すると自動的に[記録中のフォルター]に変更され 
ます。すべてのフォルダーの画像を再生するときは、[全てのフォルダー]に設定し直してください。 
画像を記録するフォルダーはセットアップメニューの[記録フォルダー設定] (08125) で設定で 
さます。 

[記録中のフォルダー]にして、 SD カードを交換した後、撮影を行わずに画像を再生すると、液晶 
モニターに [撮影画像びありません]と表示されます。[全てのフォルダー]に変更すると 、 SD 
カード内の画像び再生でさます。 


メ I I rl — を使ラ i 謹と画像！！集} 



















再生メニュー 


縦位置自動回お 

縦位置で撮影した画像を、自動的に回転して表示するかどうかを設定します。初期設 
定は[する]です。 

ただし、[する]にしていてち、セットアップメニューの[縦横位置情報の記録] 
(田 128) を[しない]にして撮影した画像は、すべて横位置で表示されます。 


スライド シヨー 

撮影した画像を1コマずつ順番に、連続再生する「スライド 
ショー」を行います。 

開始 

スライド ショーを 始めます。 

インターバル設定 

1コマの画像び表示される時間を変更でさます。 


スライドショーの再生中は、次の操作びでさます。 


機能 

ボタン 

内容 

1コマ進む/戻 
る 

@ 

ちを押すと次の画像に進み、左を押すと 1 つ前の画像に戻り 
ます。 

画像情報を見 
る 

@ 

スライドショーの再生中に画像情報 （の73) び表示され、画 
像情報画面の切り換えびでさます。 

一時停止 

0 K 

スライドショーを一時停止します。 

再生メニュ ー 
に戻る 

MENU 

スライドショーを中止して、再生メニューに戻ります。 

通常再生に戻 
る 

囚 

スライドショーを中止して、再生モードの 1 コマ表示 （の 72) 
またはサムネイル表示 (0 B 76) に戻ります。 

撮影に戻る 

表 

撮影モードに戻ります。 


スライドショーび終了したとさや、 0 K ボタンを押して一時停 
止にしたとさは、ちの画面び表示されます。 

再開するには、[再開]を選んで 0 K ボタンを押してください。 
[終了]を選んで 0 K ボタンを押すと、再生メニューに戻ります。 


I > 冉晶 因豆！ 

而而品 BM : 打 Jii " •占 

の " fwiwiirfraBMWSEEiaKEEM 



を 2 s インターバル設定 
開始後の一時停止一 m 


スライドシ 
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再生メニュー 


ストップモーシヨン再生 


画像編集メニューの[ストップモーション作成](曲 141) で作 
成した動画ファイルを再生します。 

液晶モニターには、作成したストップモーションのサムネイル 
だけび一覧表示されます。マルチセレクターの左またはちを押 
してファイルを選び、 0 K ボタンを押すと、再生でさます。 



再生中にマルチセレクターの左またはちを押して、画面下部の 
操作パネルのボタンを選ぶと、次の操作びでさます。 


機能 

ボタン 

内容 

巻き戻し 

囲 

OK ボタンを巧している間、卷さ戻します。 

早送り 

囲 

OK ボタンを巧している間、早送りします。 



OK ボタンを押すと、一時停止します。^ 
一時停止中にマルチセレクターで画面下部 
の操作ボタンを選ぶと、次の操作びでさま 
す。 

一時停止 

画 

困 

OK ボタンを押すと、1コマ戻ります。 
巧し続けると、連続してコマ戻ししま 
す。 



困 

OK ボタンを押すと、1コマ進みます。 
押し続けると、連続してコマ送りしま 
す。 



!►! 

OK ボタンを押すと、再生を再開しま 
す。 

再生終了 

国 

OK ボタンを押すと、ストップモーション 
のサムネイル表示に戻ります。（再生モード 
の1コマ表示からストップモーションを再 
生したとさは、1コマ表示に戻ります。） 


f I 

I ぶ J 

。 "1: り 曲の 

J ストップモーンヨン再生中 

1 1"1 仲 ■►0 

一時停止中 


《一時停止中に何も操作しないまま3分経過すると、再生び終了して 
ストップモーシヨン再生開始直前の画面に戻ります。 


0ストップモーション再生について 

SD カードにストップモーションの動画ファイルび記録されていないときは、[ストップモーション再 
生]を選べません。 




























-(撮彰時の設定） 


[ b . 撮影メニユー 1 

に上がり設定 

0N 

阱質モ-ド 

NORM 

r •画像サイズ 

尼） 

Yi ホワイトバランス 

AUTO 

II a ISO 感度 

100 

hi ノイズほ減 

OFF 

のアクティブトラィティング 

OFF 


巧101、102 


撮影メニューには(下の項目びあります。 

-メニューの操作ち法については「メニューの操作ち法」 
(の 94) をご覧ください。 


仕上がり設定^ 

画像の仕上びりを、撮影するシーンや好みに合わせて設定します。 

画質モード 曲50 

記録する画像のファイル形式や画質を設定します。 

画像サイズ 曲50 

記録する画像のサイズ（大ささ）を設定します。 

ホワイトバランス※ 田52、103、104、105 

画像び見た目に近い色で記録されるよラに、光源に合わせてホワイトバランスを設定し 
ます。また、撮影メニューでは、ホワイトバランスの微調整や、堂光打の種類ち設定で 
さます。 

ISO 感度 の53 

ISO 感度を設定します。標準(100)より高くすることで、暗い所での撮影に対応でさ 
ます。 

ノイズ低減 田108 

夜景撮影など、暗い所での低速シャッター撮影時や高感度での撮影時に発生しやすいノ 
イズを低減します。 

アクティブ D - ライティング 曲69 

八イライトの白とびを抑え、暗部の黒つぶれを軽減し、見た目のコントラストに近い画 
像にします。 

《撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定でさます。 


セットアップメニューの[メニュー表示切り換え] (田 118) を[マイメニュー]に 
したとさは、マイメニューに登録したメニュー項目だけび表示されます （田119)。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


仕上がり設定 

記録する画像の仕上びり（色の鮮やかさや輪郭の強調度合いなど）を、撮影シーンや 
好みに合わせて設定します。 

仕上びり設定は、次の7種類から選べます。 

咳 N 標準（初期設定） 

標準的な画像に仕上げます。ほとんどの撮影状況に対応でさます。 

な SO ソフトに 

被写体の輪郭をソフトに再現します。人物の肌をなめらかに表現したいときや、撮影 
後にパソコン上で画像を加工したいとさに適しています。 

咳 VI 鮮やかに 

彩度を高め、ホ•緑•青の各色を鮮やかに表現します。ややコントラストび高く、 
シャープな画像になります。 

な VI + より鮮やかに 

彩度とコントラストを高め、被写体の輪郭を強調した画像になります。 

な P 0 ポートレート 

人物撮影に適しています。コントラストを抑え、肌の質感や立体感を自然に仕上げま 
す。 

な BW 白黒 

白黒写真を撮影したいとさに使います。 

碌换 カスタマイズ 

仕上びりを自分で細かく設定できます （の102)。 


0仕上がり設定について 

-仕上びり設定の効果をより大さく引さ出すには、 G タイプレンズか D タイプレンズをお使いくださ 
い。 

-同じよラな状況で撮影してち、被写体の位置や大ささ、露出によって、仕上びり具合は変化します。 
一連の写真を写すとさに同じような仕上びり具合にしたい場合は、[カスタマイズ]を選んで、各 
項目を[オート]外に設定してください。 

-[カスタマイズ]1；(外を選択すると、画像の色空間は sRGB になります。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


仕上が0設定をカスタ7イズする 

[カスタマイズ]を選択して、次の項目をそれぞれ調整して<だ 


さい。各項目の設定後に、 
押してください。 


[設定終了]を選んで 0 K ボタンを 


y 設定終了 厕 1 


AUTO 輪郭強調 
AUTO 階調補正 
la カラー設定 
AUTO 彩度設定 
0’ 色合い調整 


輪郭強調 

画像の輪郭の強調度合い（シャープネス）を[オート]、[標準]、[弱め]、[やや弱め]、 
[やや強め]、[強め]、[しない]の中から設定します。 

強めにするとくっさりとした画像になり、弱めにするとソフトな画像になります。 
初期設定は[オート]です。 

階調補正 

画像の階調（コントラスト）を[オート]、[標準]、[コントラスト弱め]、[コントラス 
卜やや弱め]、[コントラストやや強め]、[コントラスト強め]、[ユーヴーカスタム]の 
中から設定します。 

コントラストを強くすると硬調な画像になり、弱くすると軟調な画像になります。かすん 
だ遠景の撮影などには強めび、晴天時の人物撮影や白とびび気になる場合などは弱めび適 
しています。 

初期設定は[才ート]です。 

[ユーヴーカスタム]は、別売の Camera Control Pro 2 (35156) で作成した!ンカー 
ブを使ラときに設定します。 詳しくは Camera Control Pro 2の使用説明書をご覧くだ 
さい。 

カラー 設定 

画像の色再現を次の中から設定します。 

モード I a ( sRGB ) 

人物の肌などを、自然な色合いで階調豊かに表現します。初期設定の[モード ffia ] 
よりもややソフトに仕上びります。 sRGB 色空間に対応しています。 

モード n (Adobe RGB ) 

画像をパソコンなどで加工する場合に適しています。 sRGB よりも色域び広い 
Adobe RGB 色空間に対応しています。 

モード ma ( sRGB ) 湖期設定） 

人物や風景など様々な被写体を、鮮やかな色合いでくっさりと表現します。 sRGB 色 
空間に対応しています。 

彩度設定 

画像の彩度（色の鮮やかさ）を[才ート]、廳準]、願め]、随剧の中から設定します。 
[弱め]にすると鮮やかさび抑えられ、[強め]にするとより鮮やかになります。 
初期設定は[オート]です。 

色合い調整 

画像の色相を調整します。初期設定の [0 叫から、+方向と一ち向にそれぞれ3段階 （1 
段階は約3。）で調整でさます。肌色を基準にした場合、+側にすると黄色みび増し、一 
側にするとホみび増します。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


@カラー設定についてのごま意 

-カラーマネジメント機能を持たないアプ IJ ケーシヨンで画像を開くときやプ U ントするとき、また 
はダイレクトプ IJ ントや、プ IJ ントサービス店にプ IJ ントを依頼するときは、[モード la ( sRGB )] 
または[モード ma ( sRGB )] をおすすめします。 

-圧ード n (Adobe RGB )] の画像を Adobe Photoshop などのカラーマネジメント機能を持ったア 
プ U ケーシヨンで開く場合は、色空間を Adobe RGB に設定してくださし、詳しくは、アプリケー 
シヨンの説明書をご覧ください。 

□ 色空間とは 

色を数値化して表現するときに、どの色にどの数値を対応させるかを定めたもので、「カラースペー 
ス」ともいいます。一般には sRGB 色空間び利用されています 。 Adobe RGB 色空間は出版•印刷など 
で使われる場合びあります。 

□ 色合い調整の意味 

色は「彩度（鮮やかさ)」「色相（色合い)」「明度（明るさ)」の3要素で成り立っており、「色合い調 
整」はこのラち「色相」を変化させるちのです。調整の単位び角度で表されているのは、色彩管理な 
どで用いられる「色相環（ホから紫までの色相を環状につなげたもの）」を何度回転させるかで、色 
相の変化の度合いを示しているためです。 


ホワイトパランス 

ホワイトバランスを変更します （の 52) 。撮影メニューで設定 
でさるホワイトバランスの種類は、「撮影設定変更画面」での 
[ホワイトバランス]に加えて、堂光灯の種類を細かく設定でさ 
ます。また、ホワイトバランスを微調整でさます（田104)。微 
調整の必要びないとさは、微調整値を [0] にして 0 K ボタン 
で決定してください。 

堂光なの種類を選ぶ 

[堂光灯]を選ぶと次の項目から選べます。 

:端1ナトリウムな混合光 

野球場、体育館などのナト IJ ウム打の混合光を使った撮影に適しています。 

:端2電球色堂光'打 

電球色堂光打下での撮影に適しています。 

:端3温白色堂光'打 

温白色堂光打下での撮影に適しています。 

:端4白色堂光'打（初期設定） 

白色堂光打下での撮影に適しています。 

:端5昼白色堂光'打 

昼白色堂光打下での撮影に適しています。 

:端6昼光色堂光'打 

昼光色堂光打下での撮影に適しています。 

:端7高色温度の水銀な 

色温度の高い水銀打などを使った撮影に適しています。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


0色温度について 

光の色には、ホ昧を帯びたちのや青昧を帯びたちのびあり、人間の主観で光の色を表すと、見る人に 
よって微妙に異な IJ ます。そこで、光の色を絶対溫度 （ K : ケルビン）という客観的な数字で表した 
のび色温度です。色温度び低くなるほどホ昧を帯びた光色になり、色温度び高<なるほど青昧を帯び 
た光色になります。 

各ホワイトバランスの色温度（微調整値び0のとき）は下の通りです。写真用カラーメーターで測 
定した色温度値とカメラの設定色温度は異なる場合びあります。 


ホワイトバランス 

色温度 

AUTO 才ート 

約350 0 K 〜800 0 K 

ホ 電球 

約300 0 K 

ナト IJ ウム打混合光 

約270 0 K 

:端 2 電球色董光灯 

約300 0 K 

B3 温白色董光な 

約370 0 K 

:崩 4 白色董光灯 

約420 0 K 

:游 5 昼白色董光な 

約500 0 K 


ホワイトバランス 


:端6 昼光色堂光な 


B1 高色温度の水銀な 


晴天 


フラッシュ 


A 曇天 


を^ 晴天曰陰 


色温度 


約650 0 K 


約720 0 K 


約520 0 K 


約540 0 K 


約600 0 K 


約800 0 K 


ホワイトバランスを微調壁する 

ホワイトバランスは、[プ U セットマニュアル]を除いて、さらに微調整でさます。 


撮影メニューの[ホワイトバランス]で、 
[プリセットマニュアル] iu 外のホワイトバ 
ランスを選ぶ 

-ホワイトバランスを選んでマルチセレクターの 
ちを押すと、微調整画面び表示されます。 

-[堂光打]の場合は、該当する堂光打の種類を選 
んでちを巧すと、微調整画面び表示されます。 


0 



微調整値を設定する 

•マルチセレクターを操作すると 、 A (アンバー)、 

B (ブルー )、 G (グリーン ）、 M (マゼンタ）の 
4方向で、各ち向6段まで微調整でさます。設定し 
た座標上の色に画像を補正します。 

-座標とホワイトバランスの効果の関係は次の図の 
よラになります。 

グ IJ ーンび強 < なる 


0 



座標 


設定段数 


G (グリーン） 


B (ブルー) 


画暫画 


A (アンバ ー） 


マゼンタび強<なる 


M (マゼンタ） 

ブルーび強くなる^-►アンバーび強くなる 

A (アンバー ）、 B (ブルー）方向は、色温度の高さを微調整でさます。1段は約5ミレッ 
ドに相当します。 

G (グ U —ン )、 M (マゼンタ）ち向は、色補正用 ( CC ) フィルターと同じような微調整 
びでさます。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


3 0 K ボタンを押す 

-撮影メニューに戻ります。 

•ホワイトバランスを微調整すると、情報画面のホワイトバランスアイコンに「米」び表 
示されます。 

巧ホワイトバランスの微調整画面にっいて 

ホワイトバランスの微調整画面で表示されている色は、色溫度ち向の目安の色を表しています。微調 
整画面で設定してち、設定したそのままの色の画像にはならない場合びあります。たとえば、ホワイ 
トバランスをホ（電球）に設定して B (ブルー）方向に微調整しても、青色び強い画像にはなりません。 

M ミレッド （MIRED) にっいて 

色温度の逆数を百万倍 （10 つしたものです。色温度は、同じ色溫度差でも、色温度の低い場合では 
色の変化び大さく、色温度の高い場合では、色の変化びルさくなります。たとえば同じ1000ケルビ 
ンの違いでも6000ケルビン付近では変化はほとんどありませんび、3000ケルビン付近では1000ケ 
ルビンの違いで光色び大さく変わります。ミレッドは、その変化幅をほぼ同じに表現する尺度であ 
り、色温度変換フィルターの単位としてち利用されます。 

例）色温度の差 （K :ケルビン）：ミレッドの差 （M :ミレッド） 

4000 K - 300 0 K = 1000 K : 83 M 
7000 K - 600 0 K = 1000 K : 24 M 


プリセットマニュアルを®う 

特殊な照明の下で撮影するとさなど、[オート]や[電球]などの設定では望ましい 
結果び得られない場合や、 SD カード内の撮影済みの画像と同じホワイトバランスで 
撮影したいとさは、マニュアル操作で事前に取得（プ U セット）したホワイトバラン 
スを使えます。プ U セットデータとして使えるのは、次の2種類のデータです。 

取得 データ 

カメラで取得したホワイトバランスを、プ IJ セットデータとして使います。 

撮影 データ 

撮影済みの画像と同じホワイトバランスで撮影でさます。 SD カード内にある撮影済み 
画像のホワイトバランスを、プ U セットデータとして使います。 

ホワイトバランスデータをカメラで取得するには 

プ U セットデータとして保存でさる[取得データ]は1つだけです。 

カメラでプ U セットデータをマニュアルで取得するたびに、(前保存した[取得デー 
夕]は、新しいデータに置さ換えられるので、ご注意ください。 


1撮影するときに使う照明と、白またはグレーの被写体を用意する 


2 [撮影メニュ ー] 一[ホワイトバランス]一[プリセット 
マニュアル]を選び、マルチセレクターのちを押す 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


[取得データ]を選んでマルチセレクターのちを押す m 

•ちの画面び表示されたら、[はい]を選んで 0 K ボタンを巧しま 
す。 


新たにプリセツ トデータを 
1 取得しますか？ 


4プリセットデータ取得モードになる 

-[撮影時に使ラ照明の下で、白またはグレーの被写体をファイ 
ンダーいっぱいにとらえて撮影してください]と表示された 
あと、プ IJ セットデータ取得モードに入り、ファインダー内 
下部に、ちのよラな表示び点滅します。 


己 


夕1/1巧 F 叫 

因0。の0。巧 OFF (PRE l| 




撮影時に使う照明の下で、用意した白（またはグレー） 
の被写体をファインダーいっぱいにとらえて、 シャツ 
ターボタンを押す 

-ピントび合っていなくてち、ホワイトバランスデータは正常に取 
得されます。 



6情報画面に、[取得に成功しました]と表示されたこ 
とを確認する 

-これで、撮影時の照明の色に合わせてホワイトバランスび変 
要されました。 


ちのよラに表示された場合、データ取得は失敗です。原因と 
して、被写体び明るすざる、または暗すざることび考えられ 
ます。もう一度手順2からやり直してください。 


① 取得に成巧しました I 

つ "; aVs'B 

田〇リ旧 0.0 巧肝 1PRE 1 





Q データ取得についてのごま意 

. プ IJ セットデータとして[撮影データ]を使うように設定していても、新しくプ U セットデータを 
取得すると、自動的に[取得データ]を使うように変更されます。 

-ホワイトバランスを厳密に合わせたいとさは、ホワイトバランス取得用の18%標準反射板を使つ 
てプ U セットデータを取得してください。 

-適正露出で撮影してください。 


M その他のプリセットデータの取得方法 

じ(下のち法でも、カメラをホワイトバランスのプ U セットデータ取得モードにでさます。 

-撮影設定変更画面（曲 52) で[ホワイトバランス]を[プ U セットマニュアル]にしてから、 OK 
ボタンを押し続けると、手順4のプ U セットデータのマニュアル取得モードになります。 

-カスタムメニュー [11 の/ Fn ボタンの機能](曲 112) び[ホワイトバランス設定]になっている 
ときに、[ホワイトバランス]を[プ U セットマニュアル]にしてから Fn ボタンを押し続けると、 
106 手順4のプ U セットデータのマニュアル取得モードになります。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


撮影した画像のホワイトバランスデータを使うには 

ホワイトバランスのプ U セットデータは、 SD カード内にある撮影済み画像（撮影デー 
夕）からちマニュアルで取得でさます。 

プ U セットデータとして保をでさる[撮影データ]は1つだけです。 

[撮影データ]からプ U セットデータをマニュアルで取得するたびに、(前保存した 
[撮影データ]は、新しいデータに置さ換えられるので、ごを意ください。 

1[撮影メニュ ー] 一[ホワイトバランス]一[プリセット 
マニュアル]を選び、マルチセレクターのちを押す 



[撮影データ]を選んでマルチセレクターのちを押す 
•新たに画像を選ぶとさは、[データを選択]を選んでマルチセレ 
クターのちを押し、手順3に進んでください。 

-画面に表示されている画像のホワイトバランスに設定するとさ 
は、[表示画像で設定]を選んでマルチセレクターのちを押すと 
設定び有効になります。 

マルチセレクターの上または下を押して、使いたい画像 
が保存されているフオルダーを選ぶ 


口 

L データを選択 



4マルチセレクターのちを押す 

-選択したフオルダの画像び表示されます。 



マルチセレクターのちまたは左を押して画像を選ぶ 

-^ボタンを押している間、選択中の画像を大さく表示でさます。 

- 0 K ボタンを押すと、設定び有効になり、撮影メニューに戻りま 
す。 
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撮影データについてのごま意 

プ U セットデータとして設定でさるのは、 D 60 で撮影した画像だけです。 D 601 U 外のデジタルカメラ 
で撮影した画像ち画像選択画面に表示されますび、プ U セツトデータとしては設定でさません。 
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撮影メニュー（撮影時の設定) 


ノイズお減 

シャッタースピードび約8秒より低速になったり、高感度で撮影すると画像にノイズ 
び入ったりすることびあります。あらかじめ[ノイズ低減]を[する]にしておく 
と、このノイズを低減でさます。 

しない（初期設定） 

ISO 感度び800より高い場合のみ、ノイズを低減します。この場合のノイズ低減効果は、 
[する]に設定したときよりち弱めになります。 

する 

シャッタースピードび約8秒より低速になったり、 ISO 感度び400より高くなると自動 
的にノイズを低減します。 

-ノイズ低減処理び行われると連写速度び遅<なります。また、連写可能コマ数ち少な 
くなります。 

. シャッタースピードび低速になったとさのノイズ低減処理には、シャッタースピード 
の約半分から同等の時間びかかります。 

. シャッタースピードび低速になった時のノイズ低減処理中は、ファインダー内に 
Job nr び点滅します。この表示び消えると次の撮影びでさます。 

•ファインダー内下部に, ふつと,，•ぃ •び点滅している間に電源を OFF にすると、ノイズ 
低減の処理を行わずに画像を記録して電源び切れます。 


メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 


W 8 



h カスタムメニュー 

人 1 田]カスタムのリセット 

- 

B ) 電子音設定 

ON 

フォーカスモード 

AF-A 

T 03 AF エリアモード 

〔■] 

U 04レリースモード 

回 

>05測光モード 

國 

□ 06 力-ド 無し 時レリ-ズ 

LOCK 


カスタムメニューには、じ(下の項目びあります。 

• メニューの操作ち法については「メニューの操作ち法」 
(の 94) をご覧ください。 


R カスタムのリセット 

すべてのカスタムメニューの設定内容を初期設定に戻します。 

01電子音設定 

電子音について設定します。 

02フ オー カスモード 

ピントの合わせちを設定します。 

03 AF エリアモード 

ピントを合わせるフオーカスポイントを設定します。 

04レリーズモード 

連写やセルフタイマーなど、シャッターのきりちを設定します。 

05測光モード※1 

カメラび被写体の明るさを測る方式を設定します。 

06力ード無し時レリーズ 

SD カード未挿入時のシャッターの作動について設定します。 

•セットアップメニューの[メニュー表示切り換え](曲 118) を[フルメニュ ー] に 
すると、(下の項目ち表示されます。 

07撮影直後の画像確認 曲111 

撮影直後に、撮影した画像を液晶モニターに表示させるかどラかを設定します。 

08フラッシュ調光補正※1 曲68 

フラッシュの発光量を補正します。 

09 内蔵 AF 補助光の照射^ 2 曲 111 

AF 補助光ランプを点打させるかどラかを設定します。 

10感度自動制御田111 

ISO 感度の自動制御を設定します。 

11公/ Fn ボタンの機能 曲112 

公 (Fn) ボタンの役割を設定します。 

12 AE - L / AF - L ボタンの機能 田113 

Sf ： l ボタンの役割を設定します。 


田110 
田110 
田57 
阳58 
田54 
田62 
曲110 


シャッターボタンを半押ししたときの、 AE □ックを設定します。 

14内蔵フラッシュ発光/が付けフラッシュ発光曲113 

内蔵フラッシュと別売スピードライト SB -400 の発光制御ち法を設定します。 


13半}甲し AE □ック 


田113 


-(さ5に詳細な撮彰時の設定） 



メ11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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カスタムメニュー（さ 5 に詳細な撮影時の設定) 


15パワーオフ時間 田114 

液晶モニターやファインダー内表示び自動的に消灯するまでの時間を設定します。 

16セルフタイマー時間 田114 

セルフタイマーの時間を設定します。 

17リモコン待機時間 田115 

U モコン撮影時に、カメラび U モコンからの信号を待ち受ける時間を設定します。 

18デート写し込み設定 田115 

画像に撮影日時を写し込む設定を行います。 

19フォーカスエイドインジケーター 田116 

撮影モード M じ(外でピントをマニュアルで合わせるとさに、ファインダー内の露出イン 
ジケーターをピント合わせを助けるインジケーターに切り換えます。 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定でさます。 

《2撮影モード圍、外で設定でさます。 

セットアップメニューの[メニュー表示切り換え](曲 118) を[マイメニュー]に 
したとさは、マイメニューに登録したメニュー項目だけび表示されます（阳119)。 


R カスタムのリセット 

[する]を選ぶと、すべてのカスタムメニューの設定内容び、初期設定に戻ります。 
「付録」の「初期設定一覧」 ( SB 176) ちご覧< ださい。 


01電子音設定 

-[する](初期設定）のとさは、次の場合に電子音び鳴ります。 

-セルフタイマー（田 55) の作動中 
- 2秒 U モコン撮影（曲 55) の作動中 
-瞬時 U モコン撮影（の 55) の完了時 

-オートフオーカスのピントび合ったとさ（ただし、撮影モードびのとさや、 
[フオーカスモード](曲 57) び [ AF - C ] のとき、または [ AF - A ] で被写体び動 
いているとカメラび判断したとさは、電子音は鳴りません） 

-[しない]にすると、電子音は鳴りません。 

-[する]のとさは情報画面にぶマークび、[しない]のとさは®マークび表示され 
ます。 


06力ード無し時レリーズ 

-[レ U —ズ禁止](初期設定）のとさは、カメラに SD カードを入れないとシャッター 
びされません。 

-[レ U —ズ許可]にすると、 SD カードを入れなくてもシャッターびされるようにな 
ります。 SD カードび入っていないときに撮影した画像は、液晶モニターに表示さ 
れますび、画像上に「デモモード」と表示され、 SD カードへの保存ちプ U ントち 
でさませんのでご注意ください。 
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カスタムメニュー（さ 5 に詳細な撮影時の設定) 


07撮影直後の画像確認（フルメニューで表示（の118)) 

-[する](初期設定）のとさは、撮影直後に、撮影した画像び液晶モニターに自動的 
に表示されます。表示時間はカスタムメニュー [15 パワーオフ時間](曲 114) で 
変更でさます。 

-[しない]にすると、画像は自動表示されません。撮影した画像を確認するとさは 
[马ボタンを押してください。 


09内蔵 AF 補助光の照射（フルメニューで表示（の118)) 

-[照射する](初期設定）のときは、ピント合わせの際に、必要に応じて自動的に AF 
補助光ランプび点灯します（曲57)。 

-[照射しない]にすると、状況にかかわらず、 AF 補助光は点打しません。被写体び 
暗いときなどは、才ートフオーカスでのピント合わせびできないことびあります。 


10感度自動制御（フルメニューで表お（の118)) 

設定した ISO 感度では適正露出び得られないとさに、カメラび 
自動的に ISO 感度を変更するかどうかを設定します。 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定でさます。 


しない（初期設定） 

[ ISO 感度](阻 53) で設定した ISO 感度に固定されます。 

する 

通常は [ ISO 感度]で設定した ISO 感度で撮影しますび、設定した ISO 感度では適正露 
出び得られない場合には、カメラび自動的に ISO 感度を変更します。フラッシュ撮影 
時も、フラッシュの発光量び適正となるよラに感度自動制御び機能します。 

制御上限感度 

ISO 感度び高くなると、低いときに比べて多少ざらついた画像になることびあります。 
感度自動制御で、 ISO 感度び高<なり過ぎないよラに上限感度を設定でさます。 

低速限界設定 

撮影モード P または A で感度自動制御び働さ始めるシャッタースピードを設定でさま 
す。ここで選択したシャッタースピードでは露出不足となる場合に、 ISO 感度を自動 
的に変更します。ただし、 ISO 感度を[制御上限感度]まで上げてち露出不足になる 
場合は、適正露出を得るために、低速限界設定よりをさらにシャッタースピードび低 
速になります。 
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カスタムメニュー（さ 5 に詳細な撮影時の設定) 


[する]にすると、情報画面とファインダー内下部に、ちの 
ように表示されます。表示び点打している場合は、 [ ISO 感 
度]で設定した感度で撮影されます。点滅している場合は、 

[ ISO 感度]で設定した感度では適正露出び得られないため、 

カメラび感度を変更していることを示しています。ただし、 

フラッシュ撮影時は感度自動制御び機能しても表示は点滅 
しません。 

感度自動制御によって変更された感度は、再生時の撮影情報表示 （曲 73) で確認で 
さます。 

0感度自動制御について 

•撮影モードびデジタルイメージプ□グラムのとさや [ISO 感度]び [Hil] のとさは、[感度自動制 
御]は選べません。また、感度自動制御を[する]にしていても、 [ISO 感度]を [Hil] にする 
と、感度自動制御は行われません。 

-フラッシュ撮影時も感度自動制御は機能しますび、次のよラな場合は手前の被写体の露出びアン 
ダーになることびあります。 

-低速シャッタースピードでフラッシュ撮影（ス□ーシンク □) するとき 
-曰中の明るい場所でフラッシュ撮影（曰中シンク □) するとさ 
-背景び明るいとさ 

このようなとさは、次のように対処すればフラッシュの光び届さやすくなります。 

-撮影モード A などにして絞りを開く 
-ス□ーシンク□を解除する 


11 の/ Fn ボタンの機能（フルメニューで表示（の118)) 

0 ( Fn ) ボタンの役割を変更でさます。 

公セルフタイマー設定（初期設定） 

公 ( Fn ) ボタンを押すと、セルフタイマー撮影 （の 55) に切り換わります。 

〇1レリーズモード設定^ 

0 ( Fn ) ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、レ IJ- ズモード （阻 54) び 
切り換わります。 

QUAL 画質モード/画像サイズ設定※ 

0 ( Fn ) ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、画質モード （阻 50) と画 
像サイズ （田 50) の組み合わせび切り換わります。 

ISO ISO 感度設定※ 

0 ( Fn ) ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回すと、 ISO 感度 （阻 53) び切り換 
わります。 

WB ホワイトバランス設定※ 

0 ( Fn ) ボタンを巧しなびらコマンドダイヤルを回すと、ホワイトバランス （阻 52) 
び切り換わります（撮影モード P 、 S 、 A 、 M のみ)。 

※撮影情報変更画面と情報画面（セットアップメニューの[情報画面デヴイン](曲120)び[クラ 
シックデヴイン]の場合のみ）で、の ( Fn ) ボタンを押しなびらコマンドダイヤルを回して設定 
できる機能の表示の隣に面アイコンび表示されます。 



メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 


112 










カスタムメニュー（さ5に詳細な撮影時の設定) 


12 AE - L / AF - L ボタンの機能（フルメニューで表示（曲118)) 

公 P :!： ボタンの役割を変更でさます。 

函 AE/AF 同時□ック（初期設定） 

紙1： ボタン対甲すと、 AE □ック （田 63) とフォーカス□ック （の60) び同時に行われます。 

困 AE □ックのみ 

& P :|： ボタンを押すと、 AE □ック （阻 63) だけび行われます。 

面 AF □ックのみ 

な P :|： ボタンを押すと、フォーカス□ック（の 60) だけび行われます。 

品み AE □ック維持 

& P :|： ボタンを押すと、 AE □ック （田 63) 状態び維持され、ちラー度押すと解除されます。 

AF AF 作動 

な p : l : ボタンを押すと、オートフォーカスび作動します。シャッターボタンを半押しして 
ち、才ートフオーカスは作動しないのでごを意ください。 


13半押し AE □ツク（フルメニューで表示（の118)) 

-[しない]湖期設定)のときは、シャツターボタンを半押ししても、 AE □ツク （の63) 
は行われません。 

-[する]にすると、シャッターボタンを半押ししたときに、 AE □ックび行われます。 


14内蔵フラッシュ発光/州寸けフラッシュ発光(フルメニューで表示 (35118)) 

内蔵フラッシュと別売スピードライト SB -400 の発光制御ち法を設定します。 

撮影モード P 、 S 、 A 、 M で設定でさます。 

SB -400 をカメラに装着しているとさは、メニュー名 [14 内蔵フラッシュ発光]び 
[14 外付けフラッシュ発光]に変わり、 SB -400 の発光制御ち法を設定できます。 

TTL も TTL モード（初期設定） 

発光量び自動的に制御されます。 

M ちマニュアル発光モード 

[ Full ] (フル発光）のほか、5段階の発光量を選べます。 [ Full ] 

(フル発光）での内蔵フラッシュのガイドナンバーは約13 

( ISO 100 • m 、20° C ) です。 


[マニュアル発光モード]にすると、情報画面とファインダー内下 
部で日 g マークび点滅します。 
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カスタムメニュー（さ 5 に詳細な撮影時の設定) 


15パワーオフ時間（フルメニューで表巧（の118)) 

何ち操作をしないで一定時間び過ざると、バッテ U —の消耗を抑えるために液晶モニ 
ターやファインダー内表示び消灯します。ここでは、液晶モニターび自動的に消灯す 
るまでの時間や半押しタイマーびオフになるまでの時間を変更でさます。 

情報画面のパワーオフ時間は半押しタイマーに連動します。 

洲〇町短め 

何ち操作しないと、画像の再生時やメニュー表示時には8秒で、撮影直後の画像確認 
時には4秒で液晶モニターび消打します。半巧しタイマーは4秒でオフになります。 

NORM 標準（初期設定） 

何を操作しないと、画像の再生時やメニュー表示時には12秒で、撮影直後の画像確 
認時には4秒で液晶モニターび消打します。半押しタイマーは8秒でオフになります。 

LONG 長め 

何ち操作しないと、画像の再生時やメニュー表示時には20秒で、撮影直後の画像確 
認時には20秒で液晶モニターび消打します。半押しタイマーは1分でオフになりま 
す。 

0^カスタマイズ 

下の時間をそれぞれ設定でさます。各項目の設定後、[設定終了]を選んで OK ボ 
タンを押すと設定び有効になります。 

[再生/メニュー表示]: 画像の再生時やメニュー表示時に液晶モニターび消打する 
までの時間を [8 秒] [12 秒] [20 秒][1分] [10 分]から 
選べます。 

[撮影直後の画像確認]: 撮影直後の画像確認時に液晶モニターび消打するまでの時 
間を [4 秒] [8 秒] [20 秒][1分] [10 分]から選べます。 
[半押しタイマー]: 半押しタイマーびオフになるまでの時間を [4 秒] [8 秒] [20 

秒][1分] [30 分]から選べます。 

[07 撮影直後の画像確認](田111)び[する](初期設定）の場合、撮影後の半押し 
タイマーは、撮影直後の画像確認のパワーオフ時間に連動してオフになり、液晶モニ 
ターも消灯します。 U モコン撮影 （の 55) 時は、カスタムメニュー [17 U モコン待 
機時間] (38115) で設定した時間でパワーオフします。 

M パワーオフ時間について 

-パワーオフ時間び長いほど、バッテ U —の消耗び速くなります。 

-別売のパワーコネクタ ーEP-5 と AC アダプター EH-5a (08156) を接続しているときは、[パワーオ 
フ時間]の設定にかかわらず、半押しタイマーはオフになりません。 

-パソコンや PictBridge 対応のプ U ンターを接続しているときは（田80、83)、[パワーオフ時間]の 
設定にかかわらず、液晶モニターやフアインダー内表示は消巧しません。 


16セルフタイマー時聞（フルメニューで表示（の118)) 

セルフタイマー撮影 （田 55) 時に、シャッターボタンを押してからシャッターびさ 
れるまでの時間を口秒]、 [5 秒]、 [10 秒](初期設定)、 [20 秒]から選べます。 


メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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カスタムメニュー（さ5に詳細な撮影時の設定) 


17リモコン待機時巧（フルメニューで表示（の118)) 

U モコン撮影 （曲 55) 時に、カメラび U モコンからの信号を待ち受ける時間を [1 分] 
(初期設定)、 [5 分]、 [10 分]、 [15 分]から選べます。 

- U モコンモードにしてから、 U モコン撮影をしないままで受信待機時間び過ざる 
と、 U モコンモードび解除されます。 


18デート写し込み設定（フルメニューで表示（曲118)) 

画像に直接曰時を写し込みます。 


しない（初期設定） 

曰付、時刻のどちらを写し込みません。 

DATE 

年•巧•曰 



撮影した画像のち下に、 

日付を写し込みます。 

DATE © 

年•月•日-時刻 



撮影した画像のち下に、 

曰付と時刻を写し込みます。 

醒 

誕生曰カウンター（曲 116) 


お子様の成長記録や植物の観察日記などに便利な機能です。 

デート写し込み設定をすると、情報画面に匹旧び表示され 
ます。 



デート写し込みを設定した画像には、次のように曰付び写し込まれます。 

[縦横位置情報の記録] (曲128) を 
[す别にして、縦位置で撮影した場合 



。デート写し込みについてのごま意 

-一度写し込まれた曰時を画像から消したり、撮影した後で曰時を写し込んだりすることはでさませ 
Aj 。 

•年月曰の並びは、[曰時設定](曲 21) での設定と同じになります。 

. 画質モード（西 50) び [ RAW ] または [ RAW + B ] のとさは、曰時を写し込みでさません。 

の 「デート写し込み」と「プリント指定」について 

日付や撮影情報の印刷び可能な DPOF 対応のプ IJ ンターでプ IJ ントするときは、[デート写し込み]で 
曰時を写し込んでいない画像でち、[プ IJ ント指定](田 90) で撮影曰時や撮影情報をプ IJ ントする 
ように設定でさます。 




















カスタムメニュー（さ5に詳細な撮影時の設定) 


誕生日カウンターの使い方 


撮影曰と一緒に、誕生曰など特定の曰付から撮影曰までの曰数 
を写し込めます。誕生曰や結婚式までの曰数をカウントダウン 
形式で入れたり、お子様び産まれた曰からの経過曰数を入れた 
りするとさなどに使います。 


18 デート写し込み設定 


座定終了 晒 I 


日付の登録 

初めて誕生日カウンターを設定するとさや、1〜3のいずれか 
を選んでマルチセレクターのちを押すと、[誕生曰設定]画面 
び表示されます。「曰時を設定する」の手順2 (曲 21) と同様 
の操作で曰付を設定後、 0 K ボタンを巧してください。曰付は 
3種類まで登録でさます。他の曰付に切り換えるには、1〜3の 
いずれかを選んで、 0 K ボタンを押してください。 



表示の選択 

曰数の表示形式を選んで 0 K ボタンを押してください。 



各項目の設定後、[設定終了]を選んで 0 K ボタンを押すと設定び有効になります。 
誕生曰カウンターを使って撮影した画像には、次のように曰付び写し込まれます。 



誕生曰まであと2曰の場合 
メ 



IlM ^ I 頸離。縣。溺 


記念曰か5 2曰後の場合 


I 19フォーカスエイドインジケーター(フルメニューで表巧（の118)) 

I [する]にして、撮影モード M じ(外でマニュアルフ ォー カス（田 61) にすると、ファ 
5インダー内下部の露出インジケーターびフ ォー カスエイドインジケーターに切り換 
I わります。マニュアルでピントを合わせるときに便利です。 
i -開放絞り値び f /5.61；^ 上の明るいレンズで使えます。 

を-撮影モード M では使えません。 

I オートフオーカスの苦手な被写体（曲 38) では、適切に作動しないことびあります。 


表示 

内容 

表巧 

内容 

mm 

フ オー カスポイント内 
の被写体にピントび 
合っています。 


被写体のかし後方にピ 
ントび合っています。 


被写体の少し前方にピ 
ントび合っています。 


被写体のかなり後ちに 
ピントび合っています。 


被写体のかなり前方に1 
ピントび合っています。 

1111111 

ピント エラー （ピント 
を合わせられません） 
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-(カメラの基本設定） 


セットアップメニューにはじ(下の項目びあります。 

-メニューの操作ち法については「メニューの操作ち法」 
(の 94) をご覧ください。 


メニュー表示切り換え 

各メニュー画面に表 7 J \ されるメニュー項目を設定します。 

カードの巧]期化（フオーマット） 

SD カードを初期化します。 

情報画面デザイン 

情報画面のデヴインを設定します。 

情報画面の自動表示 

シャッターボタンの半押しによる、情報画面の自動表示を設定します。 

情報画面の自動消な 

アイセンサーの感知による、情報画面の自動消灯を設定します。 

ワールドタイム 

内蔵時計を合わせます。 

液晶モニターの明るさ 

液晶モニターの明るさを調節します。 

ビデオ出力 

テレビとの接続に必要な設定を行います。 

言語 ( LANG ) 

画面に表示する言語を設定します。 

画像コメント 

撮影する画像にコメントを登録します。 



田 11 S 
田24 
田120 
35122 
35123 
田21 
35123 
の123 

35123 

35124 


必下の項目ち表示 


阻125 


35126 


[メニュー表示切り換え](の118)を[フルメニュー]にすると、 

されます。 

記録フォルダー設定 

画像を記録するフォルダーを設定します。 

連番モード 

ファイルの番号の付けちを設定します。 

イメージセンサークリーニング の126 

撮像素テ上の□ーパスフィルター表面に付いたゴミをカメラび自動で取り除さます。 

クリ ー ニングミラーアップ の126 

撮像素テ上の□-パスフィルターの巧れを調べたり、ク U —ニングしたりするために、ミ 
ラーを上げた状態で固定します。 

ファームウェアバージヨン 阻126 

ファームウェアの情報を表示します。 
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メニュー表お切り換え 

各メ 


-ユー画回|しを 7 J \ ごれなゾ-ユー i 貝白を鼓足しまず。 



シンプルメニュー（初期設定） 

カスタムメニュー ( EJB 109) とセットアップメニュー（田 117) には、基本的なメニュー 
項目だけび表示されます。再生メニュ ー 、撮影メニュー、画像編集メニューにはすべて 
のメニュー項目び表示されます。 

フルメニュ ー 

すべてのメニュー項目び表示されます。 

マイメニュ ー 

あらかじめ登録したメニュー項目だけ表示されます。 


セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


イメージダストオフデータ取得 35127 

別売の Capture NX の「イメージダストオフ機能」を使うためのデータを取得します。 
縦横位置情報の記録 の 128 

撮影時のカメラの縦横位置情報を記録するかどラかを設定します。 

[メニュー表示切り換え]を[マイメニュー]にしたとさは、マイメニューに登録し 
たメニュー項目だけび表示されます（の119)。 


宜眉眉 

メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


[マイメニユ ー] の設定方法 


[セットアップメニュー]- ► [メニュー表示切り換え] -» 
[マイメニュー]を選んでマルチセレクターのちを押す 

• ちの画面び表示されます。 


を設定終了 趣 )I 


再生 

撮影 

1カスタム 
セットアップ 
画像編集 


編集したいメニューを選んでマルチセレクターのちを押 
す 

-選んだメニューの項目び一覧表示されます。ちの画面は、再生メ 


-を選んだ場合の表示例です。 



マルチセレクターの上または下を押して、マイメニュー 
に登録するメニュー項目を選ぶ 


-チェックボックスをオン囚にした項目びマイメニューに登録さ 
れ、オフ□にすると登録されません。オン/オフを切り換えるに 
は、そのメニュー項目を選んで、マルチセレクターのちを巧して 
ください。 

•セットアップメニューの[メニュー表示切り換え]は、選べません 

4 [選択終了]を選んで、 0 K ボタンを押す 

• 手順1の画面 II 民ります。 

-手順2〜3を繰り返し、5種類のメニューそれぞれについて、マイ 
メニューに登録する項目を設定します。 


[設定終了]を選んで 0 K ボタンを押す 

. セッ ト アップ メニュー画面に戻ります。 


頃目選択 ■ 糊 

選択終了 
田削除 

□ 再生フォルダー設定 
□ 縦位置自動回転 
□ スライド シヨー 
因プリント指定の POF ) 


ストツ乃-シヨン再生►設定！ 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


情報画面デザイン 

情報画面（田 8) のデヴインを、デジタルイメージプ□グラム（撮影モード A 掛、@、 
を、 圍、•を、 化、因）と、撮影モード P 、 S 、 A 、 M のそれぞれで、次のよう 
な「クラシックデヴイン」、「グラフィックデヴイン」、「壁紙デヴイン」の3種類から 
選べます。 


プ□グラムオート 


V125 F5.6S9 

日な 


曰 


V 旧 5 f 5 .日 I 


>囚0。旧0。晒) ff 旧日日] 


m 


#設定変更 




AUTO 

100 

回 

AF-A 

圆 




クラシックデザイン（の121) グラフィックデザイン（の 8) 



壁紙デザイン（曲 122) 


情報画面デザインの設定方法 



背景色または文字色を選んで OK ボタンを押す 

-[グラフィックデヴイン]を選んだときは、背景色を[ホワイト]、[ブラック]または 
[オレンジ]に変更でさます。 

-[クラシックデヴイン]を選んだときは、背景色を[ブルー]、[ブラック]または[オレ 
ンジ]に変更でさます。 

-[壁紙デヴイン]を選んだとさは、スぞ色を[黒文宇]または[白文字]に変更でさます。 


メ11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


クラシックデザインについて 

「クラシックデヴイン」の表示内容はじ(下のとおりです。 


カメラを横に構えたとき 


カメラを縦に構えたとき 



11 


12 


V125 F5.6 


22ミ 






5 6 7 8 9 





撮影モード . 6 

シャッタースピード . 40〜46 

ISO AUTO マーク . 111 

デート写し込み設定表示 . 115 

フオーカスポイント表示 

. 26、30、58、59、60 

AF エ U アモード表示 . 58 

仕上びり設定表示 . 101 

バッテ IJ 一 残量表示 . 28 

電子音表示 . 110 

記録可能コマ数 . 28、178 

ホワイトバランスプ U セットデータ 

取得モード表示 . 106 

PC カメラモード表示 . 81 

マニュアル 発光設定 マーク . 113 

外付けスピードライト 
調光補正マーク . 150 


15 2120 22 

露出インジケーター . 45 

露出補正インジケーター . 67 

絞り値 . 40 〜 46 

フラッシュモード . 65 

露出補正値 . 67 

ヘルプあり表示 . 13 

E 調光補正値 . 68 

アクティブ D - ライティング . 69 

測光モード . 62 

AF エ IJ ァモード . 58 

フ オー カスモード . 57 

レ U —ズモード . 54 

ISO 感度 . 53 

gj ホワイトバランスモード…. 52、103、104 

田画像ヴィズ . 50 

田画質モード . 50 


D 

\ 

田 

] 

ES 

巧 

の 

KT 1 

の 

田 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


壁紙デザインについて 

「壁紙デヴイン」の表示内容は「グラフィック 
デヴイン」と同じです。撮影した画像を情報 
画面の壁紙に設定でさます。ただし、絞りイ 
メージ、シャッタースピードイメージや撮影 
モードダイヤルのグラフイック表示（曲 9) は 
表示されません。 



夕囚〇占旧 OD 晒折 

■■Kl^QQlBip] 

Hoihiih^ 

■ #設定変更 


「壁紙デヴイン」で使う画像は心下の手順で設定してください。 


[情報画面デザイン](曲120:手順 1) の項目か5陛紙 
画像選択]を選び、マルチセレクターのちを押す 

- SD カードに記録されている画像び表示されます。 



2マルチセレクターの左またはちを押して画像を選ぶ 

-^ボタンを押している間、選択中の画像を大さく表示でさます。 



3 OK ボタンを押す 

•設定び有効になり、セットアップメニューに戻ります。 

-[壁紙画像選択]で画像を設定すると、選択した画像は壁紙用の画像に変換され、カメラ 
内に保存されます。 

. -カメラ内に保存でさる壁紙データはひとつだけです。[壁紙画像選択]で画像を設定する 

^ と、ご購入時や変更前に設定されていた壁紙データはカメラ内から削除され、新しく設 

ュ 定した画像に置さ替わります。 

1 -壁紙用の画像は、 SD カードにコピーしたり、カメラで再生したりすることびできません。 
使 また、壁紙用の画像を他の画像に変更した場合、 SD 力ードから削除された画像は再び設 

云 定でさません。 

詳 

細 - 

胃情報画面の自動表巧 

画-[自動表示する](初期設定）にすると、シャッターボタンを半押しして指をはなす 
I だけで、液晶モニターに情報画面を表示でさます。また、カスタムメニュー [07 
I 撮影直後の画像確認]を[しない]に設定すると、撮影直後ち情報画面び表示され 
^ ます。撮影設定を確認する機会び多いとさに便利です。 

-[自動表示しない]にすると、シャッターボタンの半押しでは情報画面を表示しま 
せん。 

•撮影モードびデジタルイメージプ□グラム（撮影モード A 探、 @ 、堇、圍、•を、 
化、因）と、撮影モード P 、 S 、 A 、 M のそれぞれについて設定することび 
でさます。 

-この設定にかかわらず、シャッターボタンを押している間、液晶モニターは消打し 
じつ よ9。 
















セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


情報画面の自動消な 

する（初期設定） 

情報画面の表示中にファインダーに顔を近づけると、アイセンサーび反応し、情報画面 
の表示を消打して、ファインダー内下部の表示を点打します。情報画面の表示中は、ファ 
インダー内下部の表示は点打しません。 

しない 

アイセンヴーの機能をオフにし、情報画面の表示中ちフアインダー内下部表示を点打し 
ます。 


液晶モニターの明るを 

液晶 モニターの 明るさを設定します。 

液晶の明るさ設定 

液晶モニターの明るさを[一 3] 〜 [+ 3] の7段階で調整でさます。 

初期設定は [0] です。 

自動減光の設定 

[する](初期設定）に設定すると、バッテ IJ - の消耗を抑えるため、情報画面の表示中 
に、時間経過ととちに液晶モニターび暗くなります。 


ビデオ出力 

テレビやビデオなどに接続する場合のビデオ出力ち式を [ NTSC ] または [ PAL ] か 
ら選びます。通常、日本国内では [ NTSC ] (初期設定）にします。 [ PAL ] は PAL ち 
式のテレビやビデオとの接続に使います。 [ PAL ] にすると、画面びちらつくことび 
あ 0 ます。 


言語 ( LANG ) 

メニューやメッセージの表示言語を、下の15種類から選べま 
す。 


De 

Deutsch 

ドィツ語 

Pt 

Portugues 

ポルトガル語 

En 

English 

英語 

Ru 

PyCCKMM 

□シア語 

Es 

Espanol 

スペイン語 

Sv 

Svenska 

スウェーデン語 

Fi 

Suomi 

フィンランド語 

繁 

中文(繁體） 

繁体中国語 

Fr 

Fran が is 

フランス語 

简 

中文(简体） 

簡体中国語 

It 

Italiano 

イタ U ア語 

曰 

日本語 

曰本語 

N1 

Nederlands 

オランダ語 

哥 

哥音 

韓国語 

PI 

Polski 

ポーランド語 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


画像コメント 

あらかじめコメントを登録しておさ、撮影する画像に添付でさ 
ます。添付されたコメントは、 ViewNX や別売の Capture NX 
(田 156) の撮影情報表示ェ U アに表示されます。 


設定終了 

変更を記憶してセットアップメニュー画面に戻ります。 

コメント入力 

画像コメントの入力画面び表示されます。英数宇でコメントを入力し、^ボタンを押す 
と、コメントび登録されます。 



キーボー ドエリア 

マルチセレクターで文字を選び、 
0 K ボタンを押すと、コメント 
ェ IJ アに文字び入力されます。 



コメントエ U ア 

入力した文字び表示されます。 
コマンドダイヤルを回すと、 
カーソルび 左ちに移動します。 


-コメントエ U アのカーソルびある位置に、入力した文字び挿入されます。 

-入力できるのは36文宇までです。37文字じ(上入力すると、コメントエ U アからあ爲 
れた文字び削除されます。 

•ス字を削除したいとさは、削除するス字の上にカーソルを移動し、而ボタンを押しま 
す。その文字び削除され、後ろの文字び繰り上びります。 

-コメントの登録をキャンセルしたいときは、 MENU ボタンを巧してください。 

コメント添付 

登録したコメントを画像に添付したい時は、[コメント添付]を選んでマルチセレクター 
のちを押し、チェックボックスをオン囚にします。[設定終了]を選んで 0 K ボタンを 
押すと、設定び有効になり、その後撮影した画像にはすべてコメントび添付されます。 


■ メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


記録フォルダー設定（フルメニューで表示（の118)) 

SD 力ード内にフォルダーを新規作成して、記録するフォルダーを選べます。 

-記録するフォルダー名は、3ケタの数字（フォルダー番号）と5ケタの英数字（フォ 
ルタ'-グループ名）で構成されています（例： 100 NCD 60) 。フォルダー番号は、 
自動的に付けられ、フォルダーグループ名は、自分で新規作成でさます。 


記録フォルダー選択 

フオルダーグループを新規作成すると、画像を記録するフオルダーグループを選べます。 

記録フオルダーに設定されて 
いるフオルダーグループ^ 


自分で作成したフォルダー 
グループ（アルフ アベッ ト順） 

※記録フォルダーに設定したフォルダーグループは、控フォルダー削除]で削除したり 、 SD 
カードを交換したりした場合でちそのまま表示されます。このフォルダーグループを選んだ 
ままで撮影すると、同じ名称のフォルダーグループび、再び作成されます。 

新規作成 

新しいフオルダーグループを作成してフオルダーグループ名煤数字)を付けます。^ボ 
タンを巧すと、新規作成されます。 



^ — tK ——卜 I リノ，- 

マルチセレクターで文字を 
選び、 0 K ボタンを押すと、 
グループ名工 U アに文字び 
入力されます。 



ーグループ名エリア 

入力した文字び表示されま 
す。コマンドダイヤルを回 
すと、 カーソルび 左ちに移 
動します。 


-グループ名工 U アのカーソルびある位置に、入力した文字び挿入されます。 

-入力でさるのは5文字までです。6文字!;(上入力すると、グループ名工 U アからあふれ 
た文字び削除されます。 

•文字を削除したいとさは、削除する文字の上にカーソルを移動し、而ボタンを巧しま 
す。その文字び削除され、後ろの文宇び繰り上びります。 

-フオルダーグループの新規作成やグループ名の変更を中止したいときは、 MENU ボタン 
を押して、メニユーに戻ってください。 

フオルダー名変更 

フオルターグループ名の一覧から名称を変更したいフオルターグループを選び、フオル 
ダー名編集画面でフオルダ ー グループ名を変更でさます。編集画面の操作ち法は、新規 
作成時と同じです。初期設定のフオルダー名は変更でさません。 

空フォルダー削除 

画像び1コマち記録されていないフオルダーグループびすべて削除されます。 


0フォルダ-名について 

-使用中のフォルダー内の画像ファイルび999〕マに達するか、ファイル番号び9999に達したときに 
撮影すると、同じグループ名でフォルダー番号び更新されたフォルダーび自動的に作成されます。 

-同じグループ名のフォルダーび複数ある場合、[記録フォルダー選択]でそのグループを選ぶと、同 
じグループ名でフォルダー番号び最大のフォルダーに記録されます。たとえば、 101 NCD 60、 
102 NCD 60 というフォルダーびある場合、鬧録フォルダー選択]で [ NCD 60] を選ぶと、 102 NCD 60 
に画像び記録されます。 



























セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


-を変更するたびに、ファイル番号び「0001」に戻 


連番モード（フルメニューで表示（の118)) 

ファイル番号のつけちを設定でさます。 

OFF (巧期設定） 

SD カードや画像を記録するフォルダ- 
ります。 

ON 

SD 力ードを交換したり、画像を記録するフォルダーを変更したりしてち、じ(前からの続 
さのファイル番号を付けられます。 

• ON から OFF に戻してもカメラはファイル番号を記憶しています。もう一度 ON に切 
り換えてち、前記憶した番号から連番びつさます。 

-ファイル番号び9999に達したときに撮影すると、自動的に新規フォルターび作成さ 
れ、連番モードの設定にかかわらずファイル番号び0001番に戻ります。 

U セット 

カメラび記憶しているファイル番号を IJ セットします。 IJ セット後に撮影すると、新し 
いフォルダーび作成され、「0001」からの連番でファイル番号び付けられます。 

0ファィル番号にっぃて 

フォルター番号び999に達しているときに、ファイル番号び9999に達するか、このフォルダー内の 
ファイル数び999個に達した場合は、それ上フォルダーを作成することびできず 、シャックーげき 
れません。また、液晶モニターには「メモ U —カード空さ容量不足」の警告メッセージび表示され、 
ファインダー内下部に (こ uL び点滅表示されます。この場合は、[連番モード]を [ U セット]した 
後、 SD カードをフオーマットするか、交換してください。 


イメージセンサークリーニンク（フルメニューで表示（の118)) 

撮影素テ上の□ーパスフィルター表面に付いたづ5をカメラび自動で取り除さます。 
詳しくは「□ーパスフィルターを自動で掃除する（イメージセンサーク U —ニング)」 
(曲 160) をご覧ください。 


クリーニングミラーアップ（フルメニューで表巧（の118)) 

撮像素テ上の□ーパスフィルターのちれを調べたり、ク U —ニングしたりするため 
に、5ラーを上げた状態で固定します。詳しくは「□ーパスフィルターをブ□アーで 
掃除する」 (30162) をご覧ください。 


ファームウエアパージョン（フルメニユーで表示（の118)) 

カメラを制御する「ファームウェア」のバージョンを表示しま 


す。 


ロファ-ムウ1パ\-ジョン 


メ11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 




イメージダストオフデータ取得（フルメニューで表示（の 118)) 

別売の Capture NX (田 156) の「イメージダストオフ機能」を 

使うためのデータを取得します。「イメージダストオフ機能」と 

は、カメラの□-パスフイルターに付いたづ5の写り込みを、 

RAW 画像から取り除く機能です。詳しくは、別売の Capture 

NX の使用説明書をご覧ください。 

イメージダストオフデータの取得方法 

1[開始]または[イメージセンサークリーニング後開 

始]を選んで 0 K ボタンを押す 

-撮影後にイメージダストオフデータを取得するとさは、[開始] 

を選んで<ださい。ちの画面び表示されます。 

-イメージダストオフデータを取得してから撮影するときは、 

[イメージセンサーク U —ニング後開始]を選んでください。 

イメージセンサーク U - ニング (05160) を実行してから、も 
の画面になります。 

-ファインダー内下部に、イメージダストオフデータ取得モード 
表示び表示されます。 

-データ取得を中止したいときは、 MENU ボタンを押してください。 

2レンズ先端から 10 cm 程度離れた、明るく白い無地の 

被写体を画面いっぱいにとらえ、シャッターボタンを 

半押しする 

-才ートフオーカスのとさは、カメラび自動的に無限遠にピント 
を合わせます。 

-マニュアル フオー カスのとさは、手動で無限遠に合わせてくだ 
さい。 

3シャッターボタンを押し込んで撮影する 

. シャッターボタンを押すと、液晶モニターび消打します。 


被写体び明るすざたり暗すざたりしたために、データび取得で 
さなかった場合は、ちの画面び表示され、手順1の状態に戻りま 
す。被写体の明るさを変えて、ちラー度撮影してください。 




^イメージセンサークリーニングについてのごま 意 

撮影とイメージダストオフデータ取得の間にイメージセンサーク U —ニングび行われると、撮影時と 
データ取得時で□ーパスフィルター上のゴミの位置び変わってしまい、づミの写り込みを取り除けま 
せん。このカメラは、電源を ON / OFF するとイメージセンサーク U —ニングを行います（初期設定)。 
イメージダストオフデータを取得する場合は、セットアップメニュー[イメージセンサーク IJ ー ニン 
グ]の[電源スイッチに連動](曲 161) を[実行しない]にすることをおすすめします。 
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セットアップメニュー（カメラの基本設定) 


0イ メージ ダストオフデータ取得について 

•非 CPU レンズをお使いの場合は、[イメージダストオフデータ取得]は選べません。 

•お使いになる CPU レンズは、焦点距離び SOmmi ； (上のちのをおすすめします（の146)。 

-ズームレンズは望遠側にしてください。 

-取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更して撮影した画像に 
ち適用でさます。 

. イメージダストオフデータを画像処理ソフトウェアなどで開くことはでさません。 

. イメージダストオフデータをカメラで再生すると、ちの画面び表示され 
ます。ヒストグラム、八イライトは表示でさません。 


m 

…■一 


縦横位置情報の記録（フルメニューで表示（曲118)) 

撮影時のカメラの縦横位置情報（姿勢）を画像に記録するかどうかを設定します。 

-[する]湖期設定)のときは、液晶モニターや ViewNX 、 別売の Capture NX (田 156) 
で画像を再生するとさに、記録した縦横位置情報を利用して、自動的に画像を回転 
表 7 J \ しすす。 

記録されるカメラの姿勢情報は、(下の3種類です。 




時計回りに 90° 回転 



レ U —ズモード (9854) を〇| (連写）にしたとさは、最初の1コマを撮影した縦 
横位置び記録されます。連写中に構図を変えてち、縦横位置情報には反映されませ 
ん/。 

カメラを上向さ-下向さにして撮影すると、縦横位置情報を正しく得られないこと 
びあります。 


[しない]にすると、再生時には常に横位置で表示されます。 


メ 11ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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-(撮彰した画像の編集） 


[画像編集メニュー]では、 SD 力ード内の撮影済み画像に、様々 
な特殊効果を加えたり、 RAW 画像を RAW 現像して JPEG 画像を 
作成したりして、編集を行うことびでさます。画像を編集する 
と、元の画像とは別に、新しい画像として記録されます。画像 
編集メニューには、必下の項目びあります。 

-メニューの操作ち法については「メニューの操作ち法」 
(の 94) をご覧ください。 


□ 

画像編集メニュー 

• 

簡単レタッチ 

だ、 j 


D - ライティング 

を 1 

令 

赤目補正 

< s > 

Jl_ 

リ S ング 

乂 

国 

N ノト-ン 

3 


わィルター効果 

9 


スモールピクチャー 

□. 


簡単レタッチ 

田132 

コントラストと色の鮮やかさを高めた画像を簡単に作成でさます。 

D - ライティング 

田132 

撮影後に逆光やフラッシュの光量不足などで暗<なった被写体を明る<補正します。 

ホ目補正 

35133 

祿目現象」のために人物の瞳の部分びホくなってしまった画像を補正します。 

トリミング 

35134 

画像の必要な部分だけを切り抜さます。 

モノトーン 

田134 

モノ!-ーンの画像 （1 色の明暗だけで表現された画像）を作成します。 

フィルター効果 

35135 

画像全体の色調を演出でさます。 

スモールピクチヤー 

35136 

SD カード内の画像から、サイズを小さくした別の画像を作ります。 

画像合成 

35138 

2コマの RAW 画像を合成して、1コマの画像にします。 

RAW 現像 

35140 

画質モード [ RAW ] または [ RAW + B ] (阻 51) で記録した RAW 画像を、 
現像して JPEG 画像を作成します。 

カメラで RAW 

ストップモーション作成 

田141 

SD カード内の画像から動画ファイルを作成します。 

編集前後の画像表示 

田143 


画像編集で作成した画像を、編集前の画像と並べて表示して、画像編集の効果を確認で 
さます。このメニュー項目は、編集前または編集後の画像を1コマ表示して 0 K ボタンを 
巧したとさのみ表示されます。 


セットアップメニューの[メニュー表示切り換え](曲 118) を[マイメニュー]に 
したとさは、マイメニューに登録したメニュー項目だけび表示されます（の119)。 


メ 11 rl — を使/ ni 謹と画像！！集) 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 

M 画像編集について 

-画像編集によって作成した画像に、さらに画像編集を行うことちでさますび、画像び粗くなったり、 
退色したりする場合びあります。ただし、下の画像編集は行えません。 

-同じ画像編集を繰り返し行ラこと 

-[簡単レタッチ]で作成した画像に対して [ D - ライティング]の画像編集を行うこと 
- [ D - ライティング]で作成した画像に巧して[簡単レタッチ]の画像編集を行うこと 
-[卜 IJ ミング]、[スモールピクチャー]で作成した画像に対してさらに画像編集を行うこと 
-圧ノ I ン]で作成した画像に巧して、さらに簡単レタッチ]、 [ D - ライティング]、跡目補 
正]、[ク□ススク IJ ーン]外の[フィルター効果]の画像編集を行ラこと 
-[ク□ススク IJ ーン]じ(外の[フィルター効果]で作成した画像に対して、別の[ク□スフィル 
ター]外の[フィルター効果]の画像編集を行ラこと 
- [ RAW 現働の[仕上びり設赶を[白黒]にして RAW 現像した画像に巧して、簡単レタッチ]、 
[ D - ライティング]、跡目補正]、圧ノ I ン]、[ク□ススク IJ - ン] I が4の[フィルター効果] 
の画像編集を行ラこと 

-撮影メニュー[仕上びり設定](曲101)を[白黒]にして撮影した画像に対して、牆単レタッチ]、 
[ D - ライティング]、[赤目補正]、[モノ!ン]、[ク□ススク U - ン]外の[フィルター効果] 
の画像編集を行うことはでさません。 

- 0601^(外で撮影または編集した画像やパソコンで編集した画像は、 D 60 では再生または編集でさな 
いことびあります。 

•画像編集中に何ち操作しないまま12秒（初期設定）経過すると、液晶モニターび消灯し、編集中 
の画像は保をされません。カスタムメニューの [15 パワーオフ時間](曲 114) を[長め]に設定 
するか、[カスタマイズ]を選んで[再生/メニュー表示]の時間を長く設定することをおすすめし 
ます。 


画像編集の基本操作_ 

1画像編集メニューを表示して、メニュー項 
目を選ぶ（曲 94) 


2マルチセレクターのちを押す 

-画像の選択画面び表示されます。 


3マルチセレクターの左またはちを押して画 
像を選ぶ 

-^ボタンを押している間、選んだ画像を大さく表 
示でをます。 




メ 11ュ—を使ラ(詳細謹と画像麵) 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


4 0 K ボタンを押す 

-機能ごとの操作画面び表示されます。各編集機能 
の説明をご覧ください。 

•画像編集を途中でやめるときは、尼]ボタンを押 
してください。再生モードの1コマ表示に戻りま 
す。 



再生中の画像を編集するには 

再生モードで画像を選んでから 0 K ボタンを押してち、画像編集びでさます（[画像 
合成]を除く）。 


再生モードの 1 コマ表示 （の 72) で編集し 
たい画像を選ぶ 



0 K ボタンを押す 

-画像編集の項目び表示されます。 


I 拉簡単レタッチ 陋 n 

wBIm 

Wj 皿画 

か I 。畑 【uii ■ ぶ iBBM 田"; がの が 


マルチセレクターの上または下でメニュー 
項目を選ぶ 

-[画像合成]は表示されません。 


1©^ MmUm 

■柿株 iiwi—rai ぶ MW li 枕け。助 ;— 


4マルチセレクターのちを押す 

-機能ごとの操作画面び表示されます。各編集機能 
の説明をご覧ください。 

•画像編集を途中でやめるとさは、尼]ボタンを押 
してください。再生モードの1コマ表示に戻りま 
す。 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集） 


線雖 


簡単レタッチ 

コントラストと色の鮮やかさを高めた画像を簡単に作成でさ 
ます。 

カメラび D - ライティングの機能を使って、画像の暗い部分を明 
るく補正したり、コントラストと彩度（色の鮮やかさ）を高め 
たりします。 

マルチセレクターを上または下に押すと、効果の度合いを[強 
め]、[標準]、[弱め]の3段階から選べます。効果の度合いは、 

設定画面のプレビュー画面で確認でさます。 

0 K ボタンを押すと、編集した画像び記録され、再生モードの1コマ表示になります。 


i 為下が 

ぶ‘•巧._を':‘に! 


( Ml キャンセル田大晒保存 


M 画質モードと画像サイズについて 

作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録されます。ただし、元画像の画質モー 
ドび [ RAW ] または [ RAW+BAS に] のときは、画質モード [ FINE ]、 画像サイズ山の JPEG 画像 
び作成されます。 


D- ライティング（画像の暗い部分を明る<補正する) 

D - ライティングでは、画像の暗い部分だけ 
を明る<補正でさます。逆光で撮影したた 
めに顔の部分だけび暗くなってしまった 
画像や、フラッシュの光量不足で暗くなっ 
てしまった画像などに効果的です。 

D - ライティング前 

-プレビュー画像を見なびら、マルチセレクターで効果の度合 
いを[強め]、[標準]、[弱め]の3段階から選びます。 

- 0 K ボタンを押すと編集した画像び記録され、再生モードの1 
コマ表示になります。 



D - ライティング後 


D - ライティング 




M 画質モードと画像サイズについて 

作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録されます。ただし、元画像の画質モー 
ドび [ RAW ] または [ RAW+BAS に] のときは、画質モード [ FINE ]、 画像サイズ山の JPEG 画像 
び作成されます。 


メ I I ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 









画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


赤目捕正 

フラッシュ撮影時の「赤目現象」によって、人物の瞳の部分び 
赤くなってしまった画像を補正でさます。編集画面では、プレ 
ビュー画像び表示され、下の操作びでさます。 

-赤目補正はフラッシュを使用して撮影した画像のみで行え 
ます。 

-カメラび赤目現象を検出でさない画像は補正でさません。 

-画像によっては、望ましい結果び得られないことびあります。また、ごくまれに赤 
目似外の部分び補正されることびあります。画像を保をする前に、プレビュー画像 
で効果をよく確認してください。 



機能 ボタン 


内容 


拡大率を上げる 




^ボタンを押すごとにプ 
レビュー画像の拡大率び 
上びります。_ 

プレビュー画像の拡大再 


拡大率を下げる 


Q 因 


生中は、ボタンを押す 
ごとに拡大率び下びりま 



画面をスク□ール 
(移動）させる 



拡大表示を終了する 0 K 


画像を保巧ずる 0 K 


す。 


プレビュー画像の拡大再 
生中は、画面をスク□ール 
させて、見たい部分に移動 
でさます。7ルチセレク 
ターを押し続けると、高速 
で移動します。 


プレビュー画像の拡大表 
示中にこれらの操作を行 
ラと、画面のち下に画像全 
体び縮ル表示され、拡大表 
示中の部分び黄色い枠で 
囲んで示されます。数秒す 
ると消えますび、再度操作 
すると表 TJX されます。 


拡大表示中に 0 K ボタンを押すと、拡大表示を終了し 
ます。 


補正した画像び記録され、再生モードの1コマ表示に 
なります。 


M 画質モードと画像サイズについて 

作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録されます。ただし、元画像の画質モー 
ドび [ RAW ] または [ RAW+BAS に] のときは、画質モード [ FINE ]、 画像サイズ山の JPEG 画像 
び作成されます。 
























画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


トリミング（画像の一部を切り巧 <) 

画像の必要な部分だけを切り抜さます。 

卜 U 5ング画像の切り抜<部分のプレビューび表示され、似下 
の操作びでさます。 



機能 


ボタン 


内容 


切り巧く範囲を狭く 
する 




^ボタンを巧すごとに卜 IJ ミングで切り抜く範囲は狭 
くなります。 


切り巧く範囲を広く 
する 


卿 


与 H ボタンを押すごとに卜 U ミングで切り抜く範囲は 
広くなります。 


画面をスク□ール 
(移動）させる 


© 


卜 IJ ミングで切り抜く範囲を移動します。画面をスク 
□ールさせて、切り抜さたい部分をプレビュー画像に 
表 7 J \ します。 


トリミングを実行し 
て画像を保巧する 


0K 


卜 IJ ミングした画像び記録され、再生モードの1コマ表 
示になります。 


@トリミング画像の画質モードと画像サイズについて 

卜 IJ ミング画像の画質モード （の 50) は、元画像の画質モードび [RAW] 、 [RAW+BAS に] のとき 
は tINE] になり、 tIN 口、 [NORMAL]、[BASIC] のときは元画像と同じ画質モードになります。 
画像サイズ （曲 50) は切り抜く範囲に応じて、 i ^ TF の中から自動的に決定されます。 

- 2560 X 1920 -1920 X 1440 -1280 X 960 - 960 X 720 - 640 X 480 


モノ I ン 

[モノ I -ーン]を選ぶと、(下の色調を選べます。 

白黒 

モノク□になります。 

セピア 

セピア色（褐色）のモノ!-ーンになります。 

クール 

ブルー系のモノトーンになります。 

-[セピア]または[クール]を選んだときは、マルチセレクター 
を上または下を押して色の濃さを調整でさます。調整した色 
の濃さはプレビュー画像に反映されます。 

- OK ボタンを押すと編集した画像び記録され、再生モード 
の1コマ表示になります。 


1 勝 1 


r 

ICE 3 キャンセル1 


M 画質モードと画像サイズについて 

作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録されます。ただし、元画像の画質モー 
ドび [ RAW ] または [ RAW+BAS に] のときは、画質モード [ FINE ]、 画像サイズ山の JPEG 画像 
び作成されます。 


メ I I ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


フイルター効ま 

仪下のフィルター効果を選べます。 



スカイライト 

スカイライトフィルターと同様に、画像の青みを抑える効果びあります。 

ウオームトーン 


画像を暖色にする効果びあります。 

ホ強調 

ホ色び強調されます。 

緑強調 

緑色び強調されます。 

青強調 

青色び強調されます。 

ク□ススクリーン 


ク□ススク U —ンフィルターと同様に、輝度の高い部分からク 
□ス状に光の線を出す効果びあります。次の項目を設定します。 

-[光線の本数]:光線の本数を3種類から設定します。 

-[ク□スの量]:ク□スフィルターびかかる光源の量を3段階 
から設定します。 

-[光線の傾さ]:光線の傾さを3種類から設定します。 

-[光線の長さ]:光線の長さを3段階から設定します。 

設定後、[確認]を選んで 0 K ボタンを押すと、画面左のプレビュー上で作成を行います。 
[保存]を選んで 0 K ボタンを巧すと、現在の設定値で編集を行った画像び記録され、再 
生モードの1コマ表示になります。 



カラー カスタマイズ 


ちのよラな画面び表示され、マルチセレクターの上下左ちを押す 
たびに、画像全体の色調がん U 下のよラに変わります。 


緑び強くなる 



青が強< 
なる 



ホび強< 
なる 



ピンクび強くなる 


I 

を 

使 

ラ 

m 

細 

ミ几 

な 

定 

と 

画 

像 

編 

集 


色調を操作すると、プレビュー画像と画像ち側の R (ホ色 ）、 G (緑色 ）、 B (青色）に分 
かれたヒストグラム （阻 75) に反映されます。 

0 K ボタンを押すと編集した画像び記録され、再生モードの1コマ表示になります。 

M 画質モードと画像サイズについて 

作成した画像は、元画像と同じ画質モードと画像サイズで記録されます。ただし、元画像の画質モー 
ドび [ RAW ] または [ RAW + BAS に] のときは、画質モード [ FINE ]、 画像サイズ山の JPEG 画像 
び作成されます。 












画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


スモールピクチャー(かをいサイズの画像を作ぶする） 

小さいサイズの画像を作成します。画質モードは [ FINE ] になります。次のサイズ 
から選べます。 

面 640 X 480 

テレビでの表示に適しています。 

田 320 X 240 

ホームぺージでの使用に適しています。 

口 160 X 120 

電子メールへの添付に適しています。 

再生モードの1コマ表示で画像を選んでからスモールピクチャーを作成する手順は、 
「再生中の画像を編集するには」 （の131) と同様の操作ですび、 MENU ボタンを押し 
て画像編集メニューを選ぶと、複数の画像のスモールピクチャーを作成でさます。 
画像編集メニューで[スモールピクチャー]を選ぶと、手順1の画面び表示されます。 
複数の画像のスモールピクチャーを作成するには、下の手順に従ってください。 


[画像サイズの設定]を選ぶ 


0 



マルチセレクターのちを押す 

-画像サイズの選択画面び表示されます。 



640 X 480 厕 1 


作成したいサイズを選ぶ 


g| [5 320 X 240 


4 OK ボタンを押す 

-サイズび決定し、ちの画面び表示されます。 



スモールピクチャー 


画像選択 ►! 


メ 11 ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


9 [はい]を選んで 0 K ボタンを押す 

•スモールピクチャーび記録され、再生モードの1 
コマ表示になります。 

•画像を選び直したいとさは、[いいえ]を選んで 
0 K ボタンを押してください。手順7の画面に戻 
ります。 

- MENU ボタンを押すと、保存せずに画像編集メニューに戻ります。 


巧デート写し込みを使って撮影した画像のご注意 

カスタムメニュー [18 デート写し込み設定](曲1 15) で曰時を写し込んだ画像をスモールピクチャー 
にすると、日時び読みにくくなることびあります。 

0スモールピクチャーについて 

•スモールピクチャーは再生モードの1コマ表示、サムネイル表示や、画像選択画面で、グレーの枠 
付さで表示されます。 

-スモールピクチャーは拡大表示でさません。 



[画像選択]を選ぶ 




6マルチセレクターのちを押す 

-画像選択画面び表示されます。 


@ irn 


マルチセレクターの左またはちを押して画 
像を選び、マルチセレクターの上または下 
を押して!! fi を表示させる 

-選択を解除したいときは、マルチセレクターの上 
または下を押してください。 

• ^ボタンを押している間、選択中の画像び1コマ 
表示されます。 


0 



8 0 K ボタンを押す 

-確認画面び表示されます。 


スモール ピクチヤ- 



メ11ユ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 


















画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


画像合が（別の画像を重ねる） 

SD カードに記録されている RAW 画像2コマを重ね合わせて1コマの画像に合成でさ 
ます。 

• 画像編集メニューで[画像合成]を選ぶ前に、撮影設定変更画面 （曲 48) または 
撮影メニュー（田100)で画質モード（田 50) と画像サイズ （曲 50) を設定して 
<ださい。画像合成で作成される画像は、合成時の撮影設定変更画面または撮影メ 
ニューの画質モードと画像サイズで保存されます。 

また、画質モード [ RAW ] で保をすると、さらに別の RAW 画像と合成でさます。 



画像編集メニューで[画像合成]を選んで、 
マルチセレクターのちを押す 

•ちのよラな画面び表示され、[画像 1] 欄び八イ 
ライト表示されます。 




OK ボタンを押す 

. SD 力ードに記録されている RAW 画像び一覧表示 
されます。 


0团 


マルチセレクターの左またはちを押して合 
成する画像の 1 コマ目を選ぶ 

-^ボタンを押している間、選んだ画像を大さく表 
示でさます。 


0 


• I 画像1 

dB 国国 




4 OK ボタンを押す 

•選んだ画像び1コマ目に設定され、[画像 1] 欄に 
プレビューび表示されます。 



画像1 画像2フレむ- 


み拡大 趣)画像選択 


メ 11ュ—を使ラ(詳細謹と画像編集) 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 



5マルチセレクターの上または下を押して 
[画像 1] のゲインを設定する 

•合成画像の明るさび適正になるよラに、ゲイン 
(出力）を設定します。 

-ゲインは 0.1 〜 2.0 の範囲で設定でさます。 

•各数値は初期設定の 1.0 (補正なし）を基準にし 
た比率です。たとえば0.引こするとゲインは約半分になります。 
-[プレビュー]欄で、合成後のイメージを確認でさます。 

6マルチセレクターのちまたは左を押して 
[画像 2] を選ぶ 

•OK ボタンを押すと、再度 RAW 画像び一覧表示 
されます。 

-手順3〜5と同様の操作で2コマ目の画像を選び、 

ゲインを設定してください。 



画像2フレむ- 




マルチセレクターの左またはちを押して 
[プレビュー]欄に移動する 

-[合成]を選んで OK ボタンを押すと、プレビュー 
画像び表示されます。手順8に進んでください。 

-[保存]を選んで OK ボタンを押すと、合成画像 
の確認をせずに、合成画像び保存されます。 


0 



8画像を確認して、 OK ボタンを押す 

-合成画像び保存され、再生モードの1コマ表示に 
なります。 


0 



M 画像合成について 

•合成でさる画像は、 D 60 で撮影した RAW 画像だけです。機種の異なるカメラや RAW 外の画質 
モードで撮影した画像は、画像のサムネイルー覧に表示されません。 

•合成画像のホワイトバランス、仕上びり設定、撮影データ（撮影曰時、測光モード、シャッタース 
ピード、絞り値、露出モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、[画像 1] で選んだ 
画像の内容を引さ継ぎます。 


メ I I rl — を使ラ i 謹と画像！！集} 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集） 


RAW 現像（パソコンを®ねずに RAW お像する） 

画質モード [ RAW ] または [ RAW + B ] (曲 51) で記録した RAW 画像を、カメラで 
RAW 現像して JPEG 画像を作成でさます。 


[ RAW 現像]を選んでマルチセレクターのちを押す 

- RAW 画像びサムネイル表示されます。 



マルチセレクターの左またはちを押して、 RAW 画像を選 
ぶ 

•画像を選んだら、 0 K ボタンを押します。 



[露 


[画像サイズ] 



[画質モード]、[画像サイズ]、[ホワイトバランス]、 
出補正]、[仕上がり設定]をそれぞれ設定する 
[画質 モード]: 


画質モードを [ FINE ] [ NORM ] [BAS に] の 
中から選べます （の 50)。 

画像サイズを [ L ] [ M ] [ S ] の中から選べ 
ます (0050) 〇 

[ホワイトバランス]: ホワイトバランスを設定できます。 

-ホワイトバランスの種類について一阻52 
-堂光打の種類について^の103 
-微調整の操作ち法について一 阻 104 :手順2 
[プ U セットマニュアル]で撮影した RAW 画像は、 RAW 現像で[プ 
U セットマニュアル]の微調整をできます。 

明るさを一3〜+ 3までの範囲で設定でさます。 

仕上びり設定を設定できます （の101)。 

[現像]を選びます。 


[露出補正]: 
[仕上がり設定] 

-設定び完了したら、 


4 OK ボタンを押す 

- RAW 現像後の」 PEG 画像び保存され、再生モードの1コマ表示になります。 
- RAW 現像をやめるときは、 MENU ボタンまたは尼]ボタンを押します。 


田 RAW 現像についてのごま意 


- D 60 で RAW 現像できる画像は、 D 60 で撮影した RAW 画像だけです。 

-[ホワイトバランス]を[プ IJ セットマニュアル]外で撮影した画像では、 RAW 現像の[ホワイ 
トバランス]の[プ IJ セットマニュアル]は選べません。 

-[画像合成]で編集した画像には、[ホワイトバランス]を選べません。 

-[アクティブ D - ライティング]を [ ON ] にして撮影した画像には、[露出補正]を選べません。 

-撮影モード A 探、@ 、を、 圍、•を、'5(、化、因で撮影した画像には、[ホワイトバランス]と[仕 
140 上びり設定]を選べません。 


メ I I ュ—を使ラ(詳細設定と画像編集) 













画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


ストップモーシヨン作ぶ 

D60 で撮影した画像をつなげて、動画として記録します。 

動画ファイルの作成 

ストップモーションに使用する画像を選んで、動画ファイルを 
作成します。 

画像サイズの設定 

動画ファイルの画像サイズを [640 X 480] 、 [320 X 240] 、 
[160 X 120] から選びます。 

フ レームレー トの設定 

1秒あたりのコマ数を [15 コマ/秒]、 [10 コマ/秒]、 [6 コマ/ 
秒]、 [3 コマ/秒]から選びます。 



画像サイズの設定 

J 640 X 480 

フレームレートの 設定 

15コマ/秒 


ストップモーシヨンの作成方法 


[ストップモーション]画面で[動画ファイルの作成]を 
選び OK ボタンを押す 

• ちの画面び表示されます。 



2マルチセレクターの左またはちを押して、先頭画像を選 
ぶ 

-ストップモーションの1コマ目にする画像を選んでください。 

-マルチセレクターを押し続けると、高速でサムネイルを移動し 
ます。 

•選択後、 OK ボタンを押してください。 

3マルチセレクターの左またはちを押して、終了画像を選 
ぶ 

-マルチセレクターを押し続けると、高速でサムネイルを移動し 
ます。 

-先頭画像と終了画像の間の画像には左上にび表示されます。 

-ストップモーションで使用できる画像は最大100コマです。 

4 OK ボタンを押す 

•そのまま作成したり、プレビューを見たりするときは、手順6に 
進んでください。 

-ストップモーションに入れたくない画像びあるとさや、先頭画 
像、終了画像を修正したいとさは、[修正]を選んで OK ボタン 
を押し、手順引こ進んでください。 


ストップモーン3ン作成 
先頭画像の設定 


白!^^^^ 

a pupiif り 


み拡大趣}巧定 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集） 


[先頭画像]、[中間画像]、[終了画像]の中から修正し 
たい項目を選び、 0 K ボタンを押す 

-[先頭画像]を選んだとさは、手順2と同様の操作でをラー度先 
頭画像を選んで<ださい。決定すると手順4の画面に戻ります。 

-[終了画像]を選んだとさは、手順3と同様の操作でをラー度終 
了画像を選んで<ださい。決定すると手順4の画面に戻ります。 


ド証 

r'uMiui 1 

先頭画像 

颐1 

中間画像 


終了画像 


^参正しない 

_ 


-[中間画像]を選ぶと、ストップモーシヨンに入れたくない画像を除くことびでさます。 
除さたい画像を選んでマルチセレクターの上または下を押して<ださい。画像のゾび消 
えます。設定び終わったら 0 K ボタンを押してください。手順4の画面に戻ります。 
•修正せずに作成するとさは[修正しない]を選んで 0 K ボタンを押してください。 

6 [作成]を選んで 0 K ボタンを押す 

•ちの画面で、[作成•保存]を選んで 0 K ボタンを巧すと、動画 


ファイルを作成して保存します。保存び終了すると、先頭画像 
び再生モードで1コマ表示されます。 

[プレビユ ー] を選ぶと、保存する前に、設定した内容でストッ 
プモーシヨンを再生できます。プレビユー中は、保存後のストッ 
プモーシヨン再生と同様に一時停止、巻さ戻しや早送りびでさ 
ます（の99)。 

[フレームレートの設定]を選ぶと、1秒あたりのコマ数を変更でさます。 
[設定の修正]を選ぶと、手順引こ戻ります。 


的成*保存 


プレヒュー 

フレームレー トの設定 
設定の修正 


&ストップモーシヨンについてのごま意 

0601^( 外で撮影した画像や、[卜 U ミング] 
せん。 

の ストップモーションを再生するには 


や[スモールピクチャー]で作成した画像は選択でさま 


-作成したストップモーションの動画ファイルには、再生モードの1コマ表示、サムネイル表示で固 
び表示されます。1コマ表示で OK ボタンを押すか、再生メニューの[ストップモーション再生] 
を使って再生でさます（曲99)。 

-ストップモーションで作成した動画のファイル名については「ファイル名について」（田 51) をご 
142 覧ください。 
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画像編集メニュー（撮影した画像の編集) 


編集前後の画像表示（編集結果を見比べる） 

画像編集で作成した画像を、編集前の画像と並べて表示して、画像編集の効果を確認 
でさます。このメニュー項目は、編集元または編集後の画像を1コマ表示して 0K ボ 
タンを押したときのみ表示されます （曲 131)。 

1再生モードの1コマ表示で編集前の画像または編集後の 
画像を選び、 0 K ボタンを押す 

-画像編集の項目び表示されます。 


マルチセレクターの上または下で[編集前後の画像表示] 
を選ぶ 

-画像編集で作成した画像と画像編集の元画像 iU 外では選べませ 
ん。 




画像編集の内容 


編集前後り画像表示 



0 K ボタンを押す 

. 編集前の画像を左側、編集後の画像をち側に表示します。 

-画像編集の内容は、2つの画像の上に表示されます。 

•画像を囲んでいる黄色い枠上の矢印 （▲▼◄►) のち向にマル 
チセレクターを押すと、編集前や編集後の画像を切り換えられ 
ます。 

-マルチセレクターの左またはちを巧すと、編集前/編集後の画 
像を切り換えられます。 

-同一の元画像から作成した複数の編集画像びあるとさは、編 
集後の画像を選んでから、マルチセレクターの上または下を 
押すと、別の編集画像に切り換えられます。 

-画像合成の元画像を選ぶと、マルチセレクターの上または下を押して2コマの元画像を 
切り換えられます。 

-^ボタンを押している間、選択中の画像び1コマ表示されます。 

- 0 K ボタンを押すと、通常再生に戻り、黄色い枠で選択していた画像を1コマ表示します。 


編集前編集後 
の画像の画像 


メ 11 rl — 霉 ni 謹と画像！！集) 
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巧用でをるアクセサリー 

この章では、 D 60 と一緒にお使いいただけるアクセヴ U —と、お使いになる際の 
注意事項について説明しています。 

- D 60 に使用でさる別売アクセヴ U —についての最新情報は、最新のカタ□グや当 
社のホームページなどでご確認ください。 


スピー ドライト（曲 150) 




b アクセサリーについてのごま意 

D 60 には、ニコン製のアクセヴ IJ 一をお使いいただくことをおすすめします。他社製アクセヴ IJ 一 
は、カメラの故障や不具合の原因となることびあります。他社製アクセヴ IJ 一使用によるカメラ 
の不具合については、保証の対象となりませんので、ご了承ください。 










































取り付けでをるレンズ 



5 《2このカメラは VR レンズの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

% 《3スポット測光エ U アは、フオーカスポイントに連動します（曲62)。 

) 'り 《4カメラの測光モードおよび調光制御機能は、アオ U 操作（シフトまたはティルト）をしている 
を とき、または開放絞りじ(外に絞りび設定されているときには、正しく機能しません。 

3 《5アオ IJ 操作をしていない場合のみ可能。 

I ※ら AF - S レンズ、 AF - I レンズ専用（曲148)。 

义1 合成絞り値び f /5.6 上明るい場合に使用可能。 

《8 AF 80-200 mm f /2.8 S 、 AF 35-70 mm f /2.8 S 、 AF 28-85 mm f /3.5-4.5 S く New 〉、 AF 28-85 mm 
f /3.5-4.5 S レンズを使って、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、ファインダースク 
IJ ーンのマット面の像とオートフオーカスのピント表示び合致しない場合びあります。このよ 
うな場合は、マニュアルフォーカスでファインダースク IJ ーンのマツト面を利用してピントを 
合わせてください。 
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取り付けできるレンズ 


《9開放絞りび f /5.6 政上明るいレンズのみ使用可能。 

《10—部、装着でさないレンズびあります（00147)。 

※り AIED 80-200 mmf /2.8 S の兰脚座を回転するとカメラと干渉するため、回転ち向に制限びあり 
ます 。 AI ED 200-400 mmf /4 S をカメラに装着したままでのフィルター交換はできません。 

《12露出インジケーターは使用できません。 

《13露出モードび M でシャツタースピードび1/125秒下のときに使えます。露出インジケーター 
は使用でさません。 

《14縦位置にして装着してください（装着後、横位置に戻すことは可能です)。 

• 複写装置 PF -4 にはカメラアダプター PA -4 を併用すると装着できます。 


D 使用できないレンズ 

次の非 CPU レンズは使用でさません。無理に装着しようとすると、カメラやレンズを破損しますので 
ごを意 < ださい。 

- AF テレコンバーター TC -16 AS 

• AI 改造をしていないレンズ （ AI 方式前の連動爪を使用するタイプ） 

• フオーカシングユニット AU -1 を必要とするレンズ （400 mm f /4.5、600 mm f /5 .6、800 mm f /8、 
1200 mmf/11) 

-フィッシュアイ (6 mm f /5.6. 7.5 mm f /5.6、8 mm f /8、 OP 10 mmf /5.6) 

- 2.1 cmf /4 

-接写 IJ ング K 2 

- ED 180-600 mmf /8 (製品 No .1 74041〜17418 0) 

- ED 360-1200 mm f /11 (製品 No .174031 〜17412 7) 

• 200-600 mm f /9.5 (製品 No .280001 〜30049 0) 

- F 3 AF 用 （ AF 80 mm f /2.8 S、AF ED 200 mm f /3.5 S 、 テレ〕ンバーター TC -16 S ) 

- PC 28 mm f /4 (製品 No .1 80900前の製品） 

- PC 35 mm f /2.8 (製品 No .851001 〜90620 0) 

-旧 PC 35 mmf /3.5 
-旧レフレックス1000 mmf /6.3 

-レフレックス1000 mm f /11 (製品 No .1 42361〜14300 0) 

-レフレックス2000 mm f /11 (製品 No .2001 11〜20031 0) 

M 才ートフオーカスで撮影できるレンズについて 

このカメラでピントをオートフオーカスで合わせるには、 AF - S レンズまたは AF - I レンズび必要です。 
AF - S 、 AF - I レンスま、才ートフオーカス用のモーターを内蔵したレンズです。 AF - S や AF - I じ(外のオー 
トフオーカス ( AF ) レンズを取り付けても、このカメラではオートフオーカス撮影でさません。 

M レンズの開放 F 値とは 

レンズの明るさを示す数値で、そのレンズで最ち絞りを開いたとさの絞り値を意昧します。レンズ名 
称の最後のほうに rf /2.8」 rf /3.5-5.6」 などと記されています。 

@ CPU レンズ、 G タイプレンズ、 D タイプレンズの見分け方 

CPU レンズには CPU 信号接点びあります。 G タイプレンズには 「 G 」 マークび、 D タイプレンズには 
「 D 」 マークび付いています。 G タイプレンズには、絞り U ングびありません。 

絞りリング 





CPU レンズ 


G タイプレンズ 


D タイプレンズ 



使用でさるアクセサリ— 


































取り付けできるレンス 

M AF - S / AF-I テレコンバーターについて 
AF - S / AF - I テレコンパ'-ターは、 AF - S レンズと AF - I レンズ専用のテレ〕ンバーターです。使用できる 
レンズは、じ(下のとおりです。 

AF-S VR ED 70-200 mm f /2.8 G 
AF-S ED 80-200 mm f /2.8 D 
AF-S VR マイク □ ED 105 mm f /2.8 G *^*^ 

AF-S VR ED 200 mm f /2 G 
AF-S VR ED 200-400 mm f /4 G 《2 
AF-S VR ED 300 mm f /2.8 G 
AF-S ED 300 mmf /2.8 DII 
AF-S ED 300 mm f /2.8 D 
AF-I ED 300 mm f /2.8 D 
AF-S ED 300 mm f /4 D 《2 
AF-S NIKKOR 400 mm f /2.8 G ED VR 

《1 AF 撮影はでさません。 

《2 AF - S テレ〕ンバーター TC -17 EII / TC -20 EII との組み合わせでは、 AF 撮影はできません。 

0 CPU レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングは、必ず最ル絞り撮大値）にセットしてくださし、 

0非 CPU レンズについてのご注意 

非 CPU レンズは、撮影モード M のみで使えます。絞りの設定や確認はレンズの絞り U ングで行って 
ください。カメラの露出計は使えません。 i - TTL モードでのフラッシュ撮影などの機能は使えません。 

0 AF ? 甫助光撮影に制限のあるレンズについてのごま意 

AF 補助光を使っての才ートフオーカス撮影びできるレンズの焦点距離は24〜 200 mm 、 AF 補助光び 
届<距離の目安は約 0.5 〜3 m です。 

ただし、次のレンズでは AF 補助光を使ってのオートフオーカス撮影はでさません。 

- A 卜 S NIKKOR 14-24 mm f /2.8 G ED 
- AF-S VR ED 70-200 mm f /2.8 G 
- A 卜 S ED 80-200 mm f /2.8 D 
- A 卜 S VR ED 200 mm f /2 G 
- AF-S VR ED 200-400 mm f /4 G 
- AF-S VR ED 300 mm f /2.8 G 

また、1^(下のレンズでは、撮影距離1内で AF 補助光びレンズによってさえぎられる場合びあり 
ます。この場合、 AF 補助光を使ってのオートフオーカス撮影はでさません。 

- AF-S ED 17-35 mmf /2.8 D 
- AF-S DX ED 17-55 mm f /2.8 G 
- A 卜 S DX VR ED 1 8-200 mm f /3.5-5.6 G 
- A 卜 S NIKKOR 24-70 mm f /2.8 G ED 
- AF-S VR ED 24-120 mm f /3.5-5.6 G 
- AF-S ED 28-70 mm f /2.8 D 
- AF-S VR Micro ED 105 mm f /2.8 G 

0 赤目軽減についてのごま意 

レンズの種類によっては、 AF 補助光ランプの光びさえぎられ、フラッシュ撮影時に充分なホ目軽減 
効果（曲 65) び得られない場合びあります。 


AF-S ED 400 mm f /2.8 D II 

AF-S ED 400 mm f /2.8 D 

AF-I ED 400 mm f /2.8 D 

AF-S NIKKOR 500 mm f /4 G ED VR 《2 

AF-S ED 500 mm f /4 DII 《2 

AF-S ED 500 mmf /4 D 《2 

AF-I ED 500 mm 細※ 2 

AF-S NIKKOR 600 mm f /4 G ED VR 《2 

AF-S ED 600 mm f /4 D 11*^2 

AF-S ED 600 mmf /4 D 《2 

AF-I ED 600 mmf /4 D 《2 
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取り付けできるレンズ 


Q 内蔵フラッシュ撮影に制限のあるレンズについてのごま意 

内蔵フラッシュ撮影び可能な CPU レンズは、焦点距離び 18 mm から 300 mm までのレンズです 
(曲66)。ただし、じ(下の CPU レンズではフラッシュの光びさえぎられる（ケラレる）ため、内蔵フ 
ラッシュ撮影び可能な焦点距離や撮影距離に制限びあります。 


レンズ 

内蔵フラッシュ撮影び可能な条件 

焦点距離 

撮影距離 

AF-S DXED 12 24 mm f /4 G 

20 mm 

3 m 必上 

24 mm 

1 m 切^上 

AF-S DXNIKKOR 

16-85 mm f /3.5-5.6 G ED VR 

24 mmiU 上 

制限なし 


24 mm 

上 

A 卜 S ED 17-35 mmf /2.8 D 

28 mm 

1 上 


35 mm 

制限なし 


28 mm 

1.5 上 

A 卜 S DX ED 17-55 mm f /2.8 G 

35 mm 

1 m 於上 


45 mm 

制限なし 

AFED 18 35 mmf /3.5 4.5 D 

24 mm 

1 上 

28 mmiU 上 

制限なし 

A 卜 S DX ED 18-70 mm f /3.5-4.5 G 

18 mm 

1 上 

24 mmiU 上 

制限なし 

A 卜 S DX ED 18-135 mm f /3.5-5.6 G 

18 mm 

1 上 

24 mml^U 上 

制限なし 

AF-S DX VRED 18 200 mm f /3.5 5.6 G 

24 mm 

1 上 

35 mmiU 上 

制限なし 


24 mm 

2.5 上 

AF 20-35 mmf /2.8 D 

28 mm 

1 上 


35 mm 

制限なし 

AF-S NIKKOR 24 70 mm f /2.8 G ED 

35 mm 

1.5 ソ上 

50 mm 

1 上 

AF-S VRED 24120 mm f /3.5 5.6 G 

24 mm 

1 ml ； (上 

28 mml ；^ 上 

制限なし 

AF-S ED 28 70 mmf /2.8 D 

35 mm 

1.5 上 

50 mmiU 上 

制限なし 

AF-S VR ED 200 400 mm f /4 G 

250 mm 

2.5 miU 上 

350 mm 

2 ml^U 上 


- AF - SNIKKOR 14-24 mmf /2.8 GED 使用時は、すべての撮影距離でケラレび発生します。 
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ほ用でをるか付けフラッシュ（スピードライト) 


内蔵フラッシュの代わりに別売のスピードライトを使えます。 

装着するとさは、アクセヴ U —シューカバーを取り外してくだ 
さい。スピードライト SB -400、 SB -800、 SB -600、 SB -80 DX 、 

SB -28 DX 、 SB -28、 SB -27、 SB -23、 SB -22 S 、 SB -29 S などを、ア 
クセヴ IJ ー シューに差し込むだけでコードレスで接続でさま 
す。また、セーフティ□ック機構（□ック穴）を備えているの 
で、セーフティ□ックピン付きのスピードライト （ SB -800、 SB -600 など）を取り付 
けると、スピードライトび不用意に外れることを防止できます。なお、スピードライ 
卜装着時は、内蔵フラッシュは発光しません。 

D 60 は「ニコンク U エイティブライティングシステム （ CLS ) に対応しています。 
スピードライト SB -400、 SB -600、 SB -800 などと組み合わせることで、 i - TTL 調光、 
発光色温度情報の伝達など、さまざまな機能び利用でさます。また、別売のスピード 
ライト SB -800 やワイヤレススピードライトコマンタ'- SU -800 を装着すると、離れ 
た場所にあるスピードライト SB -600、 SB - R 200 や別の SB -800 を遠隔操作で発光でき 
ます。詳しくは各スピードライトやワイヤレススピードライトコマンダーの使用説明 
書をご覧ください。 

※（: LS は、ニコン製のスピードライトとカメラの組み合わせで実現する、最新のスピードライ 
卜制御システムです。スピードライトの発光量に応じた発光色温度情報をカメラに伝達して 
ホワイトバランスを適正に調整する「発光色温度情報伝達」など、様々な機能び利用できま 
す。 

ニコン スピー ドラ イト SB -400 

-ガイドナンバ ー 21(ISO 100 ‘ m 、 2 ( rC ) の高性能スピードライトです。 

-フラッシュヘッドび上ち向90°までの範囲で回転し、バウンス撮影びできます。 

ニコン スピー ドラ イト SB -800 

-ガイドナンバー38(照射角 35 mm 時、 ISO 100’の、20で）の高性能スピードライトで 
す。 

-フラッシュへッドび上ち向90°から下ち向7°、左ち向180°からち方向90°の範囲 
で回転し、バウンス撮影や近接撮影びでさます。 

-レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させる才ートズーム機能 （24-105 mm ) を 
備えています。また、内蔵ワイドパネルを使用すると、照射角び 14 mm 、17 mm 
になります。 

-周囲び暗い場合でち操作しやすいように、液晶表示パネルと各操作スイッチにイル 
5ネーターを備えています。 

- SB -800 のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 



使用でをるアクセヴ U — 
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使用できる外付けフラッシュ（スピードライト) 


ニコンスピードライト SB -600 

-ガイドナンバー30(照射角 35 mm 時、 ISO 100’の、20で）の高性能スピードライトで 
す。 

-フラッシュヘッドび上ち向90°、左ち向180°からちち向90°の範囲で回転し、パ 
ウンス撮影や近接撮影びでさます。 

-レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させる才ートズーム機能 （24-85 mm ) を 
備えています。また、内蔵ワイドパネルを使用すると、 14 mm の照射角度になりま 
す。 

-周囲び暗い場合でち操作しやすいように、表示パネルおよび操作スイッチにイル5 
ネーターを 備えています。 

- SB -600 のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 

ニコンワイヤレスリモートスピードライト SB - R 200 

-ガイドナンバ ー 10 ( ISO 100 • m 、 20で）の U モート発光用スピードライトです。 

- D 60 で SB - R 200 を使うには、コマンダー機能のあるスピードライト SB -800 または 
ワイヤレススピードライトコマンダー SU -800 び必要です。 

. アタッチメント U ング SX -1 やアダプター U ングを使ってレンズ先端に装着した 
り、スピードライトスタンド AS -20 でカメラから離して設置したり、手持ちで照 
明したりするなど、 i - TTL 調光による多彩な近接（ク□ーズアップ）撮影や U モー 
卜撮影び可能です。 

ニコンワイヤレススピードライトコマンタ’一 SU -800 

CLS 対応カメラに装着して SB -800、 SB -600、 SB - R 200 の発光制御を行うコマンダー 

で、ライティングを U モート（補助灯）のみで行うコマンダー撮影び行えます （ SU - 

800 には発光機能はあり ません)。 


^ガイドナンバーとは 

フラッシュの光量を示す値で、大さいほど光び遠くまで届さます。「ガイドナンバー ニ 絞り値 X 撮影 
距離 ( m)J ( ISO 感度び100の場合）という関係びあります。 SB -400 はガイドナンパーび21 ( ISO 感 
度100、20む）なので、 ISO 感度び100で絞り値び f /5.6 なら、21今 5.6 二約 3.7 m までフラッシュの 
光び届くことになります。また、実効ガイドナンバーは ISO 感度び2倍になると約 1.4 倍0^2倍）に 
なります。たとえば、 D 60 で ISO 感度200で SB -400 を使用すると、絞り値び f /5.6 なら21^ 5.6 X 
1.4 二約 5.3 m まで光び届きます （18 mm レンズの画角をカバーする照射角、 ISO 感度200、20での 

場 口' ) 〇 
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使用できる外付けフラッシュ（スピードライト) 


別売のスピードライト SB -400、 SB -800、 SB -600、 SB - R 200 を使用する場合、スピー 
ドライトとレンズの組み合わせによって次の機能び使用でさます。 


スピードライト 




アドバンストワイヤレスライティング 



1なのみで使用 

主な/コマンダー 
として使用 

補助なとして使用 

発光モード/機能 

SB -400 

SB -800 

SB -600 

SB -800 

SU -80 〇※ 1 

SB -800 

SB -600 

SB - R 200 

1-が2 

i - TTL-BL 調光 

〇※ 3、4 

〇※3 

〇※3 

〇※5 

〇 

〇 

〇 

〇 

スタンダード 

i-TTL 調光 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

AA 

絞り連動外部 
自動 調 光^2 

- 

〇※5 

- 

〇※6 

〇※6 

〇※6 

- 

- 

A 

外部自動 調 光 

- 

〇※5 

- 

〇※6 

- 

〇※6 

- 

- 

GN 

mim 

マニュアルが 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

M 

マニュアル 

発光 

〇※4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RPT 

U ピーテイン 
グフラッシュ 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

マルチエリア 
アクティブ補助光^ 2 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

発光色温度情報伝達 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

REAR 

後幕シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

< s > 

赤目軽減発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

オートズーム 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

感度自動制御 
(カスタムメニュ ー10) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 


SU -800 本体に発光機能はありません。表中の〇は、 SU -800 びコマンダーとして補助灯を制御 
使 でさる機能です。 

胃《2非 CPU レンズ装着時は使えません。 

を《3スポット測光時は設定でさません。スタンダード i - TTL 調光になります。 

P 《4カメラ側で設定でさます（曲113)。 

ク《5 AA モードと A モードの選択は、 SB -800 のカスタム設定で行います。ただし AA モード設定時で 
ち も、非 CPU レンズ装着時は、自動的に A モードになります。 

U ※ら SB -800 のカスタム設定にかかわらず、優先的に AA モードになります。ただし非 CPU レンズ装着 
I 時は、自動的に A モードになります。 
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使用できる外付けフラッシュ（スピードライト) 


m 下のスピードライトで撮影する時は、外部自動調光 （ A ) あるいはマニュアル発光 
撮影となります。これらのスピードライトをお使いの場合、スピードライトの充電状 
態はスピードライト側で確認してください。なお、シャツタースピードは1/200秒じ ( 
下の低速でお使いください。 


スピードライト 

SB -80 DX 

SB -28 DX 

SB -50 DX《i 

SB -28 

SB -26 

SB -25 

SB -24 

SB -30 

SB -27《2 

SB -22 S 

SB -22 

SB -20 

SB -16 B 

SB -15 

SB -23 
SB -29《3 
SB -21 8が 
SB -29 S 《3 


A 

外部自動調光 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

機 

M 

マニュアル発光 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

能 

圆 

マルチフラッシュ 

〇 

— 

〇 

— 

— 


REAR 《4 

後幕シンク □ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


撮影モードを P 、 S 、 A 、 M に設定し、内蔵フラッシュを収納した状態にして内蔵フラッシュび 
光らないようにしてください。内蔵フラッシュび自動的に上びって光ることびあるため、撮影 
モードのデジタルイメージプ□グラムは、使用しないでください。 

《2 SB -27 は D 60 と組み合わせると自動的に TTL モードに設定されますび、 TTL モードでは使えませ 
ん。 SB -27 を強制 A モードに設定しなおしてください。 

《3 SB -29 ’218 • 29 S で才ートフォーカスびできるレンズは、 AF-S VR マイク□ニッ〕ール 
ED 105 mm F 2.8 G レンズのみです。 

《4カメラ側のフラッシュモードで設定してください。 

巧 ISO 感度の自動制御について 

SB -400、 SB -800、 SB -600 を装着時も、カスタムメニュー [10 感度自動制御]を[する]にしたと 
きや、デジタルイメージプ□グラムで ISO 感度を [ AUTO ] (才ート）にしたときは、フラッシュの 
光量び適正となるように感度自動制御び機能します。ただし [10 感度自動制御]を[する]にして 
いてち、手前の被写体び露出アンダーになることびあります（の111)。 

0撮影モード Agf 、 を、圍 、•を、' 5(、 化、 因でのスピードライト使用について 

スピードライト装着時は、内蔵フラッシュは発光しません。 

-フラッシュモード （8265) の AUTO けート：自動発光）機能は解除され、常に外付けのスピード 
ライトび発光します。フラッシュモードの発光禁止は、通常発光に変わります。 

•撮影モード圍、 ^5( でスピードライトを使うと、フラッシュモードは、通常発光になります。ホ目 
軽減にち変更でさます。 

-スピードライト SB -800、 SB -600 または、ワイヤレススピードライト〕マンタ'- SU -800 装着時に 
外付けスピードライト側で調光補正をしたとさは、情報画面の上部に日 g (外付けスピードライト 
調光補正）マークび点灯します。 

-撮影モードダイヤルを®に合わせると、スピードライトも発光禁止になります。 

&他社製フラッシュについてのごま意 

他社製のフラッシュ（カメラの X 接点に 250 Vi ； (上の電圧びかかるものや、アクセヴ IJ ーシュー部の 
接点をショートさせてしまうもの）を使用しないでください。カメラの正常な機能び発揮できないだ 
けでなく、カメラやフラッシュのシンク□回路を破損することびあります。 

固 ホットシューアダプター AS -15 

別売のホットシューアダプター AS -15 を装着すると、シンク□ターミナルび使えます。 


使用でさるアクセサリ— 
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ISO 感度 

100 

200 

400 

800 

1600 

開放側の限界絞りけ/) 

5.6 

6.7 

8 

9.5 

11 


《感度 1 段に巧して絞りは 1/2 段変化します。制御される絞りよりも開放絞りび暗い場合は、装着 
レンズの開放絞りによって制御されます。 


i - TTL モード時に、調光〕ード SC -17、 SC -28、 SC -29 を使ってカメラからスピードライトを離して 
撮影する場合、 i - TTL - BL 調光では適正露出を得られない場合びあります。この場合は、スタンダー 
ド i - TTL 調光に切り換えて撮影してください。また、あらかじめテスト撮影を行ってください。 
i - TTL モード時に、発光面に内蔵パネル1；(外の部材な広散板など）を装着しないでください。カメ 
ラ内の演算に誤差び生じ、適正露光にならない場合びあります。 


使用でをる外付けフラッシュ(スピードライト) 


M スピードライト使用時のご注意 

-詳しくはスピードライトの使用説明書をご覧ください。 

ニコンクリエイティブライティングシステム対応のスピードライトの使用説明書にカメラ分類表 
び記載されている場合は、「ク IJ エイティブライティングシステム対応デジタルー眼レフ」に該当 
する箇所をお読みください。なお、 D 60 は SB -80 DX 、 SB -28 DX 、 SB -50 DX の使用説明書に記載さ 
れているデジタルー眼レフカメラには該当しません。 

-同調シャッタースピードは1/200秒1^(下（低速側）です。 

- i - TTL や外部自動調光モードで、フル発光により露出アンダーになる可能性のある場合には、発光 
直後にファインダー内下部の♦び約3秒間点滅し、露出アンダー警告を行います。 

- i - TTL モード時の ISO 感度連動範囲は ISO 100〜1600です。 

- ISO 感度を1600より高くしたときは、距離や絞りによっては適切な発光量にならない場合びありま 
す。 

-スピードライト SB -400、 SB -800、 SB -600 使用時に、赤目軽減発光を行うフラッシュモードのとき 
は、スピードライト側でホ目軽減発光します。 

•スピードライト SB -800、 SB -600、 SU -800 (ク□-ズアップ機能設定時除く）との組み合わせで 
被写体び暗い場合は、カメラの AF 補助光（曲 57) び発光せず、スピードライトまたはスピードラ 
イトコマンダーの AF 補助光び発光します。 

• SB -800、 SB - 6001^(外のスピードライトの組み合わせでは、才ートパワーズーム機能は使用できま 
せん。 

•撮影モードによっては、 ISO 感度 （の 53) の設定によって、カメラび自動で設定する開放側の限界 
絞りび、下のように制御されます。 

撮影モード Agf 、 を、圍 、を、 A ’、 因 、 P : 


ISO 感度 

100 

200 

400 

800 

1600 

開放側の限界絞りけ/) 

4 

4.8 

5.6 

6.7 

8 


撮影モード化： 


使用でをるアクセサリ— 
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その他のアクセサリー 


ファインダー用アクセサリー 

ファインダー用アクセサ U —をお使いになる場合は、接眼目当てを外して取り付けてくださ 
い。接眼目当ての外しちは、「アイピースキャップの使いち」（の 56) をご覧ください。 

-接眼補助レンズ 

遠視、近視のちのための補助レンズで、接眼部に差し込むだけで簡単に交換でさます。 
-5、一4、一3、一2、0、 +0.5. +1、+2、+ 3 m —1 の9種類びあります（いずれも 
D 60 の視度調節レバーび基準位置（一1 m — i ) の場合の値です)。 D 60 の視度調節機能 
(一 1.7 〜 + 0.5 m — i ) を超える視度補正び必要なとさにお使いください。視度補正の 
効果は個人差び大さいので、店頭で実際に取り付けてお選び<ださい。なお、接眼補 
助レンズをお使いになるとさは、接眼目当ては装着でさません。 

• マグニファイヤー DG -2 

ファインダー中央部の像を拡大します。接写や複写、超望遠レンズでの撮影など、よ 
り厳密なピント合わせび必要なとさに使います。装着には、別売のアイピースアダプ 
夕一び必要です。 

マグニファイヤー DG -2 を装着すると、カメラのアイセンサーび適切に反応しないた 
め、必要に応じて、セットアップメニューの[情報画面の自動消打](の123)を[し 
ない]にしてください。 

-アイピースアダプター DK -22 
上記 DG -2 を D 60 に取り付けるためのアダプターです。 

-角窓用変倍アングルファインダー DR -6 

カメラの接眼部に取り付けると、撮影レンズと直角の方向（水平ち向に向けたカメラ 
の真上など）からファインダー内の画像を確認でさます。 

角窓用変倍アングルファインダー DR -6 を装着すると、カメラのアイセンサーび適切に 
反応しないため、必要に応じて、セットアップメニューの[情報画面の自動消打] 
(の123)を[しない]にしてください。 

フィルター 

-ニコンフィルターには、大さ<分けてねじ込み式、組み込み式、後部交換式の3方式 
びあります。他社製の特殊フィルターなどをお使いの場合は、オートフオーカスや 
フオーカスエイドびでさない場合びありますのでごを意ください。 

•カメラ測光系の特性上、従来の偏光フィルター ( Polar ) はお使いになれません。円偏 
光フィルター ( C - PL ) をお使いください。 

•フィルターをレンズ保護のために常に装着しておくときは、 L 37 C 、 または NC フィル 
ターをおすすめします。 

•逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影するとさは、フィルターによって画 
像上にゴーストび発生する恐れびあります。このよラな場合は、フィルターを外して 
撮影することをおすすめします。 

. 露出倍数のかかるフィルター ( Y 48、 056、 R 60、 X 0、 XI 、 C-PL (円偏光フィルター)、 
ND 4 S 、 ND 8 S 、 A 2、 A 12、 B 2、 B 8、 B 12) では、[測光モード](の62)を[中央部重 
点測光]にして撮影することをおすすめします。[マルチパターン測光]では、充分な 
効果び得られない場合びあります。詳しくは、フィルターの使用説明書をご覧くださ 
い。 

バッテリー 

- Li-ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 9 

付属のノ（ッテ IJ 一と同じちのを、予備ノ（ッテ IJ 一としてお求めいただけます。 


唐 S 曼クセサリ— 
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その他のアクセサリー 


パワーコネクター /AC アダプター 
-パワーコネクター EP -5 
• AC アダプター EH -5 a 《 

AC アダプターを使用すると、長時間カメラを使用するとさに安定して電源を供給でさ 
ます。 D 60 は、カメラ本体と AC アダプターを接続するためにパワーコネクタ ー EP -5 び 
必要です。 EH -5 a の代わりに AC アダプター EH -5 も使えます。カメラとパワーコネク 
ター、 AC アダプターを接続するち法については、「カメラとパワーコネクター、 AC ア 
ダプターの接続ち法」（曲 157) をご覧ください。 

《日本国内専用電源コード （ AC 100 V 対応）付属。曰本国外でお使いになるには、別売の電 
源コードび必要です。 

ボディキャップ BF -1 A 

レンズを取り外したカメラボディーに取り付けることにより、ミラーやファインダース 
ク U —ンなどへのゴミやホコ U の付着を防ぎ、カメラ内部を保護します。 

ビデオケーブル 

-ビデオケーブル EG - D 100 

ビデオケーブルでカメラをテレビやビデオに接続することによって、撮影した画像を 
テレビで見ることや、ビデオデッキで録画することびでさます。 

リモコン ML - L 3 

ワイヤレスでシャッターをさることびでさ、記念写真などに便利です。また、手ブレを 
防止するケーブルレ U —ズの代わりとしてを利用でさます。 

IJ モコン用電池 （3 VCR 2025 型 U チウム電池）の交換ち法 


① ② ⑤④⑥ 



ニコンデジタルカメラ専用ソフトウエア 


• Capture NX 

画像を詳細に編集でさる、画像編集用ソフトウェアです。ホワイトバランス調整や力 
ラーコント□ールポイントなど様々な機能を備えています。必ず最新版^にパ'—ジョン 
アップしてお使いください。 

• し amera Control Pro 2 

パソコンからカメラをコント□ールして撮影することびできるソフトウェアです。撮 
影した画像はパソコンの八ードディスクへ直接保存できます。必ず最新版^にノ（ージョ 
ンアップしてお使いください。 

《ご使用のパソコンびインターネットに接続されていれば、ソフトウェアの起動時にニコン 
メッセージセンター （Nikon Message Center ) び自動的に更新情報をチェックします。 

D 60 に使用できる別売アクセヴ U —についての最新情報は、最新のカタ□グや当社の 
ホームページなどでご確認ください。 


使用でをるアクセヴ U — 
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その他のアクセサリー 


カメラと/ V ワーコネクター、 AC アダつ夕一の接続方法 

カメラとパワーコネクター、 AC アダプターを接続する前に、カメラ本体の電源び OFF 
になっていることを確認してください。 


カメラのバッテリーカバー 
バー （③） を開ける 


(①） とパワーコネクターカ 



2パワーコネクター EP -5 を入れる 

-パワーコネクターは、接点の向さにを意しなびら入れてくださ 
い。 



カメラのバッテリーカバーを閉じる 

-パワーコネクターのコードびパワーコネクターカバーを開けた 
部分から出るよラにを意して、バッテ U —カバーを閉じます。 



4パワーコネクターと AC アダプターを接続する 

•電源コードの AC プラグを、 EH -5 a の AC プラグ差し込み□に差し込みます（⑤)。 

-パワーコネクター EP -5 の DC プラグコネクターに EH -5 a の DC プラグを差し込みます 

(④)。 

-パワーコネクター EP -5 と AC アダプター EH -5 a 使用時には、液晶モニター上のバッテ U — 
残量表示び-®:に変わります。 



唐 S 曼クセサリ— 
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推奨 SD カード 


下の SD メモ U —力ードの動作を確認しています。 

-下の容量の SD カードであれば、内部データ転送速度にかかわらず使用できます。 


ニコン製 

1 GB 

SanDisk 製 

64 MB、 128 MB、256 MB、512 MB、 1 GB、2GB> 

く 1、 4GB《2 

東芝製 

64 MB、128 MB、256 MB、512 MB、1 GB、2GB> 

く 1、 4GB《2 

Panasonic 製 

64 MB、128 MB、256 MB、512 MB、1 GB、2GB> 

く i 、4GB《2、8GB《2 

LEXARMEDIA 社製 

128 MB、256 MBs 512 MB、1 GB 

プラチナ日シ U —ズ： 512 MB、1GB、2GB《i、4GB《2 

プ□フェツシヨナルシ U— ズ ：1GB、2GB《i 


カード U —ダーなどをお使いの場合、お使いの機器び2 GB の SD カードに対応している必要びあ 
ります。 

《2ぷ夕 SDHC 規格に対応しています。力ード IJ- ダーなどをお使いの場合、お使いの機器び SDHC 
IZB 規格に対応している必要びあります。 

-上記カードの機能、動作の詳細については、各力ードメーカーにお問い合わせくだ 
さい。最新の動作確認済み SD 力ードについては、当社ホームページのヴポート情 
報をご覧ください。 


使用でをるアクセサリ— 
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より長く快適にお使いいただくために 


カメラとレンズのお手入れ 


保管について 

長期間 カメラを お使いに ならない とさは、必ずバッテ U —を取り出しください。バッ 
テ U — を取り出す前に、電源び OFF になっていることをご確認ください。 

カメラを保管するとさは、じ(下のような場所は避けてください。 

-換気の悪い場所や湿度び60 %を超える場所 
-テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺 
•温度び5〇で必上、または一 icrcj ^ i (下の場所 

クリーニングについて 

カメラ本体 

ほこりや糸くずをブ□アーで払い、柔らかい乾いた布で軽く}式さます。海辺でカメラを 
使った後は、砂や塩を真水で湿らせた布で軽く}式さ取り、よく乾かします。 

ご注意：カメラ内部にゴミやほこり、砂などび入りこむと故障の原因となります。この 
場合、当社の保証の巧象外となりますのでごミ主意ください。 

レンズ • ミラー • ファインダー 

ほこりや糸くずは、ブ□アーで払います。スプレー吿式のブ□アーの場合は、吿を傾け 
ずにお使いください（中の液体び気化されずに吹き出し、レンズ•ミラー•ファインダー 
を傷つける恐れびあります)。指紋や油脂などの巧れは、柔らかい布にレンズク IJ ーナー 
を少量付けて、ガラスを傷つけないよラにを意して}式さます。 

液晶モニター 

ほこりや糸くずは、ブ□アーで払います。指紋や油脂などの巧れは、表面を柔らかい布 
かセーム革で軽く拭さ取ります。強く拭くと、破損や故障の原因となることびあるので 
ご注意ください。 


&液晶モニターび破損したときのご注意 

液晶モニターび破損した場合は、ガラスの破片でけびをしないようにごを意ください。また、中の液 
晶び皮膚や□、目に付かないよラにごを意<ださい。 

^ 定期点検、 オーバーホールの おすすめ 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜5年に1度はオーバーホールされること 
をおすすめします（有料)。 

-とくに業務用にお使いの場合は、早めに点検整備を受けてください。 

-より安必してご愛用いただけるよう、お使いのレンズやスピードライトなども併せて点検依頼され 
ることをおすすめします。 
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カメラとレンズのお手入れ 


□- A スフィルターのお手入れ 

□ ーパスフィルターを自動で掃除する（イメージセンヴークリーニング） 

レンズを取り付けるとさなどに、撮像素テの表面にある□ーパスフィルターにゴ5や 
ほこりび付くと、画像に影び写り込むことびあります。イメージセンサーク U —ニン 
グを作動させると、□ーパスフィルターを振動させてづ5を仏い落とすことびでさま 
す。 

イメージセンサーク U - ニングは、メニューから操作するち法と、電源の ON / OFF 時 
に自動的に行う方法びあります。 


セットアップメニューの[イメージセンサークリーニング]か5操作ずる 

1カメラをち図のように正位置に置く 

-効果的にゴミを払い落とせるよラに、正位置（カメラを横位置で 
構えるときの向き）にしてイメージセンサークリーニングを行つ 
てください。 


セットアップメニューの[イメージセン 
サークリー ニング]を選ぶ 

-[イメージセンサーク IJ 一ニング]を選んでマル 
チセレクターのちを押すと、[イメージセンサー 
ク U —ニング]画面び表示されます。 



0 



Q _セツトノ 7ツプメニユー_ 
"T ビデオ出力 画垂 1 

言語 ( LANG ) 日 

‘画像 コメント OFF 

T 記録フォルダー設定 NCD60 
Ei 連番モード_ OFF 


[実行]を選ぶ 

-[実行]を選んで 0K ボタンを押すと、イメージ 
センサーク U —ニングを開始します。 


イメージセンサークリーニング実行中は、ちの画 
面び表示されます。 


0 



0イメージセンサークリーニングについてのごま意 

-イメージセンサークリーニング作動中に次の操作をすると、イメージセンサーク U —ニングは中断 
します。 

-シャッターボタン半押しまたは全押しする 
-ちボタン、のボタン、巧^ボタン、因ボタンを押す 
-完全にゴミを取り除けないことびあります。そのとさは、□ーパスフィルターを市販のブ□アーで 
掃除する （曲 162) か、または ニコン サービス機関にご相談ください。 

-イメージセンサークリーニングを連続して行うと、内部の回路を保護するため、一時的に作動しな 
1ら〇 くなる場合びあります。少し時間をおくと再び作動するようになります。 
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カメラとレンズのお手入れ 


電源の ON / OFF 時にイメージセンサークリーニングずる 


[イメージセンサークリーニング]画面で 
[電源スイッチに連動]を選ぶ 

-[電源スイッチに連動]を選んでマルチセレク 
夕一のちを押すと、[電源スイッチに連動]画面 
び表示されます。 


0 


次の項目から選んで、 0 K ボタンを押す 
み ON 電源 ON で実行 

電源 ON と同時にイメージセンサーク U - 
ニングび作動します。 

i )0 FF 電源 OFF で実行 

電源 OFF と同時にイメージセンサーク U - 
ニングび作動します。 

み0唯電源 ON と OFF で実行卿期設定） 

電源 ON、OFF と同時にイメージセンサー 
ク U 一ニングび作動します。 

i ) 実行しない 

電源 ON、OFF してもイメージセンサーク 
IJ 一ニングは作動しません。 


0 




嫁実行しない 


イメージセントク! J - ニング 

実行 
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カメラとレンズのお手入れ 


□ー パスフィルターをブ□ア ーで 掃除ずる 

イメージセンサーク U —ニング（曲 160) でゴミやほこりをとりきれないときは、□- 
パスフィルターを次の手順でク U —ニングでさます。ただし、非常に傷つさやすいた 
め、ニコンサービス機関にク U —ニングをお申し付けくださることをおすすめしま 
す。 

作業中のバッテ U - 切れを防ぐため、フル充電したバッテ U —を使用するか、別売の 
パワーコネクター EP -5 と AC アダプター EH -5 a を組み合わせて（曲 156) お使いくだ 
さい。 


1電源を OFF にしてレンズを取り外す 

-レンズをカメラから取り外したら、カメラの電源を ON にしてください。 

2セットアップメニューの[クリーニングミラーアップ]を選ぶ 

-パ、ソテ U -残量表示が厂~1じ>(下の場合、このメニュー項目は選べません。 

3 [する]を選んで 0 K ボタンを押す 

-ちのよラなメッセージび表示されます。 

-□ーパスフイルターの掃除をせずに元に戻すには、カメラの電 
源を OFF にします。 


4シャッターボタンを押し込む 

-ミラーび上びり、シャッターび開いた状態になります。 


5 □ーパスフィルターに光が当たるようにカメラを持ち、 
ゴミが付いていないかどうかを点検する 

-ゴミやほこりび付いていない場合は、手順7に進んでください。 


作業中のシャッター幕の破損を防ぐために 

カメラのシャッター幕は非常に破損しやすい部品です。シャッター幕は、カメラに電源の供給びなく 
なると、自動的に閉じる構造になっています。作業中に不意にシャッター幕び閉じて破損することを 
防ぐために、 l ^ TF の点にごを意ください。 

-作業中に電源を OFF にしないでください。 

-作業中にバッテ IJ - や AC アダプターを取り外さないでください。 

-ミラーアップ中にバッテ U —の残量び少なくなった場合、電子音び鳴り、 AF 補助光び点滅してお 
知らせします。約2分経過するとシャッター幕び閉じてミラーび下びるので、ただちに作業を終了 
して < ださい。 
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カメラとレンズのお手入れ 


6 □ーパスフイルターに付いた ゴミをブ□ア ーで払う 
-ブラシの付いていないブ□アーをお使いください。ブラシで 
□-ノ くスフイルターの表面に傷び付くことびあります。 

-ブ□アーで取り除けないちれびある場合は、ニコンサービス機 
関にク IJ 一ニングをお申し付けください。絶対に、手でこすつ 
たり、巧で}式き取ったりしないでください。 


7電源を OFF にし、付属のボディーキャップをつける 

•ミラーび下びり、シャッター幕び閉じます。 


& □—パスフィルター上のゴミ付着について 

ニコンデジタルカメラは撮像素テ上の□ーパスフィルターに付着するゴミについて、当社の品質基準 
に基づいて製造しています。しかし、このカメラはレンズ交換ち式のため、レンズ交換の際にカメラ 
内にゴミび入り込むことびあり、撮影条件によっては、撮像素テ上の□ーパスフィルターに付着した 
ゴミび写り込む場合びあります。カメラ内へのゴミの侵入を防止するため、ほこりの多い場所でのレ 
ンズ交換は避け、レンズを外してカメラを保管するとさは、必ず付属のボディーキャップを装着して 
ください。その際、ボディーキャップのゴミち必ず除去してください。□ーパスフィルターに付着し 
たゴミを、イメージセンサーク IJ 一ニングで取り除さされないとさは、前述の手順でク U —ニングし 
ていただくか、ニコンサービス機関にク U —ニングをお申し付けください。なお、ゴミの写り込み 
は、別売の Capture NX や画像加エアプ U ケーシヨンなどで修正でさます。 



より長く快適にお使いいただくために 








カメラと付属品の取り巧い上のごま意 


カメラとレンズ 

•強いショックを与えないでください 

カメラやレンズを落としたり、ぶつけたりしないようにご注意ください。強い衝撃や 
振動を加えると、破損したり精密に調整された部分に悪影響を及ぼします。また、 
フードを持ってカメラを持ち上げないでください。 

•水にめ5さないでください 

カメラは水にめらさないようにご注意ください。カメラ内部に水滴び入ると部品びさ 
びついてしまい、修理費用び高額になるだけでなく、修理不能になることびあります。 

•急激な温度変化を与えないでください 

極端に温度差のある場所（寒いところから急激に暖かいところや、その逆になるとこ 
ろ）にカメラを持ち込むと、カメラ内外に水滴び生じ、故障の原因となります。カメ 
ラをバッグやビニール袋などに入れて、周囲の温度になじませてからお使いくださ 
い。 

•強い電波や磁気の発生する場所で撮影しないでください 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲や、強い静電気の周囲では、記録デー 
夕び消滅したり、撮影画像へのノイズ混入等、カメラび正常に機能しない場合びあり 
ます。 

•長時間、太陽に向けて撮影または放置しないでください 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮影したり、放置したりしないで<ださ 
い。過度の光照射は撮像素テの漲色•焼さつさを起こす恐れびあります。また、その 
際撮影された画像に、真っ白くにじみび生じることびあります。 

•カメラ本体のお手入れについて 

カメラ本体のお手入れの際は、ブ□アーでづ5やホコ U を軽く吹さ仏ってから、乾い 
た柔らかい巧で軽く拭いてください。特に、海辺で使った後は、真水を数滴たらした 
柔らかい清潔な巧で塩分を拭さ取ってから、乾いた柔らかい巧で軽く拭いて乾かして 
<ださい。 

•ミラーやレンズの手入れ方法について 

ミラーやレンズは傷び付さやすいので、づミやホコ U び付いているとさは、ブ〇アー 
で軽く吹さ仏う程度にしてください。なお、スプレー吿方式のブ□アーの場合、スプ 
レー吿を傾けずにご使用ください（中の液体び気化されずに吹さ出し、5ラーやレン 
ズを傷つける場合びあります）。レンズに万一指紋などび付いてしまった場合は、柔 
らかい清潔な巧に市販のレンズク U —ナーを少量湿らせて、軽く拭さ取ってくださ 
い。レンズ表面の巧れや傷を防ぐためには、 NC フィルターをお使いいただけます。 
また、レンズフードも役立ちます。 

•□ーパスフィルターの手入れ方法について 

□ーパスフィルターのク U —ニングのち法については曲160、162をご覧ください。 
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カメラと付属品の取り扱い上のごま意 


♦レンズの信号接点について 

レンズの信号接点を巧さないようにご注意ください。 

鲁シャッター幕に触れないでください 

シャッター幕は非常に薄いため、押さえたり、突いたり、ブ□アーなどで強く吹くな 
どは、絶対にしないでください。傷や変形、破損などの原因となります。 

♦風通しのよい場所に保管してください 

カビや故障などを防ぐため、風通しのよい乾燥した場所を選んでカメラを保管してく 
ださい。ナフタ U ンや棒脳の入ったタンスの中、磁気を発生する器具のそば、極度に 
高温となる夏季の車内、使用しているス I -ーブの前などにカメラを置かないでくださ 
い。故障の原因になります。 

♦長期間使用しないときは、バッテリーを取り出し、乾燥剤と一緒に保管してください 

カメラを長期間使用しないときは、バッテ U —の液漏れなどからカメラを保護するた 
めに、必ずカメラからバッテ U —を取り出しておいてください。保管する際は、カメ 
ラをポ U エチレン袋などに乾燥剤と一緒に入れておくとより安全です。ただし、皮 
ケースをビニール袋に入れると、変質することびありますので避けてください。バッ 
テ U —は高温、多湿となる場所を避けて保管してください。乾燥剤（シ U カゲル）は 
湿気を吸うと効力びなくなるので、とさどさ交換してください。カメラを長期間使用 
しないまま放置しておくと、カビや故障の原因となることびあるので、月に一度を目 
安にバッテ U —を入れ、カメラを操作することをおすすめします。 

♦バッテリーや AC アダプターを取り外すときは、必ずカメラの電源を OFF にしてく 
ださい 

カメラの電源び ON の状態で、バッテ U —の取り出しや AC アダプターの取り外しを 
行うと、故障の原因となります。特に撮影中や記録データの削除中に前記の操作は行 
わないで < ださい。 

♦レンズをソフトケースに入れるときは、必ずレンズキャップと裏ぶたを取り付けて 
ください。 

レンズび傷つくのを防ぐため、レンズをソフトケースに入れるとさは、必ずレンズ 
キャップと裏ぶたを取り付けてください。フードを逆さ向さにしてレンズに取り付け 
た状態でち収納可能です。 

♦液晶 モニター について 

-液晶モニターの特性上、常時点灯あるいは非点打の画素び一部存在することびあり 
ますび、故障ではありません。予めご了承ください。また、記録される画像には影 
響ありません。 

-屋外では曰差しの加減で液晶モニターび見えにくい場合びあります。 

•液晶モニター表面を強くこすったり、強く押したりしないでください。液晶モニ 
ターの故障やトラブルの原因になります。ちしホコ U やゴ5等び付着した場合は、 
ブ□アーで吹さ仏ってください。巧れびひどいとさは、柔らかい巧やセーム革等で 
軽く拭さ取って<ださい。万一、液晶モニターび破損した場合、ガラスの破片など 
でケガをするおそれびあるので充分ご注意<ださい。中の液晶び皮膚や目に付着し 
たり、□に入ったりしないよう、充分ご注意ください。 
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カメラと付属品の取り扱い上のご注意 

バッテ u - 

•接点の巧れについて 

バッテ U —の接点びミちれている場合は、乾いた巧などで拭いてください。 

•バッテリーに関する使用上のご注意 

バッテ U —の使用ち法を誤ると液漏れにより製品び腐食したり、バッテ U -び破裂し 
たりするおそれびあります。次の使用上の注意をお守り<ださい。 

-バッテ U —はカメラの電源を OFF にしてから入れてください。 

-バッテ U —を長時間使用した後は、バッテ U —び発熱していることびあるのでご注 
意ください。 

-必ず指定のバッテ U —をお使い<ださい。 

-バッテリーを火の中に投入したり、ショートさせたり、分解したりしないでくださ 
い。 

-カメラから取り外したバッテ U —には、必ず端テカバーを付けてください。 

•撮影の前にバッテリーをあ5かじめ充電してください 

撮影の際は、バッテ U —の充電を行ってください。付属のバッテ U —は、ご購入時に 
はフル充電されていないので、ご注意ください。 

•予備バッテリーを用意してください 

撮影の際は、充電された予備のバッテ U —をご用意ください。特に、海外の地域に 
よってはバッテ U —の入手び困難な場合びあるので、ご注意ください。 

•低温時には充分に巧電されたバッテリーを使用し、予備のバッテリーを用意してく 
ださい 

低温時に消耗したバッテ U —を使用すると、カメラび作動しない場合びあります。低 
温時には充分に充電されたバッテ U —を使用し、保温した予備のバッテ U —を用意し 
て暖めなびら交互に使用してください。低温のために一時的に性能び低下して使えな 
かったバッテ U —でち、常温に戻ると使える場合びあります。 

•バッテリーの残量について 

電池残量びなくなったバッテ U —をカメラに入れたまま、何度も電源の ON/OFF を繰 
り返すと、バッテ U - の寿命に影響をおよぼすおそれびあります。電池残量びな< 
なったバッテ U —は、充電してご使用ください。 

鲁バッテリーのリサイクルについて 

充電を繰り返して劣化し使用でさなくなったバッテ U —は廃棄せず、再利用 啦 
のため U サイクルにご協力ください。端テにテープなどを貼り付けて絶縁さ 疋》 
せてから、ニコンサービス機関や U サイクル協力店へご持参ください。 Li-ion 
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付録 


巧障かな？とおった5 


カメラの動作びおかしいときは、ご購入店や ニコン サービス機関にお問い合わせにな 
る前に、(下の項目をご確認ください。 


表示関連 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

巧 

ファインダー内びはつ 
さり見えない 

視度調節レバーで調節して<ださい。調節後ち見え方 
び不充分な場合は、別売の接眼補助レンズをお使い< 
ださい。 

26. 155 

ファインダー内や情報 
画面、液晶モニターの 
表示び、すぐに消えて 
しまラ 

カスタムメニュー [15 パワーオフ時間]で、表示び 
消えるまでの時間を設定することびできます。 

114 

情報画面び点打しない 

•シャッターボタンを半押しして指を離しても、情報 
画面び表示されないとさは、セットアップメニュー 
[情報画面の自動表示]び[自動表示しない]になっ 
ています。 

. シャッターボタンの半押し中は、情報画面は表示さ 
れません。 

-アイセンサーによる[情報画面の自動消打]び作動 
しています。 

-カスタムメニュー [07 撮影直後の画像確認]び[す 
る]の場合、画像確認後に何ち操作をしないと情報 
画面を表示せずに液晶モニターは消打します。 

-バッテ U - 残量びありません。 

122 

30 

123 

111 

16 

カメラび作動しない 

下記の「デジタルカメラの特性についてのご注意」を 
ご覧ください。 

— 

ファインダー内の表示 
び薄い、表示び遅い 

低温や高温のとさは液晶表示の濃度び変わったり、応 
答速度び遅< なったりする場合びあります。 

— 

ファインダー內表示び 
点打しない 

アイセンサーによる[情報画面の自動消打]び[する] 
のとさは、情報画面表示中にファインダー内表示を消 
打します。[情報画面の自動消打]を[しない]にす 
ると、情報画面表示中にファインダー内表示ち点打し 
ます。 

123 


M デジタルカメラの特性についてのごま意 

さわめてまれに、外部から強力な静電気び電子回路に侵入したことによって、カメラび作動しなくな 
ることびあります。この場合は、電源を OFF にしてバッテ IJ 一を入れ直し （ AC アダプター使用時は 
いったん外してから付け直し）、ちう一度電源を ON にしてくださし)。このとさバッテ IJ 一び熱くなっ 
ていることびあるので、取り扱いには充分にごを意ください。 

状態び改善されない場合は、電源を OFF にしてから IJ 
セットスイッチ（ち図）を押してください。このとき 
カメラの内蔵時計は IJ セットされます。また、カメラ 
び作動しな<なった時のデータび失われるおそれび 
あります。 

さらに不具合び続く場合は、ニコンサービス機関 
にお問い合わせください。 
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故障かな？と思った 5 


撮影関連 


全撮影 モー ド共通 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

の 

電源を ON にしてから、 
撮影でさる状態になる 
までに時間びかかる 

SD 力ード内にフオルダーや画像び大量にあるときは、 
ファイル検索のため時間びかかる場合びあります。 

— 


-レンズの絞り U ングは最小絞り（最も大きい値）に 

19、40 


なっていますか？ 

- SD カードび□ックされていませんか？ 

25 


-残量のある SD カードび入っていますか？ 

23、28 

シャツターびされない 

-内蔵フラッシュの充電中はシャッターびされませ 
ん。 

-ピント表示®は点打していますか？ 

33 


57 


- CPU レンズび装着されていますか？非 CPU レンズ 

146 


は撮影モード M 外ではお使いになれません。 


ファインダーで見た視 

このカメラのファインダー視野率は上下左ちとち約 


野と、撮影される画像 

95〇/〇です。このため、ファインダーで見た視野より 

— 

の範囲び違ラ 

ち、やや広い範囲び撮影されます。 



- AF - S レンズ、 AF - I レンズけ34の場合、才ートフオー 

61、146 


カス撮影はできません。 

-[フオーカスモード]び [ M 鬥（マニュアルフオーカ 

61 


ス）になっていませんか？ 

- • lU 下のような被写体では、オートフオーカスではピ 

38、60、61 

ピントび合わない 

ントび合わせづらい場合びあります。マニュアル 
フオーカス、フオーカス□ックを利用して撮影して 
ください。 

明暗差びはっさりしない/遠くのちのと近くのちの 
び混在する/連続した繰り返しパターン/輝度差び 
著し<異なる/背景に対して主要被写体びルさい/ 
絵柄び細かい 


一部のメニュー項目び 

セットアップメニュー[メニュー表示切り換え]を 

118 

表示されない 

[フルメニュー]にしてください。 

画像サイズび変更でさ 

[画質モード]び [ RAW]、[RAW + BASIC ] のときは、 

50 

ない 

画像サイズを変更でさません。 

フオーカスポイントを 
選べない 

- [ AF エ U アモード]び[至近優先ダイナミック]の 
とさは、選べません。 

. 画像を再生またはメニューを表示していませんか？ 

58 

画像の再生中やメニューの表示中にはフオーカスポ 
イントを選べません。 




•アクティブ D - ライティングび [ ON ] になっていま 

69 

画像の記録に時間びか 

せんか？ 


かる 

-撮影メニュー[ノイズ低減]び[する]になってい 

108 


ませんか？ 
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故障かな？と思った 5 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

の 


- ISO 感度び高くなっていませんか？ 

53、108 


. シャッタースピードび約8秒よりち低速な場合は、 

108 

画像びざらつ< 

ノイズび発生しやすくなります。撮影メニュー[ノ 
イズ低減]を[する]にして撮影すれば、ざらつさ 
を低減でさます。 



-撮影モード圍、^では、 AF 補助光は点打しません。 

6、36〜37 


-[フォーカスモード]び [ AF - C ] と [ MF ] のとき、 

57 


または [ AF - A ] で自動的に AF - C び選ばれたときは、 
AF 補助光は点灯しません。 



-中央じ(外のフォーカスポイントび選択されていると 

59 

AF 補助光ランプび光ら 
ない 

さは、 AF 補助光は点打しません。 

-カスタムメニュー [09 内蔵 AF 補助光の照射]び 
[照射しない]になっていませんか？ 

- AF 補助光ランプを連続して使ラと、保護機能び働い 

111 



て一時的に点灯び制限されます。少し時間をおくと 
再び点打するよラになります。また、短時間に何回 
ち使ラと、 AF 補助光ランプび熱くなることびあるの 
でごを意ください。 



- U モコンの電池残量はありますか？ 

156 


- U モコン撮影に設定されていますか？ 

55 

IJ モコンの送信ボタン 

-送信ボタンを巧す前にカスタムメニュー [17 U モコ 

115 

を押してを撮影でさな 

ン待機時間]を過ざると、 IJ モコン撮影はリセット 


い 

されます。 

-極端な逆光状態では、 IJ モコン撮影びでさない場合 

_ 


びあります。 


画像に 3' ミび写り込む 

-レンズび巧れていませんか？ 

-□ーパスフイルターにゴミび付着していませんか？ 

159 

160、162 

選択または設定でさな 
いメニュー項目びある 

-撮影モードによっては、設定できない機能びありま 
す。この場合、その項目は選べません。 

• SD カードび差し込まれていません。 

6 

23 

デート写し込みびでさ 
ない 

撮影メニュー[画質モー问を [ RAW ] または [RAW 
+ BASIC ] にして撮影した画像には、デート写し込み 
でさません。 

50 


撮影モード P 、 S 、 A、M 



こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

巧 

シャッターびされない 

•非 CPU レンズを装着している場合は、撮影モード 
M で撮影してください。 

-撮影モード M でバルブ撮影またはタイム撮影に設 
定し、そのまま撮影モードを S に変更した場合は、 
シヤツタースピードを再設定してから撮影してくだ 
さい。 

44、146 

42、44 
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故障かな？と思った 5 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

の 

画像の一部びホっぽ< 
なる 

バルブ撮影またはタイム撮影にした場合など、長時間 
露出で撮影すると、画像の一部びホっぽ<なることび 
あります。この現象は、撮影メニュー[ノイズ低減] 
を[する]にすることで低減でさます。 

46、108 

設定できるシャッター 
ス ピー ドの範囲び狭い 

フラッシュ撮影時は、シャッタースピードび制限され 
ます。 

179 

シャッターボタンを半 
押ししてち、フオーカ 
スび□ックされない 

[フオーカスモード]び [ AF - C ] のときは、解:|：ボタ 
ンを押してフオーカスを□ックしてください。 

57、60 

画像の色合いびおかし 
い 

-[ホワイトバランス]は正しく設定されていますか？ 

•撮影メニュー[仕上びり設定]は正し<設定されて 
いますか？ 

52、103、 
104、105 
101 

ホワイトバランスのプ 
U セットデータび取得 
でさない 

被写体び明るすざるか、暗すざます。 

105 

ホワイトバランスのプ 
IJ セットデータとして 
設定でさない画像びあ 
る 

0601；^外のカメラで撮影した画像は、プ U セットデー 
夕として設定することはできません。 

107 

仕上びり設定の効果び 
安定しない 

[仕上びり設定]の[カスタマイズ]で、各項目を個 
別に設定してください。その際、[輪郭強調]と[階 
調補正]は[オート]じ(外にしてください。 

102 

測光モードび変更でさ 
ない 

AE □ック中は測光モードを変更でさません。 

63 

連写でさない 

内蔵フラッシュび発光する撮影条件では、連写でさま 
せん。 

54、 64、 66 


再生関連 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

の 

RAW 画像び表示されな 
い 

撮影メニュー[画質モード]を [RAW + BAS に] にし 
て撮影したとさは 、 BAS に 画像しか再生されません。 

50 

すべての画像び表示さ 
れない 

再生メニュー[再生フォルダー設定]を[全てのフォ 
ルダー!にしてください。なお、[全てのフォルダー! 
にした後に撮影すると、[再生フォルダー設定]は自 
動的に[記録中のフォルダー]に変更されます。 

97 

画像再生時に、画像の 
一部びチカチカと点滅 
する 

画像情報の八イライト表示になっています。 

73、75 

画像再生時に、画像と 
重なって文字び表示さ 
れる 

画像情報の撮影情報表示になっています。 

73、74 

画像再生時に、グラフ 
び表示される 

画像情報のヒストグラム表示になっています。 

73、75 
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故障かな？と思った 5 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

の 


-再生メニュー[縦位置自動回転]び[しない]になっ 

98 


ていませんか？ 

•セットアップメニュー[縦横位置情報の記録]び[し 

128 

画像の縦位置-横位置 

ない]になっていませんか？ 


び正し<表示されない 

-連写したとさの縦横位置は、最初の1コマを撮影し 

128 


た構図で固定されます。 

-カメラを上向き-下向きにして撮影すると、縦横位 

128 


置情報び正し < 得られない場合びあります。 


画像び削除でさない 

- SD 力ードび□ックされていませんか？ 

25 

-画像にプ□テクトび設定されていませんか？ 

78 

r + 曰が雨化片くおりホ ++ 

SD カードを交換直後に画像を再生するときは、再生メ 


け取が凹概⑩リす E 

ん]と表示される 

ニュー[再生フォルダー設定]を[全てのフォルダー] 
にして < ださい。 

97 

撮影後に画像び表示さ 

カスタムメニュー [07 撮影直後の画像確認]び[し 

111 

れない 

ない]になっていませんか？ 

画像び編集でさない 

D 60 では編集でさない画像です。 

130 

プ IJ ント指定びでさな 

- SD カードび□ックされていませんか？ 

25 

い 

• SD 力ードの残量び不足していませんか？ 

28 


-画像編集メニューの[簡単レタッチ]や [ RAW 現錫など 

129 


で RAW 画像から JPEG 画像を作成してからプ U ントし 


RAW 画像をプ U ントで 

てください。 


さない 

•パソコンに転送してから、 ViewNX や別売の 

80 s 83 


Capture NX などのソフトウェアを使って、プ U ン 
卜して < ださい。 


画像びテレビに映らな 

セットアップメニュー[ビデオ出力]び正しく設定さ 

92、123 

い 

れていますか？ 

画像をパソコンに転送 

パソコンの 0 S び Windows 2000 Professional の場合 

80 

でさない 

は、カメラを接続でさません。 

Capture NX で画像び 

表示されない 

ソフトウェアのパ'—ジョンび最新になっていますか？ 

51、156 

Camera Control Pro 2で 

カメラを操作でさない 

ソフトウェアのパ'—ジョンび最新になっていますか？ 

156 


その他 


こんなとをは 

考え 5 れる原因や対処法 

の 

撮影曰時び正し<表示 
されない 

カメラの内蔵時計は合っていますか？カメラの内蔵 
時計は腕時計などの一般的な時計ほど精度は高<な 
いので、定期的に日時設定を行ラことをおすすめしま 
す。 

21 

表示されているメニュー 
項目び選べない 

一部のメニュー項目は、カメラの設定などの条件に 
よって選択でさない場合びあります。 

176 

一部のメニュー項目び 
表示されない 

セットアップメニュー[メニュー表示切り換え]を 
[フルメニュー]にしてください。 

118 
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液晶 モニターと フアインダーに表示される主な警告メッセージの意巧は];(下の通り 
です。 


液晶 モニター 

ファインダー 

巧処方法 

の 

レンズの絞り U 
ングを最小絞り 
(一番大さい数 
字）にしてくださ 
い 

fEE 

(点滅） 

レンズの絞り IJ ングを最小絞り（最も大さ 
い値）にしてください。 

19、40 

レンズ未装着 

/ 回 

(点滅） 

-レンズを装着してください。 

•非 CPU レンズを装着しているときは、撮 
影モード M で撮影してください。 

18 

40、44、 

62、146 

レンズを取り付 
けて < ださい。 

F- -/ 夕 

(点滅） 

撮影でさません。 
バッテ U — を交 
換してください。 

(点滅） 

残量のあるバッテ U —に交換してくださ 
い。 

16 〜 17、28 

このバッテリー 
は使用でさませ 
ん。専用バッテ 
IJ 一に交換して 
<ださい。 

(点滅） 

D 60 の専用バッテ IJ 一 ( EN - EL 9) に交換し 
てください。 

16 〜 17 

起動 エラーび 発 
生しました。復旧 
には電源スイッ 
チを OFF にして 
再度 ON にしてく 
ださい。 

(点滅） 

電源を一度切ってから、バッテ IJ 一を入れ 
直し、ちラー度電源を ON にしてください。 

6、16 〜 17 

バッテ IJ 一び残 
り少なくなりま 
した。ただちに作 
業を終了し、電源 
スイッチを OFF 
にしてください。 

— 

ク U —ニングを中止し、電源を OFF にして 
ください。 

162 

曰時未設定 

回 

(点滅） 

曰時を設定してください。 

21 

メモ U —カード 
未挿入 

卜り 

SD カードを正しく挿入してください。 

23 〜 25 

— 

• 

(点滅） 

構図を変えるか、マニュアル（手動）でピ 
ントを合わせてください。 

61 


図警告表示について 

液晶モニターに回、またはファインダー内下部に回（警告表示）び点滅している場合にボタン 
を押すと、警告の内容を確認することびでさます。 
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警告メッセージ 


液晶 モニター 

ファインダー 

巧処方法 

の 

メモ IJ ーカード 
び書さ込み禁止 
になっています。 

。ィ巧 

(点滅） 

SD カードの書き込み禁止スイッチの□ック 
を解除してください。 

25 



- D 60 用の SD 力ードであることをご確認く 

158 

このメモ U — 
カードは壊れて 
いる可能性びあ 
るため、使用でさ 
ません。カードを 
交換してくださ 
い。 


ださい。 

• SD 力ー ドを初期化し直してください。状 

24 

に卜仰 

(点滅） 

況び改善しない場合は、 SD カードび壊れ 
ている可能性びあります。ニコンサービス 
機関にご相談ください。 

-新規フオルダー作成時にこのメッセージ 

34、96 


び表示された場合は、不要な画像を削除し 
てください。 




• SD カードを交換してください。 

23〜25 

このメモ U — 
カードは初期化 
(フオーマット） 

[for] 

SD カードをカメラでフオーマットしてくだ 

24 

されていません。 
フオーマットし 
てください。 

(点滅） 

さい。 




-必要な画像をパソコンに転送してから不 

34、80、96 



要な画像を削除してください。 


メモ IJ ーカード 

h Lfi 

-必要な画像をパソコンに転送してから[連 

24、80、 

空さ容量不足 

(点滅） 

番モード]を [IJ セット]し、 SD 力ード 
をフオーマットしてください。 

126 



• SD カードを交換してください。 

23〜25 



- ISO 感度を低くしてください。 

53 



. シャッタースピードをより高速側にして 

40〜46 

被写体び明るす 
ぎます 

hi 1 

<ださい。 

-絞りを絞り込んでください（より大さい数 
値にする）。 

40〜46 



•別売の ND (光量調節用）フィルターをお 

155 



使いください。 




- ISO 感度を高くしてください。 

。 付 

53 録 



-フラッシュをお使いください。 

64 

被写体び暗すざ 

ici 

. シャッタースピードをより低速側にして 

40〜46 

ます 

ください。 

-絞りを開けてください（よりルさい数値に 

40〜46 




する）。 




フラッシュびフル発光しました。撮影に必 

40〜46、 


夕 

要な光量び不足している可能性びありま 

53、 62、 


(点滅） 

す。撮影距離、絞り、調光範囲、 ISO 感度な 

68、113、 



どをご確認ください。 

179 
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警告メッセー ぶ 


液晶モニター 

ファインダー 

巧処方法 

の 

— 

V 图 

(点滅） 

-フラッシュをお使いください。 

•撮影距離、絞り、調光範囲、 ISO 感度など 
をご確認ください。 

•外付けフラッシュ（スピードライト） 
SB -400 の位置びバウンス位置になってい 
ます。バウンスで撮影するとさは、そのま 
ま撮影を続けてください。その他のフラッ 
シュの場合、この警告は表示されません。 

-レンズの焦点距離び短すざるため、画像の 
周辺び暗<なります。レンズの焦点距離を 
長くしてください。この警告は、外付けフ 
ラッシュ（スピードライト） SB -400 使用 
時のみ表示されます。 

64 

40〜46、 

53、153、 
179 

150 

150 

フラッシュび TTL 
モードになつて 
います。フラッ 
シュを TTL モード 
外に設定する 
か、 CPU レンズに 
交換してくださ 
い。 

夕 

(点滅） 

-スピードライトの調光モードを TTL モー 
ドじ(外に変更してください。 

- CPU レンズに交換してください。 

153 

146 

S モード時 

Bulb 制御不可。 

と… 'L と, 

(点滅） 

. シャッタースピードを変えてください。 

-撮影モード M で撮影してください。 

40〜46 

44 

(点滅） 

プ IJ セットホワ 
イトバランス 
データを取得で 
さませんでした。 
ちラー度撮影し 
てください。 

广ぃ二 , ucl 

(点滅） 

ホワイトバランスのプ U セットデータを取 
得でさなかったため、露出を調整して、再 
度撮影してください。 

67、105 

撮影画像びあり 
ません。 

— 

. 画像び記録されている SD カードに交換し 
て < ださい。 

-[再生フオルダー設定]を[全てのフオル 
ダー]にしてください。 

23 

97 

このファイルは 
表示でさません。 

— 

•パソコンで編集した画像など、 DCF 規格 
の画像ファイルではないため、再生でさま 
せん。 

-画像ファイルに異常びあるため再生でさ 
ません。 

— 

プ U ンターの状 
態を確認してく 
ださい。 

— 

インク交換してください。インクに残量び 
ある場合は、プ U ンターの状態を確認して 
ください。 

— 
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警告メッセージ 


液晶 モニター 

ファインダー 

巧処方法 

の 

何らかの異常を検 


-ちう一度シャッターボタンを巧してくだ 

32 

出しました。復旧 


さい。 


にはシャッターボ 

(点滅） 

-警告表示び解除されない場合や、頻繁に警 

194 

タンをち)ラー度押 

告び表示される場合は、ニコンサービス機 


してください。 


関にご相談ください。 


起動エラーび発 
生しました。ヴー 
ビスセンターに 
お問い合わせく 
ださい。 

E r r 

(点滅） 

ニコンヴービス機関にご相談ください。 
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資料集 


初期設定一覽 

[ R カスタムの U セット]を行うと、下記の初期設定になります。 


カスタムメニュー 

A 扭 感 を 

圍 


A, 

化 

因 P S A M 

1 雨マなミ凡み 

I 巧千曰政た 

ON 

2フオーカスモード※1 

AF-A (レンズによっては MF になります。） 

3 AF ェ IJ ァモード※1、2 

至近優先ダイナミック 

ダイナ 

三ック 

シング 
ルポイ 
ント 

至近優先ダイナミック 

4レ IJ ーズモード※1 

単写 

5測光モード※！ 

マルチパターン測光固定 

マルチパターン測光 

6力ード無し時レ IJ ーズ 

レ U —ズ禁止 

7撮影直後の画像確認 

する 

8フラッシュ調光補正※1 

設定不可 

0.0 

9内蔵 AF 補助光の照射 

ON 

OFF 

固定 

ON 

OFF 

固定 

ON 

10感度自動制御 

設定不可 

しない 

11 の/ Fn ボタンの機能 

セルフタイマー設定 

12 AE - L / AF - L ボタンの 
機能 

AE / AF 同時□ック 

13半 f 甲し AE □ック 

しない 

14内蔵フラッシュ発光 

設定不可 

m モード 

15パワーオフ時間 

標準 

16セルフタイマー時間 

10秒 

17リモコン待機時間 

1分 

18デート写し込み設定 

しない 

19フオーカスエイド 
インジケーター 

しない 


g ツーボタン IJ セット（曲 70) でも初期設定に戻ります。 

《2撮影モード A 探、 凌)、 を、 圍 、•を、' 5(、化では撮影モードを切り換えてち初期設定に戻ります。 


その他の設定の初期設定は下のとおりです。 


再生メニユー 

@ 堇圍を A 因 P S A M 

再生フォルダー設定 

記録中のフォルダー 

縦位置自動回転 

する 

スライドシヨー-- 
インターバル設定 

2砂 
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資料集 


撮影 メニュー 

A 遇 


堇 

圍 



化 

因 

P 

S 

A 

M 

仕上びり設定 

設定不可 

標準 

画質モード※！ 

NORMAL 

画像サイズ^1 

サイズ L 

ホワイトバランス※1 

オート固定 

才ート 

ISO 感度※1 

才 一 h 

100 

ノイズ低減 

しない 

アクティブ D - ライティング‘ 

OFF 

セットアップメニュー 

A 曲。 


堇 

圍 



化 

因 

P 

S 

A 

M 

メニュー表示切り換え 

シンプルメニユー 

情報画面デヴィン 

グラフィック（背景色の選択：ホワイト） 

情報画面の自動表示 

自動表示する 

情報画面の自動消な 

する 

ワールドタイム 

販売地域によつて異なります 

液晶モニターの明るさ 

液晶モニターの明るさ設定： 0、自動減光の設定：する 

ビデオ出力 

販売地域によつて異なります 

言語 ( LANG ) 

販売地域によつて異なります 

画像コメント 

添付しない 

記録フォルダー設定 

NCD 60 

連番モード 

OFF 

イメージセンサー 
ク IJ ーニン グー 
電源スイッチに連動 

電源 ON と OFF で実行 

縦横位置情報の記録 

する 

その他の設定 

A 遇 


堇 

圍 



化 

因 

P 

S 

A 

M 

フオーカスポイント 

— 

中央 

— 

フオーカス□ック 

OFF 懈齡 

プ□グラムシフト※1、2'3 

— 

OFF 

(解齢 

— 

AE □ック※1 

OFF 懈除）^4 

OFF 懈除） 

— 

露出補正量 

設定不可 

OFF (0.0) 

フラッシュモード※1 

① 

発光 

禁止 

固定 

① 

③ 

① 

③ 

① 

⑤ 

通常発光 



ツーボタン IJ セット（曲 70) で初期設定に戻ります。 

《2撮影モードを切り換えると初期設定に戻ります。 

《3電源を OFF にすると初期設定に戻ります。 

《4 AE □ックは作動しますび、マルチパターン測光での撮影となり、充分な効果び得られないため、 
おすすめでさません。 

① 通常発光オート（撮影モードを切り換えたり、電源を OFF にしたりすると初期設定に戻ります。） 

② 内蔵フラッシュは発光禁止固定、スピードライト装着時は通常発光 

⑤通常発光オート+ス□ーシャッター（撮影モードを切り換えたり、電源を OFF にしたりすると初 
期設定に戻ります。） 
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資料集 


画質モ—ド.画像ヴイズと記録.連写可能コマ数 

画質モードと画像サイズの組み合わせによって、1 GB の SD カードで撮影でさるおお 
よそのコマ数、および連写でさるコマ数は次のようになります。ただし、カード 
の種類や撮影条件によって、記録可能コマ数は増減することびあります。 


画質モード 

画像サイズ 

1 コ 7 あた 0 の 
ファイルサイズ※ 2 

記録可能コマ数 

連写可能コマ数 x ’3 

RAW 

- 

約 9.0 MB 

79 

6 


L 

約 4.8 MB 

129 

100 

FINE 

M 

約 2.7 MB 

225 

100 


S 

約 1.2 MB 

487 

100 


L 

約 2.4 MB 

251 

100 

NORMAL 

M 

約 1.3 MB 

431 

100 


S 

約 0.6 MB 

888 

100 


L 

約 1.2 MB 

487 

100 

BAS に 

M 

約 0.7 MB 

839 

100 


S 

約 0.3 MB 

1500 

100 

RAW+BAS に 

-/L 

約 10.1 MB 《4 

70 

6 


《1 Panasonic 製 PRO H に H SPEED SD 力ードを使用した場合。 

《2記録される平均的な1コマあたりのファイルサイズです。 

《3 SD カードへの記録び終わったコマ数分だけ、引さ続き次の撮影び行えます。 
《4 RAW 画像と BAS に画像の合計です。 


プ□グラム線図（プ□グラムオート時） 

iU 下のグラフは、撮影モード P の露出制御プ□グラム ( ISO 100の場合)を表しています。 


f (レンズの焦点距離）含 55 mm の場合 
55 mm く f 含 135 mm の場合 
135 mm く f の場合 


付 


を > うル，、市ろ^><3ゎ^み9みぐみ 

、 ////////// / //////产 


絞 

D 

値 



500100020004000 


シャツタースピード 


- ISO 感度に応じた測光範囲によって、 EV 値の両端に制限びあります。 

•マルチパターン測光では、 ISO 100の場合161/3を超える EV 値よ、すべて161/3と 
して制御されます。 
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資料集 


フラッシュの巧光■制御方式 

CPU レンズをお使いの場合、内蔵フラッシュの発光量は、似下のどちらかのち式で制 
御されます。通常は i - TTL - BL 調光ですび、[測光モード](曲 62) を[スポット測光] 
にした場合は、スタンダード i - TTL 調光になります。 

i - TTL-BL 調光 

マルチパターン測光による測光情報を元に、メインの被写体と背景のバランスを考慮 
して発光量を決定します。 

スタンダード i - TTL 調光 

背景の明るさを考慮せず、メインの被写体を基準にして発光量を決定します。メイン 
の被写体の明るさを重視する場合や、露出を補正する場合に適しています。 

別売スピードライト SB -400、 SB -800、 SB -600 をお使いの場合も、内蔵フラッシュ 
と同様に、通常は i - TTL - BL 調光に、[測光モード](曲 62) を[スポット測光]にす 
ると、スタンダード i - TTL 調光になります。 


内蔵フラッシュ®用時のシヤツタースピード制限 


モード 

シャツタースピード 

モード 

シャツタースピード 

A ^、 ミ、 を 、 PA 

1/200〜1/60秒 

S 

1/200〜30秒 

化 

1/200〜1/125秒 

M 

1/200〜30秒 
Bulb 

因 

1/200〜1秒 


内蔵フラッシュの調光韶囲 

調光範囲（光び届く距離）は ISO 感度と絞り値によって異なります。 



ISO 感度 

調光節囲 （ m ) 

100 

200 

400 

800 

1600 

絞 

じ 

値 

1.4 

2 

2.8 

4 

5.6 

約1〜 8.5 

2 

2.8 

4 

5.6 

8 

約 0.7 〜 6.0 

2.8 

4 

5.6 

8 

11 

約 0.6 〜 4.2 

4 

5.6 

8 

11 

16 

約 0.6 〜 3.0 

5.6 

8 

11 

16 

22 

約 0.6 〜 2.1 

8 

11 

16 

22 

32 

約 0.6 〜 1.5 

11 

16 

22 

32 

— 

約 0.6 〜 1.1 

16 

22 

32 

— 

— 

約 0.6 〜 0.7 



179 

































まな仕様 


ニコンデジタルカメラ D 60 


型式 



型式 

レンズ交換式一眼レフレックスタイプデジタルカメラ 


レンズマウント 

ニコン F マウント （ AF 接点付） 


実撮影画角 

レンズの焦点距離の約 1.5 倍に相当、ニコン DX フォーマット 

有効画素数 

10.2 メガピクセル 

撮 

象素子 



撮像素子 

23.6 X 15.8 mm サイズ CCD センサー 


総画素数 

10.75 メガピクセル 


ダスト低減機能 

イメージセンサーク U - ニン グ、 

イメージダストオフデータ取得（別売の Capture NX び必要） 

記 含 

!形式 



記録画素数 

- 3872 X 2592ピクセル（サイズ L ) 

- 2896 X 1944ピクセル（サイズ M ) 

• 1936 X 1296ピクセル（サイズ S ) 


画質モード 

- RAW 12ビット圧縮 

• JPEG-Baseline 準拠、圧縮率（約 ）： FINE (1/4 )、 NORMAL 
(1/8 )、 BAS に （1/16) 

- RAW と JPEG の同時記録可能 


記録媒体 

SD メモ U —カード、 SDHC 規格対応 


対応規格 

DCF 2.0 (Design rule for し amera File system ) 、 

DPOF (Digital Print Order Format )、 

Exif 2.21 (Exchangeable image file format for digital still 
cameras )、 PictBridge 準拠 

ファインダー 



ファインダー 

アイレベル式ペンタミラー使用一眼レフレックス式ファイン 
夕一 


視野率 

上下左ちとち約95% (対実画面） 


倍率 

約0.80倍（50のの^.4レンズ使用、〇〇、 一1.0 m — i のとき） 


アイポイント 
視度調節範囲 

18 mm (- I.Om — i のとき） 

-1.7 〜 + 0.5 m — 1 


ファインダー 

スクリーン 

B 型ク U アマットスク U - ン V (フォーカスフレーム付） 


ミ ラー 

クイック U ターン式 


レンズ絞り 

瞬間復元式、電子制御式 
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主な仕様 



- AF - S および AF - I レンズ：すべての機能を使用可能 
-モーターを内蔵しない AF レンズの G または D タイプ：オート 
フォーカスを除く機能を使用可能 
-モーターを内蔵しない AF レンズの G または D タイプじ(外： 
才ートフォーカスと 3 D - RGB マルチパターン測光 II を除く機 
能を使用可能 

-プ□ネア用 IX レンズと F 3 AF 用の AF レンズ：使用不可 
• D タイプの PC レンズ：撮影モードの一部を除く機能を使用可 
能 

- P タイプレンズ： 3 D - RGB マルチパターン測光 II を除く機能を 
使用可能 

•非 CPU レンズ：オートフォーカス使用不可、露出モードは M 
を使用可能（露出計は使用不可） 

-開放 F 値び f /5.6 より明るいレンズ：フォーカスエイドを使用 
可能 

電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 

1/4000〜30秒 （1/3 段ステップ)、バルブ、タイム（別売の U モ 

コン ML - L 3 使用） 

X 二1/200秒下の低速シャツタースピードで同調 


単写 （1 コマ撮影）、連写、セルフタイマー撮影、 IJ モコン撮影 
(別売 U モコン ML - L 3 使用） 

連写速度：最高約3コマ/秒（フォーカスモードびマニュアル 
フォーカス、撮影モードびシャッター優先オートまたはマニュ 
アル露出、1/250秒け^上の高速シャッタースピード、その他び初 
期設定時） 

作動時間2、5、10、20秒に設定可能 


420分割 RGB センサーによる TTL 開放測光ち式 
-マルチパターン測光： 3 D - RGB マルチパターン測光 II ( G また 
は D タイプレンズ使用時)、 RGB マルチパターン測光 II (その 
他の CPU レンズ使用時） 

-中央部重点測光：¢8 mm 相当を重点的に測光（中央部重点度 
約75%) 

-スポット測光：約¢3.5 mm 相当を測光（全画面の約2.5%)、 
フォーカスポイントに連動して測光位置可動 

-マルチパターン測光、中央部重点測光： 0〜20 EV 
-スポット測光： 2〜20 EV 
( ISO 100換算、 f /1.4 レンズ使用時、常温20で） 

CPU 連動ち式 
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主な仕様 



I 露出モード 

露出補正 
AE □ック 
ISO 感度 
(推奨露光指数） 
アクティブ 
^ D - ライティング 

才ートフオーカス 

方式 
検出節囲 


レンズヴーボ 


AF エリアモード 


フオー カス□ツク 
J つツシ IL 


内蔵フラッシュ 


調光方式 


フラッシュモード 
調光補正 
レディーライト 


デジタルイメージプ□グラム（オート、発光禁止オート、ポート 
レート、風景、こどもスナップ、スポーツ、ク□-ズアップ、夜 
景ポートレート）、マルチプ□グラムオート（プ□グラムシフト 
可能)、シャッター優先才ート、絞り優先才ート、マニュアル露出 
範囲：±5段、補正ステップ：1/3段ステップ 
AE/AF □ックボタンによる輝度値□ック方式 
ISO 100〜1600 (1 段ステップ ）、 ISO 1600に対し約1段 (ISO 
3200相当）の増感び可能、感度自動制御び可能 

ON (オート ）、 OFF 


TTL 位相差検出ち式：フォーカスポイント3点、マルチ CAM 530 
才ートフォーカスモジュールで検出、 AF 補助光（約 0.5 〜3 m ) 付 
-1〜+19 EV ( ISO 100換鼠常温20で） 

-オー トフ ォー カス：シングル AF ヴーボ （ AF - S )、 コンティニュ 
アス AF ヴーボ （ AF - C )、 AF ヴーボモード自動切り換え ( AF - 
A ) を選択可能、被写体条件により自動的に予測駆動フォーカ 
スに移行 

. マニュアル フォー カス ( MF ) : フォー カスエイド可能 
シングルポイント AF モード、ダイナミック AF モード、至近優先 
ダイナミック AF モード 

AE/AF □ックボタン、またはシングル AF ヴーボ ( AF - S ) 時に 
シャツターボタン半押し 


-ガイドナンバー：約12 (マニュアルフル発光時約 13) 

( ISO 100 • m 、 常温20で） 

•オート、ポートレート、こどちスナップ、ク□ーズアップ、夜 
景ポートレート時：オートポップアップち式による自動発光 
•マルチプ□グラムオート、シャッター優先オート、絞り優先 
オート、マニュアル露出時：巧しボタン操作による手動ポップ 
アップち式 

• 420分割 RGB センサーによる]^ソ下の TTL 調光制御： 

内蔵フラッシュ、スピードライト SB -800、 SB -600 または 
SB -400 と CPU レンズの組み合わせ時に、測光モードびスポッ 
卜測光外の場合は i - TTL - BL 調光、スポット測光の場合はスタ 
ンダード i - TTL 調光 

-絞り連動外部自動調光 ( AA ) : SB -800 と CPU レンズとの組み 
合わせ時 

-外部自動調光 （ A ) : SB -800、 SB -80 DX 、 SB -28 DX 、 SB -28、 
SB -27、 SB -22 S などとの組み合わせ時 
-距離優先マニュアル発光 ( GN ) : SB -800 との組み合わせ時 

先幕シンク□、ス□ーシンク□、後幕シンク□、赤目軽減、赤目 
軽減ス□—シンク □ 

範囲： 一3〜+1段、補正ステップ：1/3段ステップ 
内蔵フラッシュ、 SB -800、 SB -600、 SB -400 など使用時に充電売 
了で点打、フル発光による露出警告時は点滅 
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主な仕様 


ホットシュー (ISO 518) 装備：シンク□接点、通信接点、セー 
フティー□ック機構（□ック穴）付 

-内蔵フラッシュ、またはニコンクリエイティブライティングシ 
ステム対庶スピードライトとの組み合わせで発光色温度情報 
伝達に対応 

- SB -800 または SU -800 をコマンダーとしたアドバンストワイ 
ヤレスライティングに対応 
ホットシューアダプタ ー AS -15 (別売） 

8種けート設定時は、420分割 RGB センサーと撮像素テ併用に 
よるホワイトバランス）、微調整可能 

2.5 型低温ポ U シ IJ コン TFT 液晶、約23万ドット、明るさ調整可 
能、アイセンサーによる自動消打可能 

1コマ再生、サムネイル表示 （4 または9分割）、拡大再生、スラ 
イドショー、ヒストグラム表示、八イライト表示、撮影画像の縦 
位置自動回転、 D 60 で作成したストップモーシヨン動画の再生 


Hi-Speed USB 通信プロ トコル： MTP、PTP 
NTSC PAL から選択可能 

ドイツ語、英語、スペイン語、フィンランド語、フランス語、イ 
夕 IJ ア語、オランダ語、ポーランド語、ポルトガル語、□シア 
語、スウェーデン語、繁体中国語、簡体中国語、日本語、韓国語 


Li - ionU チャージャブルバッテ U - EN - EL 9 (付属） XI 個使用 
AC アダプター EH -5 a (パワーコネクター EP 5 と組み合わせて使 
用）（別売） 

1/4 (ISO 1222) 


約 126X 94X 64 mm 

約 495 q (八' ッテ U -、メモ U - 力ード、ボデイーキャップを除く） 


〇〜40で 

85%じ(下（結露しないこと） 

-仕様中のデータは特に記載のある場合を除さ、全て常温 （20 で）フル充電バッテ 
U —使用時のちのです。 


1 

アクセサリーシュー 


ニコンク U エイティブ 
ライティングシステム 

■ 

シンク□ターミナル 

ホワイトバランス 

液晶モニター 

再生機能 

インターフェース 


USB 


ビデオ出力 

表示言語 

電ミ 

原 

使用 電池 


AC アダプター 

=1 

却ネジ穴 

大きさ- 質量 


大きさ （ WXHXD ) 


質量 

動ィ 

乍環境 

温度 


湿度 


0 tt 滿こっぃて 

仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤りなどについ 
ての補償はご容赦ください。 
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主な仕様 


クイツクチャージヤー MH-23 


電源 

AC 1 00-240 V (50/60 Hz ) 

DC 8.4 V . 0.9 A 

Li-ion IJ チャージャブルバツテ U — EN - EL 9 

約90分 
〇〜40で 

約 82.5 X 28 X 65 mm 

長さ約 1.8 m 、 日本国内専用 AC 100 V 対応 

約 80 g (電源コードを除く） 

充電 出力 

適応電池 

充電時間 

使用温度 

寸法 （ WXHXD ) 

電源コード 

質量 

Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL9 

形式 

U チウムイオン充電池 

定格容量 

7.4 Vs 1000 mAh 

寸法 （ WXHXD ) 

約 36 X 56 X 14 mm 

質量 

約51 g (端テカバーを除く） 


0撮穀可能コマ数（電池寿命）について 

Li-ion IJ チャージャブルバッテリー EN - EL 9 (1000 mAh ) による撮影可能〕マ数（電池寿命） 

- AF-S DX ズームニッ〕ール ED 18-55 mm f /3.5-5.6 G II 装着時 
-1コマ撮影モード：約520コマ （ QPA 基準準拠※ 1) 

-連写モード：約2000コマ（当社試験条件‘^ 2) 

• AF - SDXNIKKOR 18-55 mmf /3.5-5.6 GVR 装着、手ブレ補正機能 ( VR ) 使用時 
-1コマ撮影モード：約500コマ （ QPA 基準準拠※^) 

-連写モード：約1850コマ（当社試験条件※ 2 ) 

初期設定条件で30秒間隔ごとに撮影レンズを無限遠から至近に1往復フォーカシング動作をさせ 
て1コマ撮影する。レ IJ ーズ2回につさ1回内蔵フラッシュを発光させる。 

《2画質モード BASK 、 画像サイズ M 、 シャッタースピード1/250秒、シャッターの半押しを3秒間 
持続後、撮影レンズを無限遠から至近間を3往復フォーカシング動作させ6回連続レ U —ズした 
後、液晶モニターを5秒間点灯させ、消灯後6秒間放置。後同じ動作を繰り返す。 

付 《充電状態、使用環境によって電池寿命び異なります。 

下の場合はバッテ U —の消耗び速 < なります。 

-液晶モニターを使用した場合 

. シャッターボタンの半押しを続けた場合 

-オートフォーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合 

•画質モード RAW、RAW + BAS にで撮影した場合 

-低速シャッタースピードで撮影した場合 

• VR レンズ使用時に VR (手ブレ補正）機能を ON にした場合 

バッテ U —の性能を最大限に発揮させるため、次のことにごを意ください。 

-バッテ U —の端テを巧さないでください。端テび巧れていると、充分な性能び発揮でさません。 

-充電び完了したバッテ IJ - は、なるべく早いうちにお使いください。使わないまま放置していると、 
自己放電によって、バッテ U —残量び減ってしまいます。 

-バッテ U —の特性上、カメラで表示される電池残量の減りちは、周囲の温度などによって変化しま 
す。 


184 




















レンズ 


主な仕様 



AF-S DX ズーム ニッ コール ED 
18-55 mmf /3.5-5.6 GII 

AF-S DXNIKKOR 

18—55 mmf /3.5—5.6 GVR 

型式 

ニコン F マウント CPU 内蔵 G タイプ、 AF-S DX ニッコールズームレ 
ンズ（ニコンデジタルー眼レフカメラ[ニコン DX フォーマット] 
専用） 

焦点距離 

18-55 mm 

最大□径比 

1:3.5-5.6 

レンズ構成 

5群7枚 （ ED レンズ1枚、非球面 
レンズ1枚） 

8 群 11 枚（非球面レンズ 1 枚） 

画角 

76° -2ぷ 50' 

焦点距離目盛 

18、24、35、45、 55 mm 

撮影距離情報 

カメラボディーへの撮影距離情報出力可能 

ズーミング 

ズーム U ングによる回転式 

ピント合わせ 

超音波モーターによるオートフォーカス、マニュアルフォーカス 
可能 

最短撮影距離 

0.28 m (ズーム全域） 

絞り羽根枚数 

7枚（円形絞り） 

絞り方式 

自動絞り 

絞りの範囲 

焦点距離 18 mm 時 f /3.5-22、55 mm 時 f /5.6-% ( D 60 との組み合 
わせでは f /36 まで） 

測光方式 

開放測光 

アタッチメントサイズ 

52 mm (P 二0.75 mm ) 

寸法 

約70.5 (最大径） X 74 mm 

(バヨネット基準面からレンズ 
先端まで） 

約73 (最大径 ）X 79.5 mm 

(パ'ヨネット基準面からレンズ 
先端まで） 

質量 

約 205 g 

約％ 5 g 

レンズフード（別売） 

フード HB -45 

<レンズフードの取り付け方; 

> 


0 tt 滿こっぃて 

仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説明書の誤りなどについ 
ての補償はご容赦ください。 










































主な仕様 


このカメラの準拠規格 

• Design rule for Camera File system (DCF) Version 2.0 :各社のデジタルカメラ 
で記録された画像ファイルを相互に利用し合うための記録形式です。 

- DP0F (Digital Print Order Format) :デジタルカメラで撮影した画像をプ U ント 
ショップや家庭用プ U ンターで自動プ U ントするための記録フォーマットです。 

• Exit Version 2.21: (Exit = Exchangeable imaae file format for digital still 
cameras) :デジタルカメラとプ U ンターの連携を強化し、高品質なプ U ント出力 
を簡単に得ることを目指した規格です。この規格に対応したプリンターをお使いに 
なると、撮影時のカメラ情報をいかして最適なプ U ント出力を得ることびでさま 
す。詳しくはプ U ンターの使用説明書をご覧ください。 

- PictBridge :デジタルカメラとプ U ンターメーカーの各社び相互接続を保証するち 
ので、デジタルカメラの画像をパソコンを介さずプ U ンターで直接印刷するための 
標準規格です。 
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マー ク-英数 

A 掛けート）撮影モード28 
® (発光禁止オート）モード36 
を（ポートレート）モード36 
H (風景）モード37 
•を （こどちスナップ）モード37 
（スポーツ）モード37 
化（ク□-ズアップ）モード37 
因 （夜景ポートレート）モード37 
P 41 
S 42 
A 43 
M 44 

因露出補正ボタン4、67 
@絞り変更ボタン4 
巧^アクティブ〇-ライティングボタン4、 
69、70 

ちフラッシュボタン4、らん65 

日 g 調光補正ボタン4、68 

のセルフタイマーボタン4 

Fn ファンクシヨンボタン4 

の/ Fn ボタンの機能 11 2 

SF :|： AE - L / AF-L ボタン5 

On プ□テクトボタン5、78 

而削除ボタン5、34 

^拡大ボタン5、70、77 

ィか情報表示/撮影設定変更ボタン5、8、 

48 

与 H 縮ル/サムネイルボタン5、76 

?ヘルプボタン5、13 

MENU メニューボタン5、94 

[日再生ボタン5、34、72 

•設定 U セットボタン4、5、70 

1000コマ！;1上補助表示7、9、29 

1コマ表示72 

2秒 U モコン54、55 

AC アダプター 157 

AE - L / AF - L ボタンの機能113 

AE □ック63、113 

AE □ック表示7 

AF エ U アモード9、58 

AF ェ U アモード表示7、9 

AF ヴーボモード自動切り換え57 

AF 補助光57、111 

AF 補助光ランプ4 


AF □ック113 
AVI 51 

Camera Control Pro 2 82、 156 

Capture NX 127、 156 

CHARGE ランプ 17 

DPOF 83、88、 186 

DPOF 規格 90 

D - ライティング 132 

EN - EL 9184 

Ex げ Version 2.21186 

Hi 153 

INDEX (インデックス）プ U ント 89 

ISO AUTO マーク7、 9 
ISO 感度9、53、111、 112 
JPG 51 

Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - 
EL 916 

MF (マニュアルフォーカス） 61 

ML - L 3 55、156 
NDF 51 
NEF 51 

Nikon Transfer 80 
PC カメラモード表示 9 
PC 接続中マーク 7 
PictBfidge 84、186 
RAW 51 

RAW+B ( RAW + BAS に） 51 
RAW 現像 140 

SD 力ード23、24、28、158、 178 

SD カードアクセスランプ5、23、 32 

SD カードカバー 5、23 

Software Suite 80 

m モード113 

USB ケーブル80、81、84、 85 

USB 端テ4 

ア 

アイセンサー5 
アイピースキャップ56 
青強調135 
赤強調135 

赤目軽減65 
赤目軽減ランプ4 
赤目補正133 
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アクセヴ U —シュー カバー 4 
アクセヴ U - シュー(フラッシュ取り付け 
部）4 

アクティブ D - ライティング69 
アクティブ D - ライティングと編集情報 

74 

アクティブ D - ライティング表示9 
イメージセンサーク IJ - ニング126、 

160 

イメージダストオフデータ取得127 
イメージダストオフデータ取得モード表示 

7 

色合い調整102 

色温度104 

色空間103 

インターバル設定98 

ウオーム!-ーン135 

液晶モニター 5、34、72、123、159、 

165 

液晶モニターの明るさ123 
液晶モニター表8 
オートフ オー カス18、57 
温白色堂光好103 

力 

カード無し時レ U —ズ110 
カードの初期化（フォーマット）24 
階調補正102 

画角20 

書さ込み禁止スイッチ25 

拡大表示77 

画質モード9、50、178 

カスタムの U セット110 

カスタムメニュー109 

画像合成138 

画像コメント124 

画像サイズ9、50、178 

画像編集メニュー129 

壁紙デヴィン122 

カラーカスタマイズ135 

カラー 設定102 

簡単レタッチ132 

感度自動制御111 

距離基準マーク4、61 

記録可能コマ数7、9 

記録フォルダー設定125 

クイックチャージヤー MH -23 16、184 


クール134 

クラシックデヴィン121 
クリーニングミラーアップ126、162 
ク□ススク IJ - ン135 
堂光灯52 
言 a ぶ 7 J \ 7 

ケルビン104 
言語123 

高色温度の水銀打103 
後幕発光65、66 
コマンドダイヤル5、10 
コンテイニユアス AF ヴーボ57 

ヴ 

再生フォルダー設定97 

再生メニユ ー 96 

彩度設定102 

削除34、96 

撮影情報173 

撮影情報2 74 

撮影設定変更画面48 

撮影直後の画像確認111 

撮影メニユ ー 100 

撮影モード9 

撮影モードダイヤル4、6 

サムネイル表示76 

兰脚ネジ穴5 

歹ち重技29 

仕上がり設定101 

仕上がり設定表示9 

至近優先ダイナ S ック AF モード58 

自動減光123 

視度調節26 

視度調節レバー5、26 

絞り40 

絞りイメージ9 

絞り値7、9 

絞り優先才ート43 

シャッタースピード7、9、40 

シャッタースピードイメージ9 

シャッターボタン4、13、32 

シャッター優先才ート42 

瞬時 U モコン54、55 

焦点距離20 

情報画面8 

情報画面デヴィン120 

情報画面の自動消灯123 




索引 


情報画面の自動表示122 
初期化24 
初期設定70、110 
初期設定一覧176 

シングル AF ヴーボ57 
シングルポイント AF モード58 
シンプルメニュー 118 
ズーム 30 
ズーム U ング30 
スカイライト135 
ストップモーション再生99 
ストップモーション作成141 
ストラップ14 

ストラップ取り付け部（吊り環）4、5 

スピードライト113、150 

スポット測光62 

スモールピクチャー136 

スライドショ ー98 

ス□ーシャッター 65 

制御上限感度111 

晴天52 

晴天曰陰52 

接眼目当て56 

接眼目当て DK -20 5 

セットアップメニュー117 

セピア134 

セルフタイマー54、55 

セルフタイマー時間114 

セルフタイマーランプ4 

全押し13 

測光モード9、62 

外付けスピードライト調光補正マーク9 
外付けフラッシュ発光113 

夕 

ダイナ S ック AF モード58 
タイム撮影46 
ダイレクトプ U ント84 
縦位置自動回転98 
縦横位置情報の記録128 
端テカバー4 
単写 （1 コマ撮影）54 
誕生日カウンター116 
中央部重点測光62 
昼光色堂光好103 
昼白色堂光好103 


調光範囲179 
調光補正値7、9 
調光補正ボタン4 
調光補正マーク7 
長時間露光撮影46 
ツーボタン U セット70 
低速限界設定111 
デート写し込み設定115 
デート写し込み設定マーク9 
手ブレ補正機能 ( VR ) 20 
電球52 

電球色堂光打103 
電源スイッチ4、6 
電子音設定110 
電子音表示9 
トリミング134 
雲天 52 


内蔵 AF 補助光の照射111 
内蔵フラッシュ4、64 
内蔵フラッシュ発光113 
夏時間22 

ナト U ウム打混合光103 
曰時の設定21 
ノイズ低減108 

J\ 

八イライト表示75 
白色堂光好103 

バッテ U - 16、29、155、166、184 

バッテ U —カバー5 

バッテ U —カバー開閉ノブ5 

バッテ U —残量表示7、9 

バルブ撮影46 

パワーオフ時間114 

パワーコネクター157 

ノてワーコネクター /AC アダプター156 

パワーコネクターカバー5 

範囲指定87 

半押し13 

半押し AE □ック113 
半押しタイマー31 
ピクトブ U ッジ84 
ヒストグラム表示75 
日付プリント87 
ビデオケーブル92、156 
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ビデオ出力 123 
ビデオ出力端子 4 
標準表示 73 

ピント 38、58、59、60、61、116 


マニュアル露出 44 
マルチセレクター 5、12 
マルチパターン測光 62 

緑強調 135 


ピント表示 7、61 
ファームウェアバージヨン 126 
ファイル名 51 
ファインター 7、155、159 
ファインダー接眼窓 5 
フィルター 155 
フィルター効果 135 
フ オーカ スエイドインジケーター 7、 
116 

フ オー カスポイント 7、30、59 
フ オー カスポイント表示 7、9 
フ オー カスモード 9、57 
フ オー カス□ック 38 
フ オー カス□ック撮影 60 
フ オー マット 24 
フチ設定86 
フラッシュ 52 
フラッシュ調光補正68 
フラッシュモード 9、65 
プ U セットマニュアル 52、105 
プ U ンター 84 
プ U ント画像選択88 
プ U ント指定 90 
プ U ント指定 ( DPOF ) 90 
フルメニュー 118 
プ□グラムオート 41 
プ□グラムシフト 41 
プ□グラムシフト表示 7 
プ□テクト設定 78 
ヘルプあり表示 9 
胃 編集前後の画像表示 143 
^ホボディキャップ BF -1 A 156 
ホワイトバランス 52、103 
ホワイトバランスプ U セツトデータ取得 
モード表示 7、9 
ホワイトバランスモード 9 


ミレッド 105 

メニュー表示切り換え 118 

モノ!-ーン 134 

ヤ 

用紙設定86 

U セットスイッチ 4 
U モコン 55 
U モコン ML - L 3 156 
U モコン受光部 4、56 
U モコン待機時間 115 
輪郭強調102 
レディーライト 7 
レ U —ズモード 9、54 
連写 54 

連写可能コマ数 7、55、178 
連写（連続撮影） 54 
レンズ 18、146、185 
レンズ着脱指標 4 
レンズ取り外しボタン 4 
連番モード 126 
□ーパスフィルター 160、162 
露出 40 

露出インジケーター 7、9、45 
露出補正 67 

露出補正インジケーター 7、9 
露出補正値 7、9 
露出補正マーク 7 

9 

ワールドタイム21 


マ 

枚数指定86 
マイメニュー119 
マニュアル 発光設定 マーク9 
マニュアル 発光 モード113 
マニュアルフオーカス38、57 


190 




191 
























192 
























193 























アフターサービスのごま巧 


■この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作ち法や修理についてご質問びございましたら、ニコンカスタマーヴ 
ポートセンターまでお問い合わせください。 

-ニコンカスタマーヴポートセンターにつきましては、使用説明書裏面をご参照くだ 
さい。 

•お願い 

•次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認の上、お問い合わせください。 
•より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でち次ページの「お問い合わせ承り 
書」の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送りください。「お問 
い合わせ承り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■ 修理を依頼される場合は 

ご購入店、またはニコンサービス機関にご依頼ください。 

•ニコンサービス機関につきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご参照く 
ださい。 

-ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびできない場合は、最寄り 
の販売店またはニコンサービス機関にご相談ください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の保有 
年数は、製造打ち切り後7年を目安としています。 

-修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過 
後でち修理可能な場合びありますので、ご購入店またはニコンサービス機関へお問 
い合わせください。水没、火災、落下等による故障または破損で全損と認められる 
場合は、修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、二 
コンサービス機関にお任せください。 

W ■インターネットご利用の方へ 

録 . ソフ トウエアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を 
次の当社のホームページでご覧いただくことびでさます。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/index.htm 

-製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめし 
ます。 
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ニコンカスタマーヴポートセンター行 

FAX:(03)5977-7499 



【お問い合わせ承り書】 

太枠内のみご記入ください 

お問い合わせ曰： 

年 月 

曰 

お買い上げ曰： 

年 月 

曰 

製品名： 

シリアル番号： 


フ U ガナ 

お名前： 


連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL: 

— FAX: _ 

ご使用のパソコンの機種名： 

メモ U —容量： 八ードディスクの空さ容量： 

日 S のバージョン： ご使用のインターフェースカード名： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプリケーションソフト名： 

ご使用の当社ソフトウェアのバージョン名： 

問題び発生した時の症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度： 

(おわかりになる範囲で結構ですので、でさるだけ詳しくお書さください） 


※このぺージはコピーしてお使いください。 整理番号： 
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Nikon 


製品の®い方と修埋に関するお巧い合わせ 


くニコンカスタ7—ヴポートセンター> 


全国共通電話番号 0570 - 02-8000 にお電話を頂き、音声によるご案内に従いご利用窓口のき号を入力して頂け机ま'、 
お問い合わせ窓口担当者よりご質問にお答えさせて頂さます。 


finnn 営業時間:りづ〇〜 1 8:〇〇(年末年始、夏期イ; 
公 li J / li—U 么 ■OUUU 携帯電話、 PHS、IP 電話等をご使用の場合は 
市内通話料金でご利用いただけます おかけくださぃ。 

ナヒタイ"内レ® FAY での巧 lai 化け1^03 バ Q77-74QQ し- 才 


営業時間: 9:30-1 8:00 (年末年始、夏期休業等を除く毎曰） 
'(03)5977-7033 に 


FAX でのご相談は、 (03)5977-7499 におかけください。 


修理ヴービスのご案内 


修理サービスのご案内を下記 URL にて行っております。 

インターネットを利用して修理の申し込みびでさます。 

「修理見積をり」、「修理状況」、「納期」などちご確認でさますのでご利用ください。 

http://www.nikon-innaqe.conn/ipn/support/service/repair/index.htm 

くインターネットをご利用でさないちの修理品送り先> 

(株)ニコンイメージングジャパン修理センター 
干 230-0052 横お市鶴見区生麦 2-2-26 電話： （045)500-3050 

営業時間： 9:30〜17:30 (±、日曜日、祝日、年末年始、夏期休業など弊社定休日を除く毎日） 

♦ 修理センターではご来所の方の窓口びございません。送付のみの対応となりますのでご了承ください。 


株式を社一 J > 

株式を社 ニコ > イメージングジャパン 
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